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I 患者 論

l 森林調査情報の援問

近代の科学技術の71法な発展にともない、すべての産業や社会16踏においては，技術的な l句読ばかりで

なくその活動範凶も，また関連する分野も，過去とは比絞にならぬほどの!立がりを持つにいたっているの

そして，それらそ発獲させ， t住迭させるものは常に的確な処窓への判断乎!な能ならしめる正確な情報であ

り，技術革新への東IJ訟である c

林業においても，混在その母体である森叶、は， .p設のみならず111をも考燥した木材資Æil供給源としての生

産力を持っと同時 lむととに政関免[認においては，人間討会の生活1寝坊にとって，さらにそれに一路計七，

ずる条件をもたらすような社会的機撲をもつものでなければ匂らなくなったc

そこヴば森林会，過去から現在を過ぎて米来へとつながる有機体としてとらえ，現況のみならず，その

推移の!良樹と過程，またおりおりの社会'経済{と対するl:!二iY:Htをつまびらかにしうる多民的，かづ新鮮な情

報を求め，それに茶づく開発利用吉 j-@ìの立案と実行が必要である c

この情報日立， 自体の持つ広範なよUi'4f (ý'.!な機能と {1会lJ0lζ 主主;Jくされる需要，ならびにそれに対

処する投資TIIT，の 3 設に!対透したものによって成り立っているものといえようが，社会的な市主主と投資の

情報とは森林のもつlt~>fJ. N'f容力，いわば森林のメJ'-Bの wう報によって反応が生じてくる点、が非常に大きいも

のであるととは当然であるが，元来が惚々の森林羽1251独自の総ちゅう|勾のみで考慮し 9 求められうるとこ

ろはむしろ少たいものであろう ο

したがって9 一般に森林問主主といえば狭義 lらとの森林自体のJJ;lò[~ と将米の予知情報の収集と弊JlH，そ

れから得られたもの本実際に適用する場合の方法をとり:主とめることを取り扱うものといえよう。

Fig. 1 森林情報様式!Z1

D�grammatic figu向。f the for巴st

informations. 

これを様式関で示 ttば Fig_ 1 のようであるの

過去から現犯にだる立で森林、は tとして木村生産の資HtJt供給

1li1からその{ltIÎ{IÊIを評価され，またその)iïlliか

行なわれてきたσ それは明らか lご森林機能の主体をなすもので

あるがs 今日のように多くの社会的姿AdC~~する多Jj [l:i1の機

能的手rJJ日開発が問時に期待されるようになると 9 それ1d寺と

ともに移りゆく動的現象をもっノ1態系として詐甘える必主主があ

る。

そご vで lま， と同じく，多

くのイ!おl 々の立木の集合によって挽!JX された一つの社会築関であ

り，あらゆる自然的な条14 と人為的江 f刊誌の影響が1充実の森林

構造とその推移に密接に関与し，その環境:支配のなかで側々の村、分や j'c;fこは立し、にみ~nln と ütと盛裂を繰

り返してし 1 るものである。

いうならば，似々の林分や}J木の状態をつまびらかにすると同時に，それら本自主の防j，また !jぷf環境と

の関連を羽らかにし，現在および将来への森林取扱いの基礎情報を提供するととが沼夜の iE裂な課題とな

るものである。



?:~-:: ~-p ~~ y{ 手 ij Jljによる森林出品冶:説、;ど関するおf'k (これぬJ ~ 5 -

それは?にとして，刻々の杵EU潟;H~ 1:' 静止したiVil自においてとらえていた従来よりも…少もごみ}t， も進んだ

多くの級官l_U U)袋討と，それぞれの内認をより派#+IJ\と'Þú;:とする HiJ，与を llij らかにしなければならないという ζ

とである白Îji，lj 0) ，去年体;と !GJ f!r されるかずかずの機能が，物]Eili'J な !li家 H の設と貨の tlii と同時に，

さらに従米概念的にのみ考えられ議:観的な ffiViilljができなか rった!fLì~たとえば良一i二保全や社会厚生〉 rl ，~*')及

境保会:~~þ の効 JRの分野 Jとあっても，よ 'Î 科守:(:ド]な数{r立(:[éJ'l'li 'J鴈.t 'Tiで iトド私liできるようになれば，森林、ははじ

めて万人に約1'1 される詳1111，のされ .Hを持つであろう。

ごの長持件 iil\Jjjt ， すなわち級料、のもつ!J.J'I.((Ji';; 能 }J ， eg た刀法のか案・情悼の:[え耳ごと怒J~lUi ， 過去から現

{[iこ'\三るえで〉ノへはりのもつ113L〉 11をえI JIi党{;:たよりとしてお ζ なわれ， またそれによる

の fド j i] 1(11'日仔するものであること奇九\r.1iえとして設計さす L，検討さ;れてきたものである。しかし，森林誠変

ζ必基さな li'i持 rll't;が， このように盤的にも :こも 4みとされてくると，そ tLを l'工;:i{(どおりの万ilけ

またはそれを改詳した校皮の子でWr:ιえすることはきわめて胤J!itであるといえよう

したが勺て，今日〈ノコ災件、 ;I!j .ft においては》人 I\Jの持つ縦祭， ilJlJí.L;:，判断の íiii:ふうぞ，数{rflこも拡張ムしうる

fiJí たに(T~泣;vJ導入を必裂とちf るととは ~::::l 然であろう。

') 
M 22中写真利用の原員IJ

?i? L!~l J~ t:r (J "f;J~: 己iとよりぷ，11，品j予定 Jこ利用され，主す山ま J' Zcーの ~0度与をおめてきてはいるがヲ そのおもな手Ij

!TJ ìJ、は，二i としてJエの森林平Ii月J のみil!:念によ(った木材it ，X{.' の 1:1'(;はあくを乞阪とし，また内l史観測による

判定会もととし/~=;{.I;IJ :゚E /~より i、で，肉眼 o)1'ù';;ωノiJ ， 品å.ftの労ノりを補う子段としてmし'られていたものといえ

るつ J見1'C，み:交はあらゆる科三戸の邸.tljk おいて，物象の被告主， tQU)心そしてやj泊三の精度と効ヰFを治目的手Hこ

〉立浪させ 2 さらに人!DjO) トよEI'(J lU析をよ :'(!;%Ef}j な TiLへと/え換さ t~ る議長Jな éJと1&とな勺てきている。

そオ1.， ~立，

1) :kf/J~[は条そ;足以ヂることによって i;:~ 阪を川いた場 f? の?とf't:J]と縦泌お感，まずこ1I!f I i\J をおよ火も

前首 r[\ もすると止ができる ζ ム υ

2) ねえうる )Uぷの[!/1\そ rrJ 設 )L1)誌の凶 I勾{ごらず，縦割IÙ じj I'J<J ~こ応じてイ、 :rfねjéY~J~の域まで選びうるこ

ζ 。

3) 被写体をうでく等主総 ((J な記録として測 l己し，王立 ü立子I'ú;;.ピのr.1";ご 4きち込むこ之不可能:こしたこと。

て3の法行すにあた tttノりふ人にもたらし穴からである

したがって，乙ふ林約 fi における写況の利用が， rそれをト jrH下 lとすることによって， 人主任:æ~の視型?と

光線1主を j21λ で f占認を t らえ，またそれを数強 (:(1 ;こJ9 j\!，しうる J という新たな、;[坊に立ったお安法によっ

ておアなわれるとき，ゲてそのノ!勺JITJ効思が!分 lひしりぬ一♂れるに六、るであろうっ

Lノかしながら，立J:s'~i誌はたとえ森林の~K~"il~ を}J;じん i;f1iiU ;こ語以北 Lていゐとしても， それはシャッターモ

った 疎開に，られた{Ú~ i円、で jil!えた jI(ヘ倣でしiJ.， t;;. い写真によ J与が、体の主~iWj， it 1:.判定とは， 乙日コ 3己

政fとされた J訟を{山介として森村、のお4象モ測定し， ま f::.yt院するこ」である。

写真ィ;lj}f]による荻村訓 j-[:!こし、う のが， Jリ11 ゐfM1~2二本質(:(J iと呉なるところは，えられる純泉の精度や途

Lj l の了イにあるのヤはなく， riJ J誌とじであることにある'.)

したがって， rFJr\:f u J'↑j の iiJêJ_JJfにと，、で粕 i払効本((~Ì; をん':>{î .?る L~)t::[~t] な条件となるものは， ζ のi よ体を

作成すm る(りと 1絞 tk~~;にのJ;ìt と， Hi し、られたせや威光材料， :M立彰季節， 111吟，天候などの像作成の諾要素
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と，鋭室長@限定 iζ使用された険械器具，あるいは技術的な条件などでおる。

従来より写真平Ijm!:.の利点， Jうるいは欠点と {fJγ社らわているものには，とり:JJ:'氷山条(Ljーに起人」するもの

が多しそれらは了!'1-j!{技術自体として当然の位台誌であるものも多いが，その中ではすでに技術的に解決さ

れているものが火半であり，その技術を利用しうるかどうかはそれぞれの場合における，路交[二の経済的

効率のみの問題，すなわち経1f1の河辺であるととが多い。また，ヅこりマ写真は森林Lを jJJtE より撚えたもので

あり p そ ζ1Cf5!.われてし、るものは，あくまでも仁祭より見た森林の構造とそれを包む.fj;H;~の状態のみであ

る。いわば，個々の立校や林分の滋1ft と広がり，それらの総合せとj_:.~~地条件であるぐ

iま，像として [iJ:j~記録されているものを測るだけであれば，きわめて続おな問題である。

しかし実際 l乙 としてオくめたいもの，たと dぞ=ニ2 主主 仁寸用
ゆ五よえこと 1 1:J口会

あるいは伐採や搬出に裂する綴設やrJjブJ，造林" iif: ìffの経費，大らに}lE新 jユ i.fl!J ，社会J!cUt的不iJ HJ ，\):五|士、係

全への能力，等々すべては写災上に 11m:]主:あらわれているものではない。

それらの多くのものほ.ttlJ，上_n周五でも同じであるが Dろ[Ì去に縦割:ji'iHmな夏空協在鎚として指隠の段をへて

求められるもので必る。そレて，その妥i礼は地 u必至Eの -B}{\- とは ICi]じで iない。

たとえばp 地 tfffi泌地itlul斗を例として見れば~ :�lIl ~ìl~'_ の WÆJ笠単位ーどある{[司々の木の詳細な詰fIdや fj)jJ íW5t!i

後，また立;\(ノド数等の僚は， I勾 11及視野による地[ぷrJ:t立において精度J~ えまた効果的に求められるもの、であ

り，またそれゆえにìf!ij5主 Jfti fl としてjヰj いられているものである。

-コザ，それらを~F.nDを縮小した合中立五反から j[主;ζ するととは不正与UcIなうえに~ ~}f際問題としてそれら白

{与を求めることが澗交の目的であり， ぼであると'!はまず心Jな川ものでおる。したがっ

て， ζ れらを写真平!J別の場合 iとも観測の項目とするととは適切とはいえない。

すなわち写友利用における誠〆ft観測のユT~ D ~土，写真ヒ c鋭iJU して誤り )J\ 少 7三く，効;#;よく求められる

もの，そしてまた林うよの，t~l';;むと と， こ才L らの4目立 [4 との!主11系が明らかであり， ζ 0) [~J~li↑生本了解えと

とによって，われわれの目的とする情報が導き出されるものであるととが本渡的なことであろう。

いうまでもなく， iif!ilfiの自治安 あるい lは立嬰求精i皮支 iにζ よ vつコて;はま Z♂j日J

あるものも認至盗王:r_:(ざ議江f主;i ~討3 のなかiにζ 合まれる乙とがよあ尽る O

どのための補_lË，または依認「ド業の設Hもまたーつの2;;'主主キiJ JH上の Jl'i:安な〆!!総?であろうっ

餃 日本における森林調変への空中写蒸利用の発獲~穏

1 概要

lヨオえの森林におげ は t {t!_~の写真応)11分野におけると [;j じく， t(llJt" i}{IJ ~!lへの写真技術の

導入と発途iとつれて歩みぞ進めてきたものであるが，軍TjT fj そ訪れた空 r_-_]_]~ヅ仁、の工業への応用が，ずで

に19i1t紀の米どろオーストラリアの林業において提!日されて以来， Flノドにおいても今日に -1-~ るまで笈わる

ととなく夜中写J}t];{S}叩分野でのコー導的な立場金保ろっつ， 'r"f'Xな禿肢をとげできている。

その:Ì@穏を大別すれば

倉IJ IJ二期j (1920~1930) 

発展期 (1930~1945)

被占領}þ] (1945'~1952) 

近 代 (1952~現在1
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の 4}討に Iメ分してえることができょう。

5議詳n 
Y
4
J
 

川
汁
吋
、
一

|
/
 

,. 
..C L 

11 混戦争のl恥 JMìI[{江主主主護主任気Eまから日本における勺ちしつ~~j ，t1~( ， ，;Jj\j〆i~への以ふ 1904 "F (iljJ 37) , 

写 ~t'kfM 影 IJ偵察をおこなったとの1i:lliJがあるが，切らかに :tr~fí} ~ζあらわれているものは 1907;ド (1リJ 40) , 

したことに始まってし 1 る c中村 di二が、Þihトi]Í.i! /jiとよる

ら :H&-ff し，，松 ~~~ù ìì及火によるの後初 l立‘ 1914 if (入、 3) J 、キ

ぱ1.~1(i:L~(ζ よ、ってそのj似たを;ヌ11とし士こと(1915年 4 )J) がJ:it;j自主iü 滋部治拡止こえられる。

しかし，存Fウ、 üt~lH:rえ i々 の.~~.. t各的な導入 i よ， 1919 の(./人 8)，ぼlf:{ド江主体JIHj"1之平交にフランス zE!~;[+れ支出

がクi~ rll'f t:汽 i投影の技術会bコ"l- ~会た 次え殺のni; として 11寺の校新鋭倒的機とあった十ランダ

をブミ路H巴yde ネ i‘心 Autokartogr品ph な l-~Ì.約三((縦、)が渡米(1921) し，

しだ)..きに始ま，といえ主う〈

その佼， !記長不技術み二郎は自助 fM-Ur修正機 (Au i:omatìc Rcctífínふ実体泌総揃闘機の開発 (192，1 fl:) 

(Fig. 2 参照)， Stereoplanigr品ph C 1, C-:2 cつ購入(1日26 似〕等，我々と機械類0)繋備を討つ fh

あった鏑リ二はう写:fîiQill品、とその林業への乙日〉持おi において，

応用の)ろえそ公づえ416下l7l Gている。それはおそらく同氏CDA!K州留学fいからの者総であったと}t1J、われる。

寺，おタト!白川、楽においてもようやく去 ltJ T:/t:'~~l、 Ijrリの試みを 1\沿台していた。ずなわち.ドイツでは 1921

Roggenburger Fore8t (久 500 1'1 a) 心'Y，U，\j託 lごワ Ffを手ij別し103> その M4よ山こ誌づき 1923 年 Nürnberger

Forest (30 , 000 ha) の γ

まずこ Tharand 林業大1んにおける Hügershoff な Iい心とナる数ノごの森林r的資:ご対する研究，また

言ぐれた!点Jえを了数多く与と反してし、る。Sachsen !JIH~jぃj におけるフご地};L:， fij がおこなわれ，

マ1 ナ夕、におし、ても 1919 5íゐから 'Eft": tIJ!l]が iWJ !th � It 1..1) , 1923 ，q.~ {ζ は North Ont乱rio の jamesbucht 111! 

)j' 31, 500 km2 のl+ 限|苅ときtfTilV{!J}どが.TJ=J'{ により :t h咜i ë" れ15\ ま f二五日r! 1ニル?では lrawaddy Delta 

3, 300 km2 の勾:lí J}0ぷq (1923 ij )と主主付\訓J在日((J(!) South Tenasserim 1, l'ωkm2 の議!三被影がおこ

f;; われてし、た12)1870

ペJこおいても，;!こ祭キ JJlJ ,." ()) ,U: 

この.hü.;}t~{土ド引:;紋(， :k H �!i i))乙!、選

被Hを}:"''-の釘 in をち公めて，、V .li!i のrI'i

ìil\, および成f長北iT13j州 i!?ベ(てまたが

手H*';:' 11, 000 ha C)jj\:\量;ならび

く~古

1929 ノμ(li{l 4)，主jj'{'Î j}fi}[;!ii J! i 

られてし、る。寸なわちその出イ土，

みは， そ 1 しらとほぼ社与を Id

に森林慢である〈

1924&1三〉実体 IT包線治IlW筏 (n ;þ:光今':K.K. 製

St巴reo contour mapper. 

Fig. 2 

として行な i)

Fairchild 1\. 8, /oc25 カメブは

1 J 
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cm.，ャiノで ; 1/5 , 000 である 43)。ごの報苧土松 fjlj修三が行なっているがq 引きつづき ζ の写真を泊いた主

主5私i磁の1二j誌、与']，珠子i皮，ス以mj笠たを池上部交によって検討し3 さらに村総准3立の可能性を←!羽生下総

静J自治:業係のjJX: I'{ljì 匂出l})~Hl股が戦合している 18)。これはその伎の汲材、羽交のうえに大きな刺激を主]"えた

と怠われる。

つづいて内地引ふ翌 1930 (ri{i 5) 大同信JI抹式会社がノ人 Wk')1 !沿浮の読書発電ïjfr と，ノ、滋)IILi~い7コ y，{J

ri~U発電所のiX戸;忠告し11 j削i諮，設計のために会長約 40km，伊'j( 2.4 km の地域を，当時党jjょした[民不安中作

業株式会計:J に影させたも 1/10 ， 000 O)~，:lrl 写真ぞ沼いて〉官室林野j巧木 'élj主k;ú) 三段，安官't，飯町，

冬山張所管内にかかる 0 ， 1料 þt:の林中日判読， tlil指[託子t~ 泌がìlû >J 1j ，結iÎr:\，疎浴皮Y&'J.::， について大久保覧

ーが実施し} t主;議案編成fil品盗への効果そのべている 95) 。

アの料自では， \'[(本 iJDjAとの JJi\現を説明しているがp 事 IÎ出判定の rtf. ~，qf (こ影(í) Jはさを JHいている，の突出

pq:;:';: より~-rLて，当時は立体観察 lこ i主主コていなかったものとど、われる。

これらはすべて試みの段慌であ♂ノたが，いずれも林業への応引の可能性を srtl!Jtl し p きたるべき ií'パヤ、の

fj効な1鈴石となった。

とする箪 i{Y I;とおいても，との{f:{-~を湿じてi[jí!f、写 t~L 科:写真， J也 L~写iえ

による数々の総監関イヒを印刷の試験をおこな勺ている。

また海軍各市は，住社!:i5r品竹内設のtg刀ぞと得て空中勺:災による海岸~';~~ Q)別髭を 1928 51二 (Jtl 3) icjj自

!;'è，以後述今一実施している加)。

2. さ炭 JlIl

ぞれまで 9部の字、名やデコ'r'， II']技術者が，析しい戸、み乙してh なっていたにすぎ fよかった日本の林業に対

する写真平IJHJ 1:;: ， どのほ1 代に;丈然大1:)i!.;I;~ な s そして丸H{~ li]'J.f:f[として慕された。すなわち， 1905年，ポ

ーツマス条約によづて，4;f}fとなっ犬 )t，~'::{~ 50 度以雨心満保太U:1 パノレブ，製紙， j立業の 3出E にともなう

手u被伐採，また!ll火事 e 虫tl?による大彼等からの J店存在寸允めに，迅速な休業政策の桜丘がngj仁られて

きたが， 1930 0，二(附引にようやく地方林政の独立':， ;'2:' _!iê， j 本施装宗の続l或? と地手IJ Ytlk<:分の羽読を 'g~jt~ I~ζ 

災施するととを必裂とした己

当時， f1îi=r庁から機大ri.: ，，(沿仔:した今J;!，長ふ これにさi~~ r.j-J JJ~ι点の iトlY; を n ‘ :'H時の[.i;tklk TlY ()) Ifl1窓を

得てほとんど独力で ζれを設計 iこ 6 ， 800 km2 の 1/15， ∞o TIí'[H l写二主投影そ|、志津際31f子rFi

によって5よ了してし、{;) �' 

つづいて 1931 年〈限切には含ヨ， 220 km2 の出火三千二品 i子に加えてB丹沢氏行学校， fl~け第四j必践の協力

によって完了。とのとき，北海滋 J3:頃て、総務のため空輸中り jP~行被が店主務， 宮崎飛fj'r:fJ W(J tß.死亡したとと

は H本におりる 允めのふジ:和]しつ巡1#:41:放であったむ

さらに 1934 fj二(似のには， 6, 500 krn2 の投影を行なv'，合，ii^ ;+'lliJ;r，% rHi 王，'1 23, 280 km2 のほか， ;�6d{i 

定ñ~~) 都市計 i防j 670 kmn, ミ等字|日lJ木ド笥全キ村様\Ii太 J混üi蹴占]1の 7河O矢忽正の杭塁影三Jそを完了しいlたL三:

主当5 日時寺料事様告太 lにと口iは立三ま主 fだ~~ 1υ/均5ω0 ， 00∞O 地j形杉 tド凶Z可lが背務王わず j ~L1I{，ま ζ の写真から 1/2ふり00 0) 指名 1.l;wZ泌を作成い また

1935 年 (8B 10) とろから悶降注、による 1/50 ， 000 の iJIÚ Wl:を却始ている υ このことは，との長Jj~には市も

稜1霊的であったことが見られる 19)

この写真を治 1932 年(fI{l 7) から本格的な林地区分調資 ~;t: ， またこれとムY1J レて 1933 '<f 

(!rti 8) からは潟議案編成品開夜に若手し， in とjl :J: 1933 手;二(fIN 10) にほぼ全域にわたゥてプじ了している。



じ 1"-"1 ~f手 f{.f;! IJE!こぶる、料、仰向i注

)ií!dilJ?'d万一、あ UJ また!む:どの林 f自民分i土宮:将校外， ;f)i ü:.3iL;/:jlt~，補応:1]1" X恥/にえ主対外，

:ョIr，J (;-I*))タトの月lj会が泌 ~JJ と J引九九れ.n:?j~lj):とにより傾斜 l史 20 長以 f~0) j!)1， 1了誌のうら，・予 ζlノ，

る民主主を rfiて，，\ J:.iこ分!ノ歩 34UIHこよ F て)ナ，~1亡[Äjトネゾミ二 i ノ 7こに

汗:;t
~.n三十トイコドゼX~(;J} 、 11壬，業主主総 h広へJリ[沼化fí 当日;派く林ð己イ究:として枝仰に

交が fr，じよぴ状態，推定へ(j)検がおとはわれ，

材、紙1) 

;h!こベiU3 作成"2) 

ずのための核花f\jt1;Cïコ

i主体子じ5) 

むへの利nl 心その (s11]ó:-i:l，

、 J としてし，;る 31J 〈く i 'l~ i.; j :_:' ~rJ 1jJ な Ttヌナよる、ノ句'i'，; ~'....，ω 3{JJ;QU:!ß )守

12) こ己了、ノ大店法2先制)，火への写山平!ご XI して予次Cí) よLJ 1';;乙'，';:ら、とのようにして 1937

うな起点

、ドマツ J 絞 )jリされjメ附託c! 耳、í' !~ーι 、 f 子マ、ソー
…、リー1) 

ぷJ札fi ， 代司担任ヲ 茶色治川光三:'f~ 史認tlIs:百七 jえよ， 不良 1< (.D 午ijノゼがイ 。;z'l 

/札HJI>i ド~ ;iY: ".L Jh!'J 伐採!拐、 ~:ill}守中ょっ業への♂川、足っ3) 

心の沼ら 七日円くノ不4) 

~ü:.~}j J)進行予iJU]のノバ':ft: 0c..� 
vノ

イ立川;タ:で両日らえ:。J: ど:ぬ彩tをの材記;.}川、ノ，:~，.;
、
j

co 

ダで lと l リ立な裂求 ;:t，も立lこしていたこ〆Lが};[1 られお cとのさ{}後!まペぐり]であるが，

えさく泌し l":=~) fii わ

ろの災'?i -tii)::1tJtJ 絞 8.~j託、乃 2 ぷは， 1934 +y: n 

|さ 'γてiいてィ j なわれた、におけるね体担任へ
" 

仁、レ')この手段 L わU;:山士p

ち，給ぶ材、おf認で， 'f.j"íJJ0.(うを夜、担、川、Jニ

ヲ) , ii;il~l州民:jnW8T.\

日l�i 午 9)] ま， Iゃん州事ノ丸が ß~i長い品川 l 、しつけ主され"7) 4 !['iJ)、)と土:し、どは 19:，12 〆

却を沢〔えノ外) ~C ;J~めたぐ立、[浪とい、f'Fiil女計十立のよ: ~Ó) 全J相手 o_)j~{涼口〕シピ態安紀

:ム満州株式会iLつ:三玉沢(i議i~，1b) ~，三役ぶされ， t二。匁 1933 "'j 

i 臼 ν) 1' 12 な十幻 F"airchi1 c1 ~.ì':L託、カメラ(fe. 2;) cm) l1ì, Zeiss ~q 

T J 、/出，L 1;' ゃ
に 1-)' 化;'::1._:!.ごし tふ , I 、

(n?j 8) ~ tL 1ﾃJ (，こ勾 ~t:t 1，ノいとか

り，技術開11::] として斗、木氏J;) が、二-}J メラ(f 13 , 5 cm) 2 Éì 予 ;b よ Ster日oplani 宮raph C4  1 {ì で

これにjミ31J している

1.934 伴 (U{J9) 2 , 政!の又十本(:;~ , ペノレプ p~:jf~~ 4 社に対 l ノ f九，d 約 Z予 300 km2 (ζわたる治日

f111〕 3 主i はそ ω 刈干るようL_;~ノぐ 'L，ブ市i;l幻
...,.. 
」,} 'J 却さ41935

しえ LztilJj 江)戸とえが多 lわ\)

コ ζ森林会および及、法jノ~/レ i' :tJ~ \, i. ~ :.i.i/J !}: J自公主の七九州叫し引

1'，寸-:，-! " 
1 I._ ~:)、、fこり f 広J とき， I、己持ノ能不}そ千fl ノた乙の 2 、i11jj がお〆手弘行

., , 
1
J

、
、r

j
 

ど;1':;

tnγどれ

一，

':;") 

Y の仁j
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1) (1(100 , 000) 

2) 向車主 1:3:1

森林;見交法

4) 林約盗殺F!f予言、

ネととのえ，

流域別森林荷積

ì~tJ或í] 1j，生 l'広則幸容fi\i，および利用司古屋材積

3) 搬出ノケ法

4) 既得伐採権域

てG の有無安明らかにレている。

強露Jま 1/15， 0以)で行なわれ，策定見写真」;こ~t~:i3~ま林約，予flJiを， 他ロコ一部{こ地十十線を記入し， これら

を写主主複製lとより 1/100， 000 闘としてLλ るの

との問;己満州航空写渓}lEは写真刊行と改称して施設~:お;光し-:f. は 1935 ト (ff{l lO) 4 

Jj, %1iたに満州航2E 去の主11次撮影を??3約し，会:満州森林約 20， 000 km2 の経常ι会編成言十関本'，h\，J\(.，森林射し

ヨI~lQJ銭安(仮{11っそ設;札その第 F次言Ì']íí'Î として 110， 000 km2 の投影と森林調夜を 1告39 ド(日夜 14) まで

lとンi'éT している。

さらに， 1939 主ドより 1944 午， (OP, 14" , llB 19) の fiiJ iと 210 ， 000 krn.2 の議彩と森林約資のすべてをほぼうじ

f したわ

しの 1!iJ， ::ゲ l"f判読;去は林務司 ;ζriYlJIi i 科が制定さ才1，初代科 j誌に 1936 5f (ffJJ, 11) 1O庁総J!I主主伎が \lf1Il ノ

てから航空調恋股と改称，また満州航空写夜 :~ß;ま 19:17 if:: cr刊行 2) 11 月，さらに「写真処 j と改めて新

i文書 Fむヰ;と大作業所J会主主役した。

、日一jf設試せる悶化i旬1!? は Stereoplanigraph C.5, 4 i守， fJ il\)J備伶修正機 (Automatic RectiGr 巴) 5 合

のほか Stereoplanigraph C-4 の改造Jをおこなう等， UJ:;界有数の大設俄を終えるに怠っていた。

なお 1938 〆:了(矧 13ì よりは，各実験村の 1/10 ， 000， 10 m 'む線口) fi'j'\'!'i G?Ht:こ '/lj' 子ーしている。

森林調査の泌よとしては 1/100 ， 000 の祭1&写真地貌悶 (ili1il't.Mll'ZI) , i'Jf業況見Ijpド相「χj ，森林裕子1:1等， 1 本

法fXnm 4ア 000"v5 ， 000 ha) ; ha ::')たり議防， ;ridUrJJii!見交歩介，立木i丸林総， Jttr.l伝子容があり，務 t4'

lclミ緊料のす~f1tffJ を []I'Iせとしているリ

これらに関しでは19.10 年 (1m 15) , 1941 年 (ITB 16) ロ されているほか，お州 UJ林

JtpF誌の報???E4〕がある。

との問， :k[ J:fjJ，:とおいては 1932 年(!lB 7) , ドイツ'I'harand };、了の沼Jγから;高任した 'ì: r，jI ';0K，V:j等 f;基 I*" 'f:

校教校， L!JdJl専のが 1%林終狸のための森林，;1司王をへのげ~:rþ;]_:j:t~の l刊行会事(1-fト p また試験を行はっている 80)

また 1935 勺二(!'fl l0ì 木本 猛が「写汽沼立(シピル社)j を1'1];[，三む 11;11脅し|本会 ;~L 徴 u 一点、十i 氏明日〉

ifJ' 主る rí航空写真測議:と j刻印nJ 1936"1三(I!iUl) 1 n .i会，軽林会は L!J III!惇 .illi r r 航"<~J手況による秘村、

弘司 ftj 1937 5[':j 夜'刊行したし

1938 ノ(f (問 13) 東京帝 [;，E[J、学農学部村、っさや!の泌援のうちの選:!R科[~Jiζ写実測澄(2 1.りふりが ßlî設され不

主ニミ房がnn杭\14 年よりこれを1'1 じ:;1 した n また昭和 13{ドに/仁木 l乏!fi は !:~j.~'1、 iJ{ìj蚤」そ前列HJJ♂:二万;式会社か

ら発表24) レ ffo



< 11.日:ず fパ1;[5乙 CjJ 九1ぷょ

rphotoRγ川TH1:t e t. r121J が店リ :'1] :ヘ?じ亡 L 、為。や~，， ~t:' (-之官

1941 年(1.1日 16)ずにをもコけだヰ本、当デがク刊パぺ工む了 t引机1恥式t氏えづ合=社 がfおωじ…下所j片?ぞドイ

10]月， ヤ司lJ [.リLIけi 手 iは正ノ4ふム二主付? ;松Y叶jげi川ζご涼3';f _ï)早殴t:I 佼問限イ吋ぷと κどとム~叫JιJよ 〆る】 r札 11'をを1治E三立: し

194.0 年(i汗{ 15) べ

，~:'_ 0り j七百えそ;長 d干してし、む 7B_) (' ンパノ

l~. (jつ子、ほど

刀qまとんど:石川つになり，わダかに 19.:1 2 ，:平(Ilil 17) ， γ 恥

i '店主抑ち秒前三、郊のキノJ平凡;松lのよぞろ i( 11 不信人法

として?

./)!lõYj(む第二役:大平之の;奴;1:1とJよtい、
守 、?守、 了】叉行、、日

L ノつ") L/ ，_;"s. 刀λ ヒ) J :/'、，'<、レノムム1

しパム].、...-;，'~， '¥ '";' 
什 J、，~: 6!)に!ノぐJ!こハて] 000 路、工凶'i 

}
I
 

i
f
 

、f
 

I
f
 

写況をJil て汰ッ主交

の ;b~l) られと、交である〉

1946 (!i;Jつ0) S ノ， t "，ては υ 〉づ/ぐ亡の泌 1完以後

ノトれ多 ~t 1 Mnltiポe又]台宇佐ぐ 4 べてのえ;巳設StereopLw\ぷraph C G て?と

いジコ望、筏!主将 L/下、刀、サ..
IJ v~ ノ i ，- iy_1 

;:;.!, 
，.に ιj

)....(.( 

n 
;), 

7 ζ 
,. 
'、ぷくしり航)}!lj技術名が灼 i Flしヲi", ~ '([d;;外J ぶド'JtヴI(})斜計;こ

たえずはらノ\骨、ノ fヘけ品川
、、 νノ、子I刀、こ iよりi恨の宇内統計九史民法ラ

止して木市芯 r'lfρ:千人f全]
一}.，.1. ゃ

iふス) ~ f羽?事な刊 li-C/) 一 F;::

プ「千q L. 認\、( ，:♂ t ¥ 

〆ずりために1/40 ， 000ν〕以沼会託、 L ，22) , 1947 q二

ー、

bミ〉しふろ?しず二、 ~-~ i、この辺市長一泊、

なわ才しとし、山つ

チ
4υ ，~ Jィ、19必 :;r 2:') 、

1 ;jぷ勾と(株主i:îば ilt{:).Jぷの F; ..，凶下派!-J.、 ζ 心 γ_~，'ô}.l:~

~-'， 照おいて(/幼少 000V) 1を所創休業没し'; . 1 I 

~~)矢よりイ1ヘした 1/5)000 の手I[ 効取を件、到し，々の五日:にも

亡よる~Ò(.Í:) 十よ (1/5:000 ヌ

力引 Y子決/に:しだá):'j) 11ド

:む〉忙し』

土段休業ヘの刈ムム えさ:中 L ，忠弘 J，:L\YUへのくの仏、みが手守字、

r 'rs. い， ぞ心バ去、ji\fL 以);_，:t\'J?
ー
、
、

J
I

〆
J
 

j
 

r
t
 

、、

rt2) 
2 ぞ合引JYれこま 1 ノ~、

UIij ト;こユヒ 7f:'P ム947 (H{i 22) (j IJ \こイミ 予7こ 7 こ

年内ゑ tII ~ 十「この仰心1 ，.，をイ I ノブゾ:ノてし、、~ 1. 94)3 

っし、て(1943'\ 1 jj 17 ), 1
 

1
 

f
t
T
l
 

γ) 士事業{と j返するものと I て

14 11 ノカ;:jム(1943 '2 しr 
、

ー
;

L
 

1
 

rL 

1 ノ ノ日ノ、こ， 司会 1948 ij� 9 '2!1 ....5 , 

ノ:1 ぐ L 、 28 ' まだ主主~:)、

さ f 投手i

, ~ヘ 七日
よらJ 与、」19S2 ;1二 (1ぽ 27) ，

1 日 11 1 手

ニ 110) こぶし》乙 1948

1949 q , !ドタ

止め

.þ,-, 
点、
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iζ対ぐポより貸よj(~ れた万:1{i枚数 i ;l: 139， 01日枚であり p そ

のt1\!t'lJ&長関がí'l'Jïえされている。

4. 近代一首11お

目的であっ、て9 この i羽 lζ約 180 万 ha

19:)2 1，ト(耳目 27)，議 Fuによって認を取りもどした 1'，木航測界ば， 11'Lちに tifk J.Åじの機守前後開始し，青木奇fc ノ;J

株式公社は東J-J~.λß Fii;5J 三 ru付近で第 1@ C')試験探彰与をおこない，ついで

都水源林の-""1; 620 ha の jìft影を行なったむ縮尺は 1/10， 000，使用カメラは Faírchild， f一一 25 crn である。

乙 いて， Iド烏 践は件、相判読試験を行な l' ， li5， 0(均株栴iヨペ全作成 L_" G! きつづき様斗:;J，\]夜

法応用への研究を開始レた ο この研究は1953 f五 ， 54年にわたって続けられ，その後の森林i誠 Ì正法の蕊践を

:0."め，また 9 カラマツおよ として fr手成芯才lt:判読k，;!:ro) 没凶%t滋定による写すft;Hl't 奈は，

その後の写真材17i表作成O)fま燃になった101) 。

また，林野庁は本卒業経営における ι"'1 r11'[J. ÏJ~fij Hlの研究をiI 本休業技術協会に妥託，同協会 ìJ森林4~lÍRIJ研

究会をおi織し，;f:二十三氏DJ♂号ごとをとしてれ'*を依羽ヲ また防年測量指導部を設援したη

同q::，東京滋+.t局ば丹沢地区 500 km2 の撮影~'1'j なし" 1953 q::，治山計i!l'ii図をf:oj!X: した r この様影は

1/12， 000 および 1/30， 000 の 2 段撮影で~ 1沼化;とは戦後間jf(~第 1 号の lヌHL機である株式会社写真inùJ語、所

所有の!リプレックス( r]') 村主主{行設計〕がJtl し、られた。使用カメラは Fairchíld 1心8，およびツアイス

RMK, トポゴンでおるつ

日目53 勾(rp'j 28) 1とはキテイ台風による近畿地))"0)大災害があり，との制盗と jよ本!対作成のため奈良，

R! iæ川j潟県と大阪営:1*H;j~ ならびに電話、閣発株式会社が (~IT;j して rhWl 1 ， 6∞ km2 を，結J\_ 1/15 ， 000 と

l!él , OOO による撮影，および 1/5 ， 000 幼iJf~ 1.7.iの作成を行なったのカメラは K-7，戸トロプン，および

RMK，オJレソメ ι ターが佼外j された。

iííj年， E1S1 ザj 体における絞営蕊本;勺作成のそテ勺レケースとして，秋 fJI'[;g村、仁別巡常尽において，米軍の

1/40 ， 000 笠中写真を利用してp 間化機はト，) j' レックスをJHいて 1/5 ， 000 地 15!認を作成し fょ。

なおこの年戦後はじめてドイツより Stereoplanlgraph C-8 が池浬:1ðH!jj耐とはいった。

ついで潔 1954 "j二，国際航業株式会討がこれ与を購入し~ 1955&f~とはアジア航ìWJ株式会社に Autograph

A-7 がはいるに及んvご，次々とこれら新鋭凶/t，機が民rHJ1子社に購入されるに主ったの

カメラについては 1954 年，アジア航浪IJ株式会社に玖，iSB RMK が輸入され?ととにようやく 11*の払

浜iJ界もその技術 [é[li綜がうに玉三った c

また I/i'ij 山県，長j!fl!\~において氏有'体の嫌影が行なわれ，この+;f祝詞J盗\の{交Jl]が開始されている。

1954 可。 (B{j 29) 台風 15 -~子は， とともに， 9 JJ 261i 青木i~Jl吃機の遊離があり，このとき

北海道官民**の彼:W.;:~よノにきく，その風仰木被答 27 ， 000)j mS K):土び，年|討伐採主主の 3 か年分にも相当した。

との!ilil倒木処母子への写J~4 利用は，後iこ大説i5!BI~ill!í-hì~影へのネおとな円たものである ο

また，この年からほ有料、においても， )~t本凶作成のためのllÌl 'vt絞必の fl:II立を始めているじなお休野J日立

1953 {f，第 1 [司令国森林資総制策を合、到し，統計数段研究所(文目，!l1ií')および、い、業試験場の指導に主る設

マ iv 取りまとめを， 1955 年 8 }j 玖1ft:の資料として全悶 3 ， 000 plot の仰向、点の値によって集計した14) 。

凶有体においては 1955 年から j ~g~r*l写支を i礼J !fjした桜木誠ftìJ~を森林 ðlicJ 1t ì乙導入することとしp 村、]J'

ífiit i\lïì i\!Kから料:%f試験場へ調査法の投ロ I~を依頼した υ 林系試験場設沢党'~:~ではJjl.訟に iT子， 1955 年実施

応mを目的とした桜木;阿武11;の似すふステレオグラム(わiJ[B己資料 'EJ. 1:':;;) の作成とその利用に関亨る研究を



会:1[ 11j: 究科J!れによる森林誠、に認する ii汗光 (1[1 p';j) 一日…

米~~'，î: !Pi~ 林jお{gtri 司 7 れ tcノづき j大 rn 鈴 ì1U;之町長 Wf 加入Jlfiの 4 ，)、引い立において試験ミゾご

� ]0することとし，何年

iとおむ、てもこのjJ法当日、ずる ζ ム iζ;)じよL， 1956 .fV. 2 ノ]，三村、の tl 1 日;と対 lノメ;は [I，lfl 休でブミゴnJ，研修

を行なった。

そのJnょ l士、h もfJ定めた万全I-V 従うものであ一、たが， 1966'司会刊の 7;~， 'fj'巳結果に以づき，汀おJの設計検討

与を )JIIえ改 L ， 1967"1'-21], ;J}i主

との h~~:終判茂投計はその後はほとんど変児なぐ，ら:紅び)入!ノ釘iノドのう祭休資 il!lG，\Ji!i' ìJ:しつ 'IJ ，t:_，字、なしていおっな

ま九 この )\~U1:J.:j" ~立f)後 1964 〆i:-Fì ノ百三えされてし、 ;j 66 )100) 同町、

これ iこ jhだち 19:35 (I[ベ 30) 争件、聖子Yil立オちの hTIVJ!~FPi!ト Ht 13, 212 km2 (/)抑彩/ト計 iM ， ;rltj; を

1!20 ， OOO-~1!23 ， OOO としたり岐路Ix)おま i史認:状f引とより糸二!七海iれそ(j J:Ûll>Uごう?け，はじめて)~t~， ~1;~:~ /ç~ 出

l'司!'r'J撮影;t;勾]なわれだの

ドJ5G 主r' (I!il :)1) , F: {J汰第 J のふ;休;j-I誌編成終了 れまヴじっ stlHii 線 l'ÿ1の f:êr&liir出は約百:2 Jjha'こ;:1;

L> 汀;U]の i也J門店長恨!とともに久イf悼のほぼ 2/3 ;を完了した。

はま; , さらにJ住人 t':写真ノ内mに対する試みが， 2 '~-' 3 (/) D-~~で (J なわれ!ヰ[;めた 9.j) 。

ところ if，林業技術符のための笠 i ， T{.rIfUPJ P 双誌として， I 私

fW-rlJ t~ 才しにー

1957 年 (i1H32) , プ:ぇ林，JH資j作

l百i，あるいは有林の桜町楽総u況に式lごょ抗争U:}:;j;q系 !li されるぷう

1こ国有林の地予防化7日始まっている。

ツド休業技術協会から

ず令 _ -::]:'l伊 γ i(-h'>. ♂ 廿
'0. -:) i'__ (仏/.. 'ν ノ t んり ~ïP '))い 1

信'Li~IJ 3'1 では n~u Æ:r二までに一寸及 fZJ ノヒ機U) 波(めにより， :~::~: f~J .~:.:.::~ ffj ?J~JJ hi jj' i L lt: :2~ ;"!与に弘、主し， 休明flJj係 J、て l 、 -7
、

もとのノ咋からとれを取り入れてし、る》

また守土TTげとrH 算機やiJti による )fEl\ {;l,û _{iiり;ミ号制介してしミる 21) 。

および!日;沼 liW: 勺いて行なって c 、;な得税同 fl 機による泉旅凶作成。〉検

;(;1'京!;県を 1主主L した却、

その ffu 又j;r'J(n<!H!本!とおける村'l'frJ二業務研修の結果に L~づき，片

ヌ了間 íi し t~20) ιr このころか 3名対休日!におけるがど':~X 2j.l:r.*れよ表作成の試みが所今で行なわ i' ている問J 、， "ぷ

お休日午ry日 líillE Ilは林業災被のドlじ1" /;'111写涜ぷ;if~; カ~ド」ミモ作成し、 11 ヘ;偽装校長白 1治会に TI]

1-j~'-チしめた113) , ご íl-T\， tdよ γ(If\<~z払泌総ky} !jに 50 (;ill長し

ヒliiH ヰ二示し i ステレオグラムである f

、 11"¥ ~ヅて
で:__;， ブロソト ;ζ よる iti1， I 一 iJllf\'í:日 5 勺."0:

195百年ピ:;t天然色写九 およびホ舛紋JjJ九と認すめ研究が五パJγ; 仁 'fH:術研究Y1Jí-でfJ孜{~(3 ;f"L j この分

野!とおける FjO) 桜;たが川さ才1 た 88)89) E 

i又fT林関係においては， :"iU'む折、における百主力:;Ui~\frLî

なお i 111: ,,; t主;ふ1.958 1.2 jJより 1959;r 12 )Jの l_!iL jてr) l 守林業平!JPi] (C 以!ずる刊の科'γ技術 J-j-:'.E七

Jljl (1: �'¥-iJ! 'jじとして潟外:ζ f{J i:'y: L) 治没後その技術を存!l1ト(j;J，)~また 1960 年， J. C ‘ A , t)~察トJ\ として〉仁川

心J林業:とお よ) '{'， qJ勾犬Î!C視祭の/)めに[川、科、業以前協会 e ぷ I以 &, ほか 4 況が判明へ，ノら昨

.tf附ザれヨ会民会からカリマ/タン綴日交[、Jjがインド点、;ノアヘさ :1



'--/、伝紙 111 (j')イオウ表ji:Jxli 主(i夫、)!)

ば，向訟の{[lÌ[はよく 放しているといつことがで会る。

/
 

レ2
/
 

。
、 dコし ''', t:叩，J-と7-づ.

ヨ日 1 ー -

[し， う る {悩j位tJよりj 力か込Tな.j， '-りコ (低氏tしい，，、吋咋咋iu似Lどd泣!.マ{

いる 4も〉のと;行j立;牟:}定じ?】dぜ什 ;あ3空む)ら fたこふめう ζ!以Jムよιミω立分分)士令吋ろイ孔"日づづ分分jザ評桁析r、(仁しJJJ7たこと ころ歩 N. NSSCP でおよそO. 15え.'， L. UKP でO宅 0:1泌

総;交のイオウが残部していることがわカ h った ο そこマ鋭刷:Zi:t をとれ EGL /;去に待えき 必;!;ノjt分解じつらと没収

波iとその法学!からとと \:tで j火f争点合せたちのについ~C~dてら}"'$:1J' っと。~_ ())J})}合 O) IrIfj分lJ(iんによる Zi刈t:?i;-オ{3

iこ/ぷ(_.たが，いずれもよく <sct l!iむ必えよ〉ヰ‘ jこに

G. í据え材料および繍製

{込災材料;主 .:j J{ù~ 心νぐノレ fbf;Í\":γ ぷ紋;誌に製法した..' f)lフおよび司jW.ii (1)二三 .:()沼市である。

の戸じを /{}レプは pj i:-l 状めj'.こ M~li土匁 l出状ノJ\' \とした n

分析操作

市?朝
日Jt:[;_'þζ し，燃:7ラスコ心tAiこつりた (Jsj ，}、ノレター iC/: :>~;:J誌が1治i とこ乞にはさみ込可;;'.;. 7 

ラス ~-J (，と 10 rnl Q)純/j(と :1 ヌザ汲婦がしノìj-( ßU]< G ....., 1) ilお司会加え〉 ブ斗スニ1 の式(~i:f& ~:t~ (C 出 f矢後 lこだちに

がおLω)t:jiM~ C:/;:ì，;J< L ブラスょ内;二 f斗く搬入[て燃焼Jyj( J"さ vげる η これら ωf~~.n: I,<t ïÞJ 、(，[l" 6) L llij総 4 検体

'l' [ii]a寺 lと fr ノ F

燃焼終了受アアハコノど係く Jより泌!日，熱ユJず tつれずが

与t: 1bH文液で冷 L.，ぷ i ぅ ~fi4で 10分間阪と弓ずる v づい

100 ml のナスグアラスコに I)}:JI5く百kをイヰ L ， ぷ ml
州
問
機
W

の沌でっと ブスつニラス :~j (.ζ)JU;ι Aえの泌 i設か

~:Gらないように主主ごしながらお J二そ 1 ;ナ日 \J が\)1燥し，添加

fご j滋液化ノ弘幸;を完全に>};~Ft{ .~ ~tt ;る。後イオン交.jt1i -t弘

c 
1旨 IR 120(H) カラムに i践し，山られ允およそ 20 rn! 

， 1; ，佼;とてイソプロピ J{/T)レニl -}V 16 rnl モ: );11 え，ミレコ!こノう\

後日i して:::f:lえそ 40ml とす..-，;)，:)これそ出~f:dアセ jレ{こ移し，

ス引ーラーでかく1'-:"' I~，ながら :3.2 でんbベナ:flt ノj<jW5. ぞS.2

加え守。， OJN アン正二アノ1<\: pH そ ;1 ，\1 も立公j話完ヲるィ

終点l土ジ(Jí iこょっで水治令 イ /γ ウ(7) }誌は次ム日lζJ、っと iil ぽI 7 , il?1j íぢ終 J 正

算した c

なお， どの災級て、は j内定法i民r.p の 500mV レンデモ滋 v:Ì'く汗i し/この

S 守~.~ 0.01 N 1.00 

& 分析結果およ

以よ述べ iこ方n、で分析を行つ JγlvT 日l~tまノぷ Hこ )J-~ ず;iû りであるの分析操作はil説、分析にくら e ミややま~*1f.で

はおるが， fIAF長i:l0iC くらべばゐかに fl{dl号カ~<1K1.泌され， jl}.~Î，性もよく 4 総体0)分担?に嬰ずる持出jはおよそ
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試料

L.U.KP 

WJ 方村

ヂ11 ;mブナ

NSSCP 

エゾマ Y

アカマツ

i甲子ごす 1<'一月j紙

タイプライタ伽)lJ j 氏

半切洋室1 紙

60分であった 3

休業試験滋研究報告 286 り

表，1. :各試料の分析結果

試料 (mg) S96 ど

329, 480 。‘ 07

/1 298, 310 0, 07 

2 260 , 800 むらも

'3 316j430 。， 07

ノr 2ヲ 1 ， 00り む.て)!

tJ 2ヲ3 ，ヲ00 ()内 06

f J 27ふ 570 0, 08 

A :399, 640 。ぜ 10

13 368)310 0, 04 

C 373, 230 00 03 

286 , 9 )() 仏 45

276 , 790 0.45 

240 , 610 0.27 

230, 140 円0 ， 27

232 , 100 0.29 

273 , 120 0, 21' 

ノ~71 ， :300 f、-ノ1 ‘ F、)，3

290, 3 lO 0.03 

285)200 (), 04 

2~S4j 060 0.04 

313, 640 O. の6

rR 120 (H) 

見主 子j1.

三矢先1 浅

処 J~て羽主主

I! 

J4j込 JIH

J11 nし j 

米Ý!1 J号

処 Jlll 6..37 

/1 2.30 

11 [‘ 76 

オぇ処 JW

処 .mi 
11 

1/ 

未処迎
// 

fJl1 J).も

11 

/1 

ノγ

1I 

1) 被f街;、同夜 'll の so♂ の iÆiH之が 16.8 以上のとき i正常な{去をええずとの街fíiij1 1 もあるが，当然な

がら 3042 ' i謀反が高い方が鴻芯レやすく， まだこの実験結果ごもいえるように， 11{[iiÝd定液量まが少ない j，

がお;定 fll!線の終:l;ìj]l トJJI療である心さらに 7唱 2 ，ug/ml 0)様めて低濃度uの場合lこは， ~出aj主主jii査が6.79ーととずる

といわれているが，それも立与られる定豆、伐のおよそlO%ùtrl交の誤差にとどまり，実用的には?n{視できる場

合が多い〉しかしイオウの合議が.fill; ふうでこ'1/7'ないとあらかじめ予恕されるときは "JfI包な綴践でできるだけ

多くの試料を杯取し9 液 E語、を小さく寸るよう心がけるとよいよ思われる ο

2) 佼m した試料 [jl ， y[1援金!.紫紺おぶび南JHイパノLノア。では妨害イオンの存在は!nt く，イオン父役樹脂カ

ラムを過さなくとも消j:ELうるがq 郊}怠ブナパノレプで、はイオンのi!)î'容があり約定できなかュだ。との吸収

液会イオン交換樹治カラム会遜すことで関 8~ζ示すごとく満足-~ i江総i裂を l:W~ l~こ。このように総定!i}]議イオン

0)存不汁h るパノレブ。があるので開郎とレじ すべての試料についてイえン交換樹脂カラム処慾が必妥と考え

られるの

3) B語パノレ/りで紗i止した二~ ，.~:-'_.の治 ~iUとついて分割í'1t:fJったが， この _ql~ ，-{j' t~けよ:~ "( j'-;Hil.-C Jl~;~l 1) :/.;ムンが

議みイオウの合還が少ないと予想されたが.実際にはイオウの合 fjが認められた。これらはとb紙a1jの添加『

薬品によるもの井推定される。実際!C泡場勺製逃したIfl西ノマ jレプについてイオウをはfJ したととろ3 イオウ

はほとんど含まれておらず:300mg の試料ーではrZ19 齢 l\JC;f:すよう 1::定員できなかった。
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5, )!庁 f\:-rf;; jJ;ij

1961 年中島 殺は，スイスにおいて実施した dセ f--l-J写真による林別区分凶作成の研究を取りまこめ 9 十京本

部資への写実利用の林ぇ分蕊?ネを>1三し拙う ま i~-::J.ミ域間イJ休におし 1 て一一翠刊行112とによる根本ι1交 (i) f1]!Sr:を

実施83九、土 fごブナ天然体!とたIずる冬期写伐のぷぶ:すえによる村守指定s 公的干 j該:資料民作成ョそのi:LJ)

総合研究号r:IWth しノたおまた[税不手付'r:iHl概要 1 661 を予三刊しに υ

谷口伝ーは森林間後への::FiJJlJの解説を工27' ， t:J+~，:hT守 i土利絞羽子五への応IFI'治皮の研究を内災し2G)~その

11\1民有 ま 7こ。そのイLl 老子の月平j見守も frjir くされてい

る 10) .22)。これらはその応用に ζ る広範な有毛利用への主主3)f 1:、体然界に i]l ð お ζ した。なおこの年， IHJ月:航

法フィルムがフジアィノレム K.l<:.lとおいて完成した1171

1962 勾'.I~におし γζ ば。 よるはうril積ーたの研究をあ2;j4LYEU 谷口径ーは上手

村1[3:分と写真料績表によるい、丞])j:Jiふえ11t:'{Ëを行な L 、1郎、また ;II~;;;'j if!i. J'f.ìj)'j有料勺は火百二l 積三洋科、閉ままに 'i:'Iず

る二:江村!UJi:}:: の~]jFj の 1おHをねなゥたf.ìS) 。

中鳥取はロ木の天然林(c j，iす |足分)，次fll! 11.\;1きíA(淑交の応用研究ぞ JÈ表向うま.，こ民〆(itj; fご

対する穏，~:--_.~<羽交遊Jlj;点検を行なったマ18) Q ]f京市対話語深刻8 i'可郡白何回イj林 Jと式投分約 2， 000 ha を設定，

:G~綴ブィ )v ムによる季節別， 1~[V む!iJ l投影公実 I_， ，写Zヲ、材料の蕊!芯とを jトj始するとともに， Iぃj人 T'，林に

ヌイずる桜木;U!;]rt研究を実施91〉 9 なお[iSJ i-r:~ 濃度制れ、による写又刈誌の機械化研ゲと f~{" :J~.~ 子機:だ験結J2i

与を発笈6.2\写湾問

調子?による

しだ。またとの {_f，材、野rí寸ま守íJ\ド誕:された 10， 000 plot 

」りまとめγて 5t: ïくした 111)とその他 ~Ü-l'ffj…;立地上写jえの &tij;tMへ

の応jliを試みている 58) '7 6) '17) 0ζ のころから土木設計部門にあ「ては電デ üt1>字機のJ仁、 HJが活化してきてい

る剖 o -"'-):f , コロンボ出11と λヤゴく して， l定 χ;数お謁 iß作成された73)。とうして

1宮61 壬f-ごろから急速に担i)えし， ;tnl (ヒした ~fjj:ß~;による林!i'U又分に誌づ〈各郊の荻村羽子t~tは， r宮内二外$ Dミ

有1;1;ともに広く泊目されるに玄り 33)34ì桔)109 )12019即時1九森林資鉱工!~Irt)去の法君主ろ七すlζ ClÈ: った ο

1963.�:f"rfJPlj ft授はうもになった予焔実験lともとづき，写真濃度が');ず淡絞Jf.l; 1 '~;}:2:完成，その実験結果

点乙国際写立測量ま学会iと戦 γ し'(1.)，多くの t之絡を得 fこ。また従来ョ苧jZ{J日司王f境問のみをおもな観測JJI fj とし

ていた森林;の測定に， t由形その他かち多くの羽目の総測の X，~要性を干し諸積羽弐のみなちザ，さらに巴多

方fEj な勺:真:十iJ HJの方向を示しイ:.50)拙〉。

また，ヘリコプタ ~"~H止影による測定FE}(計lìJぐ{Ec{.".� J=j J~t\ ()) rm {f;三 lとともない 9 その利用品う検討している 68) , 

乙の年~ ;H~~}1f庁 l土常林)汚染号t{)Jr とずる様式調1?での実施》および会限引 1'Ì'1'写江市!説資料の fI'J!えを指示し

+~t12)ll0 'c 

1虫65 ''f，D(告をは， いだいに ^;~;dt したt3J 子百十キ;r践のへのJL~}-n t， 3) ならびに濃度測定訟によ

る測定?観測機械化の基礎}g発が行なわれ告別幻〉80)91上 fこ九州大字におし 1ても濃佼!HJíÊ法応;刊のギlil;札研究

が開始された町、引きつづき よひ下手(~HJ 0)滋f訂引析の研プてが開始され日)1)9) , 

ぞ cDfiミの汚;爽と討議q幾利用による森日査業務へのブ付前、された6i)
0 

1968 {j"-から中段 級は，赤外カラーこす 11{の謀本にその他続的J}~0設はおくに対する効!引こ日し，実1訟を

開始6.0，林野11ムはこれら新技術の2:f.fIfUJnによる総公的研究を休業依 !iil~ しだっ林業試験場航抗日河

および勾Mn.;j!?~: 山内国イ1件、において乙岳災するに烹った〉

この f!:Ff究はさらに今後の林業0))点本的諸問題の門r決を {l (j巳じごしJWT ， JAイlJð\\1 j"されているご



:千J ト jJ 勺:女平Ur¥'} ~どよどヘづ林、に関す.\) !i!f! 日(:jJ p
h
U
 

4
S
ム

±主允) ì'!ìJ:チr~ff:H: :Y1~:ちuご対す <S ~~:~~ ;JZ i 'rj f，( 調査(，tのが'1:)j iと!問予る iiTf究色， しだし、 lこ ïI{ 古川|を口三てきてお

56 沼7)72江 ζZL らを'[1 ((1 と寸る iJI うじグjいー f の i5i[!必弘前活である則、

なお) 1952 カムら 1968 {\までの問の村;古川刻↑系史 r!J 守子氏利

れまでの::1];)コド!化 f中立は γable ]に/いす101;

!J, i , 4~における明守口れやJ!Hの終ペγきたが， とれ本 -q~ ぷ おしで /1、三十 ζrable 2 )こな

Tablε1哩.t( HE ~i}!j 以影凶~ ;ei .jV 

Annual of photography ,md m2pp�l1g area 

村 :p:r: f羽(足、撮影 ~t%N Photography for forestry purpos日 むnít: 1, (00)m) 

50 

19S3 (28) ιu 

1 ヲ 54 (29) 2ヲ 1

1955 (:JC) 1. 581 

l ヲ 56 Cい) 1, 6\6 

1957 (32) 1, 523 

:ヲ58 (33) " 
1959 (34) �.639 

1, .304 

19�L (:'6) 892 

。r 。円 1. 96ハ (37) 1, 640 1.046 

1963 (38) 1., 64C 

l 己 4 1964 (.J、 i) 1 ， ι96 1 、ム9よ

h、、べ)ò、 1%5 (40) 2, 2:)8 ] , ~)38 

u2J、 ι。 C'ì) ) 031 J 63? 

(42) , 1J ï<6β 

( 4:)) 、

人 7己 f'

i:lつ災計れま I誌も立，íliWl.を刀えず

F\Ht:実績 M♀ppìng area C-qt{立 Unit: 1, 000 ha) 

lB? 

i( [ J; , 167)

1963 (38) ;i .jC� 

、匂 58 (32) 14..3 964 (39) 7:30 

19己守 (34) 1 守 6[i (!J)) 70(1 

J りω(35、) .156 :ヲ66 ('11) ?に')()

1961 ぐ36) 2(; 弓 l ヲ 67 (42) 70U 

�962 (V) ö、vハ心v、 7 凸2

6ヲ 1

ア Q7

。にヴ
Ud!  

号、)2

日60

f下) 1，林!日ほのlj' ， iニだ Ijl1!;佐和f、以jtiliií抵抗1 芯、 c

2, lK:{;f休の地形]'!:]fとは写真í.f1'2:"';_~-な。
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Tabl白 2. 日本における森林;こ対サる交付l写貞利沼の経過 '1'. 表

History ()f uslng the aeria� photography to thεJapanese forestry 

19∞明治33
1 34 
2 35 
3 36 
4 37 日露戦許の際 j )}主股nE]l~~主そ;弘司:より r号式偵察をおとなう(むよt!l。
5 38 
6 39 
7 40 'io'f i迂カメラによる平みに司翁への ，~E\ J.札問中すt育 J理士 lとより約六、:さるわ
8 11 
9 42 

1910 

2 
3 2 
4 :1 以あ噴火の燃!f)_:}Mt:を了ザt1:関解fj(で担、宅関化。
5 4 
6 5 
7 6 
8 7 
9 8 フランス除草将校l兆七y主主総長ま技術会[，ii'\jrr;志津飛行こ伝う 0

1920 百
1 10 埼玉県it下で Autocartograph によるえ乱間化を実地。
2 11 
3 12 
4 13 倒産自動偏在ι修正機， :JC H，曲線凶化機IJfJJÐ，鏑木H}":"， I寺二iご p 航空〉ワT_"f:(の森林 .~t\j円安紹介。
5 14 
6 RB京1 1 *1百 \fi' æ;J i七i後， Stereoplanigraph C-.t, C-2 i浸地獄 Kki~5!ひ詩人さる。
7 2 
8 3 
官 4
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巧
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つ
d

ハ
吋

守
'
d
&
晶 5 'ríY~さ林野 J巧;;-ド的支局管内品川 li木の 13:奥羽交，雨降太森林のTf友泌 Ili: @m始。

8 
7 均一j付mm ， ìiHII íJ1cグ;CJK. K.役立，中 dl博 1 森林;絞1曜のための写真市1I日を符i 介。
8 
9 在泌民間パノレプ 4 校による1有 iir\1J州議 f約書受r~rj始。
Q
U
1
A
ワ
U

1
1
1
 

とJ:!;jU!l J 刊行。

l~) 東京大学袋学部休学科「写深刻最j 締ず!}p 国際r字文!JJ.iいと"，"、F会;{; Photogrammetria 会Ù TU(、
14 

1940 15 大日本航'1: K. K ・ 9 航制作業所を路没。
1 16 
2 17 東京}仏 i者多際，]Jlï多翠官官森林地帯設認。
3 18 
4 19 
5 20 終戦2 日本.湾内iの全機械資料の破壊没収，飛行紫 IL令 11.1)るの
6 21 
7 22 米ミザ，会!lノドの 1!40 ， 0∞労災綴影開始， ;jç木氏房f ["写真測 ~D:j 刊行，衣写系学会CiJîu奇〕発会。
8 23 
9 24 

1950 25 
1 26 
2 27 
:) 28 
4 29 
5 30 
G 31 Cl 
7 32 森
8 33 木三十三 I\~FJ) 竜子計算機による基点流協を紹介，ステレオグブムf'ló淡引究開始。
9 34 

1960 
1 
2 
3 38 ヘザコプターによる大総F-(写真の総影開始，国内科. Pil)jfr.{立の際木制査開始。
4 39 林道》治~l..! f勺刊での jbHJìli究、化。
5 40 n~イj 林ステレオグラムの統一作成業務IJrlt:'ìö
6 41 
7 42 
8 '13 
8 44 

1970 45 



ヴ
，S

1
3
ムFノ~~ r.-tJ TI ,t:{ 1;1 J況による 1え体約 mt:;!'去に認する研究( iわぬ〉

空中:写真による森林観測の要因II 

写真像観測の基礎条件

写 t:l~ィ!if(1'!j)刊のすバどω分野

あるかJ の判l二か ~)Nì ま o

1.f~ 2 0)段階はペーれそ分行!，分析し苧 またおtと奇行なうてもセ写体の内お的なら すなわちその}九!tl や

V;;:(/) 過@， ま允 rj ,:T nfi ~~iうを !n:~~ うる行JてFl!()) îjtろ二 JJ! -z¥ nl すこ J にある c

その効本は~ :7]: 1~:t iJt:H止の j}lHf で写ふ:仁去に II引まあらわれ~てし?る{象弓担1 1 り p 立た友/Jミするの LlìrJ じく 1 ，H_i[J:手

料である与の主と， 1';;主j持続料一ゃ技術 lこょにとルl~/1、i'i<Jiこ況 fi されるものである c

写真殺の半U:J::'は，写 )/t _l の被写，{A川)JF; ， )(きさ~ {{L i?i~ ~ ~と列状態などの氾設Hなものと，千1iTf. �* CI '11; や

のし ('1、exture) ，あるいはlJ'iÿ成杉山 (Pattern)影のもつ f~の調子ぐI'o口è)~ 弘と fJ'される fH

なものを￠ι りど乙ろとして総会 に判断 3 れる。とれらを一役:ζ| 判誌の :ìi糸 J いっているが，ノ

、栄長Lヲ j地tl訟4虫lY表ぺぷt初勺引;は土それれF ぞ，!1. 1がJ戸]βt汁I悶J占川d1心〆í:i内 Cω)J形j三三寸や) ì紋t災~r揃t;桁予1νj

びの)がそれ Eら〉の:ヰkド上川Tヘ企;にこよ v寸3 ものである。 L たがって，写 .，r~ 円て，主主 t'T í!設の主倣j$1ι;ま ij (YJ とする

て， どの校ご刊し1. 判 J}!] しうる写廷であるか;ごある o

殺体のj左ごるたっても第 f引ふその写ffがが林:心構法や'，'rJさ伏終について，泌得目的夜、 11出込しう

るほど託 ii~llかつ1立硲;こ ijè3会主しているかどうかであるの

十伊
ホ r~日 Ilj' ， )9~lJ j冬虫fバ)il1 fJ~ ;~~を V!' ，それらは彼カメラや'1::l:: J沿っイ Iレムマ材と，総jfや陥

地域~._~:. :，，~!~，あるいは現象，引伸;_..... ~勾の処Jm子によって大き〈彩J戸、される色のであぷ。

なお三氏f誌の 'TYr}~J fよ?司法要潔である色1U!rl ， llL~ f~!l~ ~模様の 3 :çj{;t，イ史芯;去によっていずれも

j , ~E;;:Iミではi1設 iど k主じると :J ， :f-ノクロ
》】~ _".,,^, ?，句、

1,- ~νノV) がーな鈴信[で表わされるものである〈後泌

!なから誌に(花るまでの濃淡トë~'t!7i' いい，淡泊と[ま élこ I、目として児た後の淡淡?t手ih j)' 1'J\州五五に与える!必党であ

り， また校様(~: (土多ノJJなりこもおUiU引をも〉た濃淡構!j5~ 0)分fh ， ;:J:たは配ヂリィl:-/{与!与えしてい

その 1ti~， Lt , ~Jt(正森林約授の災務およびiiJf 'í'(;ζ泊Hj されているものブィノレ i入守;{::yむ十fにおいてはカメララ

L~ついてのみ止し3 まf.こ制調1[，測定に佼JJJ'9 る機械~?~J:;t類;こっし

本j ヰJ対象とする{ニととするハまた J ~2_få 的な:写真立lViE())機械や側議 j史的 l約な条件はれを í'I iII;)ずるハ

カメラ1. 

混在日本においγて，ま究大多?えの、北において3m¥�!; CD ~~ ~-.i''-l ~写 rlrn カメラとi._，• ./てi'UlJされているものは，

ユち iこ， J;弘之ι V::!むし γてRMK ブJ /.ラ (Zeiss，西ðùl)と RC カメラ (Wìld，スイス)の 2 タイプであり p

長わめて足すべき写真保がえられる c 焦点距(f)= 150 mm  ~l:)五戸j カメ号， (f)ロ 210mm をì1'i'l'lJiJ

.(')ノ九きカメ弓， (f)ロ 300mrτ1 i，f- 火山、;~l~カメ?と 11)\ L , j~tJぷ(:\]皮が同じであれば7点、，ti~ZDff郊の煩いほど同

活文 l と Jtllさの í!U 凶;ご写きれる地茨rI日おじよ jよし すなわち総J\_\.立小さくなる。 H パヒ iとおいては，禁止怜地，j13 は

後告をな IJIHHちがさ手心地~;t'~ の Jtif':;授がたさい。!尚一間町内の J:~riBj A~ (:泣き&}JJ皮 CJ)均等くのさ芝劾ぞ，^あまり/え

きくしないたゆと，比三jによる f設の村弘前なズレをさけ，時、;認死fIj CD!t ，jふ Z ことを I\IJ ぐために，森林扱影で

;ま;白1.1$~;'・ではì";jJ;j fiJカメラが使用される。

また 'JJ:r:;v.，悶巳線航換による大約J ミ(1 /10、 000 _:去りの写真撮影に，長然、J11 カメラの NUiJ iJ j 増加し
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てい ;r~. (' 

これらによる r七;}'1伝の性質 Uíねま，いずれも

ないといってよいであろう。

に際しでは山 {Li1利m も合めて，その芳 l[l~ (立

ただし ， tJiJI変測定ヲ )J:タトカラー与は(後述〉の色ノi:cJJ!J犯で~s; !"t， ぶJ いては， Jよ灼プi メ?の写r'flW: (ζ は，系統

的ではあるがHj- -Tllif:m内に分掃するレンズ透過うItEl:i;í)変{ヒがえ苦しく I1 じる場合があれ，そのよろなときに

は伎!山内iE i~l~分が限定さ JJLる場合がある〈役jさ 22 p')v 

なお判~'，Æ利i!J を日自 J として今、後 70mm カ必フ λ干の íJ\!.t:~ カメラゴJ佼がif~I}Jしlするであろう。

2 フィルムとフィルター

心Ur:. 日本においてÆ~f:.:t�1¥ ~[;;J:J!t ;，こ使間されている空中写~:{ブノ ルムは「記のものである。
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フィルム(赤外カラー ブ J ノレム〉

ζ れ ιのフィノレムは，惑光波長，;iJ や-{:1;の Tij~J3~til:にそれぞれ特色そもち，制夜以内わJ'H影条件!と J，b じて使

用され，またブィ Jレ担{はその効栄をMì う目的でí){' !刊される。

1) ノ f ンクロマチッノY フィルム

設も多く{史!日されるフィ Jレムて、予ほほ刀法)t1ilìHi! 全域;こ ið;光し，九阪よりやや O. 6~jO. 66 v の波長の光

L，緑色お (0.550μ 刊誌i:'ì とする llJiß!光線内lとり長く感じるが， ほほ肉

での布i'[物像の判定 iとはき

1171JR令え
た:~v- --:.::こいム4一二三

量

0:60 
波長

。':65 メ4

Fig.3 樹私立1;1j， n [] )JIJiミ射スペクトノレ例

(11ft見光線内〉
Example of the reflect�n light spεctrurn 
or some veg巴tations.

る 117) 。

若干の樹阪についての i ::l .~5Ij反射光スベグトノレ例を

Fig. 3 fとノJ\すの

大気中のをヤ :;1 による fjl沫がかった散乱時ツ山ぷ彰縛を

取り去るために， ).恒常次フィノレターそイ汗Hlする。

2) ;ir;外線フィノレム

赤外線部分 (0. 68 ;1",,0. 86μ) とt'H空知分(0. 441r.' 

0.50μ) るつ

植物の主主は紫綬ぷによって)人射送れる総包括のJ't滋よ

り， 15; 列、?泉 J自分のうじjbが;立るかに大全く 3 また紙片みのお;

類f告によるも火きいつ

また，赤外線は/にj)' に 11え I1叉されるので J /;<Tfilや ~{ùl気を

指びfこ表土等は託、い1象"なゐ仁したが勺て，憾!訪のわE安TI

のわj別，あるいはノ伏系の ijj~J.ßt等 lこは色調法がずÍ2摘されて

良好な効果がえられる。

通常， 可視光線与を収り去ど、語、フィノレター，または WJ1ち

允をえれム:るた止ブィ Iレタ-，を併用ずる c

また赤外線はj設影高度そ婚しでも，パンクロマチック

のどとくに鮮明度は低下しない。しかし，司被光線 r!'1 1と



ハ
ヨ
ー

ク:;r!J'与 l'~ 手Ijm による絞れ:'ìVrB 1ii去に!討する研げよ (rf'.1 W.i)

おける変化ぞとらえる{l']%;_)J ，~-;tパンク口より少なく， 21こfY<RLYCによって生じている陰影慌の反tìわとには赤

h 岳地帯 あってはじJ照分のみのf去しかまれないため、去三の l)j]5分の {!juを十 nえぶととがで

うるととができなし、。

グのき;:おそのパ fll!; 怒:こ大きく ;!1:1 i されるので，主止J~乎官iï:どよる利用効!j:';のまたげIt~jû)以月十ず

ゾト;土ノ f ングロマチックのi議会主りもl'-1::1t(な }l~..，:tる 3$) つ

ノに究イず~7 ィ JL- ム3) 

五J枕)U以内のプ出誌に~~t{千乙しで内 i反感にわかりやすいように JC色，まだい1セ~J;l~免ずるものでjうる《

ブィノレムが決り:体 /p らの影ï.f}J I1tが i\)j くな ;{-"Lli 1 公 11; !\"光のため;と((((:明 j立は低「する υ モノゲヒトーム

7 _.( _J l〆ムはその i Iと忽符践を力i-i 成するものどあるので， l'!l ら反射光 ;11mのみを表わすのに士、 I_. "ごヲコh ラー

か iとより段な治被在 iノJ. 'U~í.~する。

しかしながら，羽深処掛川複製引伸しと校'ft{;{t_.~ずるのご， âP;1:ì~t}11 :I}:/~;~ i.ìど吋奴誌の}可 J刻々このr:1 (l'~ 

とするもので江いことから，その効!誌はヲtD:;ti:事浜iζ対立る i手ら効守Z 主り lljíl:. c\ れどJ 0 

7 ,_f _l1..-.'1、 1

調子I [i ((J とするも江ちê f{~のふL 身、j うμそ，内日。コイ'-l.J 彩と fli!liF，なく， {ltのものから <i: f) ょくほヨしうるような'[0.

iζ玲色さサることを日 ((1 止したブイルムギペブコ ノν スカラョ ブノ ルムと呼ぶ (False color f匀m) 0 

ブイノレム c，p}カラフ方ールスカラー4) 

ブノ jレム (Ektachrome Infrared Aero 'T'ype 8443 およ日 A;T {'1irn ' .. -'，;才しているもの;丸山~'l-ブJ ラー
こ，; Type 2445) である。

;こ絞きかえたもので型ずH~とれはちょっど天然色ブ/いレムの立:民うそ赤外線ピ感光司る

7こめ-1l!1[ フィ Jレ宇田 f._(， fとにj さ才しるヶ

)U主主計乙認は VY く，そ)て百;立惑 '.\1としたE い (Tabl伝J]!~像二 J: 切って亦外線は示、< ，のぷくほえ

;.\, Fig , 4 i主ミ照〉。

ものは泌がおく，被TJí本のちっそれぞれJの波及。コ光;えによもじた各色 0)混しノ fこがザ ピ，

まぬものにはおの民共j、:まない ， ik}Jのあるみらid土赤外jitj :l;;lUご多によるを，~0;{設があらわれ，赤外線:年

i自〈の反射光そも切っ (D'~C ， とのフィルムによれば情物の:t_iJ:~ チ:[Ìs ~'.t {~~ ~1.k t~の廷がえくあらわれ， また地表，

471ての{ILのたγJ:J釘との後が切りようにとらえら ;r~ る。またイとιW~~r: ぅ;i~':}~ ~(切切りさえっているので iW6ややからさ

られる特散がおり，長打、点 ÎJ メラの効)1:~かにく発問されるのしかしながら，補物{象のわめてかf!YI

!ぅ}Iと認識しなければならな

'[、8blc 3, jI~Y}カラー ブィ JL， ふの忠，符f~:J

Sens咜咩ity and color expr巴3日Íon of the infrared co!or photographs 

グ色!ま予郊による !tf'J、のーによって生ずる赤外紋 J: ï'f刻、)l[:: í~~Ji 1)) 変化会，

j 句、ノ子、小'~0.12

J1)L デず

f 赤外線主義光緩
思tlc~ 主主 J普L 光緩

{手五!族 法ノ欝
と1 -E:光

!うア乙世主 j象
f" j事イイ LO 自主 1寝

，十f二v タ t争 i魯

ゑま克-;!， Jh t二{Io

{ト<, ヂ凡
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主ぽ
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反 ω

8す 5C 
40 

ネ 30

2.0 

10 

明日.59 o，t守也市 C泌丘ヲ長

問削減 1 刊日参

F�. 4 鎚物反射波長城および発色色間

Range and color expressions of th巴
reflectioI1 light. 

い。そのほか， ;.krr� i 立/j(ノドjき切であるほど1Jミヂト帝京 iJ1吸

収されるので民く~ 12]. ~1(f: 4:免があれば白濁し，また j 壌

;jく分の合7行量が濃くなるにつれて濃度そ婚す。

羽海mカ弓一存 t号、としてはきわめて適切なフィルム

であり，まだとれぞモノクローム焼{、j すれば単色赤外

線写真のア、とき すむとの1!:')f:;O)測定は色1~~

討によって数量化することができる剖人、

:設近，おHみの虫害， 大気汚染などの被害調交等へ

の不IJ沼が計られている 82〉106 〉107JO

巻末写sI 2) 1，こ応外カラ~1J.♂1 の事iq を示す。

なお諒〈外、カラ p ブィノレム (Ektachrome Infrared 

Aero Type 4883) の感光域および JtL~受性は Fíg. 5 

のごとくであり亦外{i~~と感光する Cyan 腐の感肢は低い。したが勺て， !:t: "g線約fkのごとく赤外反射識

の著しいものは適正な発色像がq{j.られるが，会主!致1均等でて字 tit (~) ，i天井H主をもつものでは Cyan !採光郊の過

巌露光そi)j-る必要がある。なお青色光与を除去するために存 12，または* 15 のブ .1 }レタ p ーをfJi汗1するのが

m"である。

また緑ßi1[5の感受性を ffJI め， jiJ'外械をややjTiくしたと XHわれるすyp告 2445 が 1970 年より発表されてお

り， ζ の場合はさらに C. C. フィルタム (色調製フィ，レター)を.Dí千nするのが望ましい勺ごあろう c

5) ムルチフィ Jレター写真

前述のそノタロームおよびカラ…写真が， ，法先:波長級のそれぞれのiせに応じたす:?ßの合成段であるのに

対し9 特定波長域の光撃のみを Srjr~í(.と 1m え， るために，数枝のフィルターをそ

なえた(/ンズ岩手により i可 _.ti!r:写休の像を別々に撮影，それぞれの像，またはその複合像によって縦察をお

こなうものが了ムノレチフィルタ p 写真j またはムルチスペクトラルノT{良である c

lJftE (1970 lcf.)， 多く用いられるフィノレタ，とフィルムの叙台せは Tablε4 のどとくである。

ムルチフィノレター写真は赤外カラー写真，ま fこ熱赤外写真(略〕主ともにfま'i ill'与爽にも使沼され，スキ

ャンニング方式によるセンガーとともに，j;らに開発が進められている c

暦工J
l
 

t
h
 

ω
m
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ω
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ω
ω
 

主
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世
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反射;皮主主 ﾟ 

Fíg ‘ 5 JJ~::外カラ写緊 タ J プ 8443ラ巡コtおよび!@受特性 1111線
Spectral sensitivity curves for IR Aero Ektachromc 
film (8443) ‘ 
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モノクローム ペ、!lト

11 Pan. X 

外カラー

3 撮影季節

だLt.1 :I~{ :r:r 本11)ねによる渋柿江品交誌に i立jずる íl丹治 !2U 

Table 4. ブィルダ{とアィノシム(乃和i.{?斗~&

Combinat.ion ()f fiJter aれcl �m 

ブレター

ヰ 87C

非 25C

非 47B

ヰ 15 (+ ~ 80C) 

:Ì2t辺 Jë~

O. 40 .-0. [jO v 

0.60へノ0.70 (h 

0.80 、〆0.90μ

O. 50" ノ0.90ρ

凶手iの移り変わりをもっ均1えでは， flE物状態と京憶に潟週ずる。
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品1 ， 7，己オミ;

J)< 

I~J ~r~ 

iりらー一白

ヲ主任で森林を半ijIζ しようとすご〉 IJ も却ましいもの， たとえばおのおのしりが、出力\TLいに切らかな相J&与をノl;

し 1 'J、たその山むの主/まよくあらわして~， ì ることである c それらの柊W:zは成災日19ÝflJみ紅紫

Jtrl，成長体 LL!VJ，呼にそれぞれよくあらわれるつ

1) 冬)iWち:廷

冬期撮影の'Ef_f:\ (t~ 総議樹の誌がつJ らないのでつ\tîHJミ写真での終葉樹のlU}}:::(土凶践であるが，お ~~Uf< トGf

ζ とに 01 J\\樹の分社"松H\ff:jólj定 Jとは交的である。

大却し ff写況で くあらわれる c

rl~ rf:， l:th\.)Uリで おおわれるととが多く p それらの写立は風]ri]，風速を:rtt)j~ L，おるいはぜi雪量まやぢ

):)1 の予察丸、;と F13 し、られる 46)123)

t,: l::: し， l〉JJ総f支Hll んでは):)らHtr. ì況が低く， Jむ JI':Jぉiたの;会長iのために羽問なi)]\;}が?;くなりやすい，

そのためーィ 1 1 11 の tht， 1~t;:@1l :.1.fが阪くはなるが，ヂ〈日伝では H;\í k o.コ段も;多い/子郎、である。

2) 森JUj 't'f rJ{

坊の磁波'.' また守三百条件Jコ去によるそォぞれO) )jx:I:i:1lは始 j郊のみなjaがよくあらわれ， これによって，森

林の多くの構法をとらえるととができるつ しかい ζ の守苧さf節f\J 己ご、の杉絡f ~牧杉防j 像の 2変芝引イ行?七は立卒議:しい ごと Jにf 店治守;葉;京廷15♂;r広ζ 立葉ミ

宇紛ぷの仏i釘1勺以iれ似t

ると止とF が f討{効Mでごある心パンク口，ょう、外ブJ ラ F ともにお'効な i設がえられる

3) 立JþJ写真

友Jlij !，立制禁♂) f~ゆき:ぅo乏し，日lj の(与え ν少ない。たとえば評j\Jl ， または革r.::U1~jP1 \こおしr 、て;まスギとカ

ヱヂ0)反身、はる 0.55/). 江主 KYéの光55 の辺市、 {;~{:&CD lOq) ほどで，スド l主力ユ目デの約半分しかないのに対し

て~ X;U-vJ ではそび)ィ之 :55ちほどしなし'.すべてのお涼がほぼ類似し人':.'T!!)J;fd となり，;Uこ樹泌が!ぷがり，

h\l，手えあるいは .ü\JJ!=:，(/)判之が附奴なことが多く，礼、外カト写真による村1'11木3 主μ約L有~ ，;丸;弘{じ3口E1L:

であるカがfむ， 什空 iにこ[ば土この!別bゾ況「目j[山川1H川\1 1ピF〆ζrて吋:t悦込;影営され?た之:写L写Z訂交5三引ミぶ;は主 i話森j詫記 1村休〈弁ホヰ本;利 j汀JTi口i 卜、.;.にζlは立?筑球1花f点が 3多5 く) j地校一J 主羽J 習夜t~ばとよる判 1涜yよE結 1来4の

i総電可P よね虫 f作iドム3業主4令2 よ;り.~ .~多5 く必妥 Jと二する(

4) 車工繁.jlJl ~}J: J::;f 

ィト JlJ!"r!fr と同じく， きわめて \-;M:TXな情報告促供する。ととにいHML'jじよ止内における 11:葉樹の色説授が大き

く， .J"~ンクロマチ y グ?天然色写1それとよるが体制f'.f.にきわめて有効である。しかしながら〉妓彩段通知JIHl

がよ七絞 tj1~:H く， ま fこ七niV::}J;~:: による五[~~~~の A~o)変化も大きいので， rl川d磁にわたって均一の効栄司:2 V.} /るには
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ト分な扱影;11宇治iを必要さとし， またやj誌に当たって i! 才Lばならなし、。

4，撮影時間

撮影におたっては，路 r1ïi_L \'こなるべく地75 ・起伏等による陰影が生じることを避けるのが常識であり，

正午を中心とした 1~2 れている。しかし，写真像はix，体視によってj'L1本!退任{ふる ζ と

ができるとしても，陰影の極端に少ない写真像は問ifをとしてきわめて、じ応で， 75物の判定Jこ不便であるこ

とがあり令またミ塁手によってみj形等を容易に'{ljl析したり，地Jt;~変化，その他が強調されほお;Jj，/J な半!J[析を ljfJ

けることも多い〈

赤外線写実は [í1i~ 童三郎 l式会く判読不可能なことが多いが，ある程度:の段{彰を持つ写真はむしろ効果的であ

る，ともいえる c

Fig. 6-1 ~合い日郊のfごめ I1二じた熱 I:p トトザン e

ポイントの例(カリマンタン) ;中央に機上手あり

An example of the sun point image by 
strong sun.shine in tropical forest 
(Karimantan). 

¥ 

ぷタトカラ~:tj:jJr (ネガフィルム〉の爽{立により作

成(化海道トムラウシ)
Prcduc吋 from color infrared film photograph 
in Tomuraushi 

'0 

3
w
 

、っ
す

，~ 
o 

Fig. 6-2 サン。ポイント現象!とよる写真像のうlt.. ~むr:fi î

Sun po匤t and the Hght value distributions iっ a pict.ure. 
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k.般のへ討が;はおま影点の t~c.iG:J と lh?il日;こにす、て立ま 0)で，ンケモi砕いては， 反応j， IE!I'泣くの写

(!;CD 込Jjfへゆ〉み :ζ 、I\U!;! な勺Y工じるハ

、

'，\λ.~ ω ようなj:0<\i'~太日の入品打(1 が刀バラのうよ IJ、之さしりお f?， レンズ約を 11:Ú Iコノ ，íうと 、J

しヅJI i1HJjt と i悦との去、ぷ付近(Jj lth去の反対が !X~l く「中 J、るため，その部うriζ(Jj}容がなくきわめて 11)] 湖

となり， {'j，の平イ\後な Sun point の H，;J~?が![(:はそれぞi: íl' 心と L

'HJ;i)� ま fこ，交守!ζは じ〉ネi11_[1そ1: , i ,. :i}2 '!. ア y
，ぞ〉、，_

t設すので，

なし叶ミ刻、

、(赤外カラ h 司令今む〉においては守に表 Ij く， ごしもに紙4liti イくど;い ふ Jil じるので， こ(J~ìζ

うなんγ7!とム々、カメラヰ.JH l 、る与とによって，こ ;41 〆 iii占少させることがと、きる υSun pつlnt r;こよる i山|

去の不L) ...-(.ムももj'，トの僚のひogging こょっ りム ι;品、くことカγ守きる (Fig. 6 1, Fig. 6-2 

。 写真縮尺

'1ム(;11) (;t，カメラ Jこ t:. つど ν ズ υ)f，('，点 lむ l縦(f) íJ'.::Û:: ャドバ i品ど;、~ iít~ A}; i\;:,'j X交(11)に

似して定ま (Jvl f! 11), 

すなわち ， ltJおより η メラがく市iÍí~しるほど，約三ヶア ;::IJ( ま え]ら これポパにき~~の 111司法:

わずt'!I:iJ<!J ノト 3 くなる

ヴ子氏不I] !H 0) 平!t;，)、ごし仁í'iJ HJ [1 に応 lJ f二取人ノ;\》制i'::J\(J)日士そ li'Iびうるととがあおととほ rìij 込~\ノ

が，羽ú:，去に斗 河川、ら才l る/i;

1) 1/20, 000 

1! 20, 000 -1; 1仏 ()O()

:1) 1! 10, ()OO -, l! 5 、 ()OO

4) 1/5, 000 /ノ、 i

ん

\1'\減ジ三J

(ミ)

の，[にノピ汐ければ，それぞれにタ「ずる '.:.t.. '~~. iJ: 本亡C] i'/'] を lぇ)~li しうるわ

すなわち，小ノf (T:{ )t!~:; まだdifn日ネシ仁j r(Jとc/汚の空 1ふ;)1去がりそんi ゑとし} r-t-1ft�'[J-¥_J:j: 

y~ト岱ゲr ，H ，.1:_-点、.1' ,\1( ふれ

ヨ ζ なお~}:1<: 1IIIj前夜 :ζ 市 さらにた試行jミ : i;)~~燃の*~.件、作業別依り利!日ζ て

して 1 i 5, 000 J孔 i は Cif主の L ::j.<:D'tfLI ム叶詳本Ii守J'メ 1&いために)iJいてよめよJょがあ

19m ド， 出1.[ご!日誌 Iこおし ιて 1 /"-i) ~'J ブタ ".l故意;: \'こよぷ 1/2， OOO'!了式より凶(1:したお !jilliシ，，- X)í，\!'，};

のど川辺三1:三勺(- ~-(二 Jd21 、午による 1三位行検討しこころに主ると、そのとお ~) J 路氏

(Upper tre記〉で ;:~)刻詰\]'0) 40Jó , J).λ 熊ι25?ゥしつもの:ごついてはほとんどが訟ι) {)~t:犯と 7li ， また

村付~J がまilj'，L，された、そ結'ILit Fig. 7 {こョ ま十ぞ ν;) 料約三和主 Table 5 U::: ノJ-':す

とれは 71Jl~主 jιのうり 行自)打、.\ '.てい ω 日j 納jL と 1十点と. 等すとの係~: r 

約 1交を，かめみJ 、手;J)ら性会 もので Js ("rab� 6 -':~f:HH)( 

J{j (,{ ~H'f Jミしりによぺて笠ぷも<!i. r じ J む σ た三ば小結 .t;長な、[l.[é;]ß，;'Pi! と!必

九 して 74A111 3 れた及川、が，三?と~- ~:;)つれて， のおのの不の特jJÐ:~去の

{~.としてのど， またIH1 {JのヤIJ~~: づくすパ々~ンとなり 9 さらに慨をの ù:+;像p /i二干すも工組での

内党"'. ぷわす11ヒしごくる c

おのおのの総凡;ご心、じたそi なうことによ「て，よZ:J:Y:f俊平Ij}!]の効J長は !I二かすととができるのでおっ

T，没ヌ1 ~ゲ i!j;に守山11!?11Jfこ JJj ど71 r:: 交)]2;十、を Jよ[ごさせるとともに歩誤や京総災性の京[なとなるもの



- 24.-

Fig. 7 大縮尺写真による樹主主({I:
ttlFミ]ザ11 と可視すオ;

An exarnple of the vﾍs.ible tree 
crown drawing by large scale 
photographs. 

である。

おとなわれる場合が多い。

林業試験場附究報告 第 251 Y) 

5C t ♂ 717 5'0 

iij おi 弘太*数表

し‘て考察されるものであるが '}\t ， 干u凶 lこ当たっては ijj'l申し平1.IJ討が

日 I {f{1 しは新しい初11取が~;;{き出されるのでなく，右イ工する納 1115が拡大されるだけであるが9 内阪の持つ像

の判日Ij能力では. ^fiJ引と O.2mmJTFi立国難とされているのにくらべ，フィルムの持つ能ノi:H土 10 倍以 fン
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1二.lÌJle 6. 大和し1 むとよる[玉、く:lnうおi対像村部ネ

The volume p巴rcentages of the drawn tree by large sじ乱le photographs 

Tab]e 6. rXl1じ納 J し J位:三約 j 、:ヲ使用|ヌ[化問関係サ ζ

f'roper mapping scale coodinating w1th orígin乱1 photo-.scales 

l! 5f ()ω :-)1η(~.? ， 5rn '_l J ;' 25j ()O()，.-~.-/ 1/ 初、 000

2m (1 m) 1 i \5 ， ω0，"" 1 /20 , 000 

j_ /2S~ O()O 、 .1/30 ， 000

\/1 ひ， 00。、 '1!20 ， OCO1/ J , ()り()

1 50() 2m (¥m) 11!1 :J， ()O()r ぺ /.!.8) 00、〕 1!IO, CO()--1!15 , O()O 

1/2, 000 

、
1
2

、
t
J(
 

、
J

3
 

f、ー

OOO---~...1 .! 1 ~\ 000 1. ./ 8, ()OCk,'"' 1. � 1 ~:? 000 

l/CjOO 

1/300 

1/200 

1/6~ ()O()，，-~~，'l/lOj 000 

1,/ 4 ， 000' 、ぺ，.' 0 1 ひ乙，()

1/ 000〆、()()()

1/1 1 、ノ /2 ， 000

1 r 6) OC口、 1/ (3， 000

1!3 ， OOO~...lj4 ， OOO 

ﾗ 

×

γ
/
×
×
 

;'tJ 1. 本公lま Ül�Jm;iTr ~(おける見止のえに使われている Wi係長であるの

2. r:jj はこ ω 係で l立伎JIJ しない|刻化機， ( )，主的 tb総。

:3 林野関係では í,1; {;tj-JttJ~~'f;; f;~多いので旬結 1/5 ， 000 .111;+0:'苛を 11'ばする場jh 当日の刊隔を 10m としている 0

4. 林好関係では計止ま記総J~ 1/20,000. I\?l化説if( 1/5 ， OCゅの関係τ[吋化業が行なわれているの

ri. ]>(I[ の 1/30 ， 00りあるいは 1/25 ， 000 の十 ì!l lJ搬足う桁 jzt

仏 l /ii()O~1/20リの関との場会ノj、燃料陸、が必:没。

i)Jnm*況に沿いてもJ少なくとも 5 るものであるので， :j-私立品j なが:)(t~hlðt[JO) 上t?} (j を以ごし、て

は， l厲l L!C よって森林 HI刊には j 分な /t 主IHHーをもった拡大{訟がえられるじ

l五iTnHiß 1/20.000"1/16.000 の i訪台，五をも多く iTi し、ロれる引 1 i \: !(\五ぶはず「前六j で 2.5.n:x， JJ:1f:j J;~(ljiで 2

ばづてで芋
1---1 、_'.'

制緩分~1f!-cJS .，.ては，写 t~r前 、山白よる皮は伎別院長械のご ..].:υ ，その撮影向[支のii{!]ixJむよ小さ

れるが，燃やド1如1~V ~D J;kJ {� ，それは I;~ 限必分解能 (0.2mm がj没)と fふじっ紡J Lよって比べり ~iT る r たとえば p

l叉対よLi/(t，~1(之よるみいたれサ山約庄は(後述)， 1 i 20 , 000 ，]{y{において制刈 20m に対し

て約土1. 4rn であるのに)ぶ" 1/500 ヘリコプター写真では 1二 7crn 以内であることが~ l人川実験村、て

よコナ二件jU~主 iこよコてノJミされてし... !:) flS) つ

ふ 像の鮮明き

，1\，:(:11;] なヨデf-t!: は， 11 ((J とするやjり(気が;flH !，~iなまで jλわれており， 1mのものとのlLï;i1が lり j らかなものをい

う c られはブイノレム， f:11 j1j1i紙ω もつ特性ilil総の干しま:によって羽われるや濃淡のコントラストム， レンズ
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の光線分解能，フィ Jレム・ HJ国i紙の銀粒子のお状'[11:と露光f!寺院内の飛行i~U亨による 1;Í(のブレ，またす吋lYi'Í(

光による像のボケ，等が関係す凶るじ

レンズの解像人iは，中心部より隔たるにつれて低ト\ずるが， lJf{fiJ)汲Jllt}リカメラのレンズ!ま A般のカメ

ラレンズlζ比べてお:しく解像力がすぐれ，また均化がl:sl られているので，写真辺泌を特に佐行j しない

1;11 り，判読手Ij汗n亡隠してとの ζ とが鮮測さに影響をおよ lますことはないであろう c

フィルム，司II刊紙の解像力は感光i立子の大きさと性質に左手1 されるが，適正色潟 f!fí~ より， !:IJJ '"階部へと

移動するにつ才γて;以)8に低ドする c これは，それぞれの特悦 tll線によって明らかであるので， !感光された

ブイノレム内のみj五百的物が，適正?な (si(f，\jを持つような D\!像処迎を日 i"Q考55ii立反主要である。

航空機の滋iJ\時間(T) p'q における1↑忘れのために生じる採のブレ (.M) (ふ V とし，

総j え分 f手数を m とすれば，

Af='V.Y!m 

てて表わされる すなわち，像は Mだけ流れたものが露光されるのであるが，実際にはブイノレムの感光は

ジャソター全日号に去る IWI孔船積の変{じと，それぞれの時四内のぷ光設の積算結Jょによって行なわれるの

で，像 uと現われるプレはこの 1[1l:よりもはるかに小さいものである。しかし微小なもの，ことに jt:端の尖

ったtMí8: J頁などは fljj りような J設が結lまれないことに;主滋しなければならない。

なおとれらのほかに，反射YéJij!O)一邑が滋大のjL;イ?には，入射光松がフィルムのぷ光般を忍過してフィル

ムベースの rii.fで乱反射するノ、レーションの現象がチ乾燥した拡1地，路 HJr;ìil 足 J地，ノド rEí:"1予で仕じ，被写体お

よびその周辺の鮮明さそ著しく破壊するわこれは特に前述の Sun point を'1:じるような太陽光の入射角

のす;rミで若干しい。

1生;Lþ 数Yéの影響;土，撮影高度な培すにつれて 0.50μ 以トAの波長の光を;ホ ì\';~9 るフィ jレム Lパンクロ二)'1i)

の場合増大し， 1)ま 11 体の!惨状の鋭さがなくなる原因となる。

2. 各種空中写真による森林宇1I読の試署員総泉

1. 試験計額

1) fl (向

この試験はパンクロマチック，インブラレッド〈赤外)，天然色の弁笠[Þ 1if-]tiを率先]J]ljiζ 投影し，その

おのおのによる怜羽区分判読を目的とした写真後半ij定の是正易度と祢 !t'!区分凶作成の効率の比絞検討を目的

としたものである尽

2) 試験1mJ或

福島県凶白河郡大信村!潟)îï!frイL ijQ有林

ffTfÉ~1 約 1 ， 000 ha 

3) 資料

フィルム，季節，縮尺を奥にする 10 種類の設中写真そ新たに扱影，宇野fj 業務イ投影のもの主力11え lHfi

額を 1ft (;、た (T呂ble 7, {金三|ミ 1ff.f!t 1) 参照)。

4) 検討カ j土

ì.内線'j'.1Jふんによる林抱判定の難易度の検討

ìi.付:型区分潟作成による休明別面積地絞と{前二;也市jJ立とじっ照 fT
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Table 7. むifヲ資料に月jl 、 r: グ~; ;1 1 写lfのや吉弘~と保:立つ 11

Kinds 01' the aerial phot口graphs which used J"or the rcsearch 

ノf ンクロ Panchromatic (Y 1 ブイ jレター併 Jí1)

JYj 

1 / 22, (�CO (X? れ) (試験撮影〕

1/10 ， 0∞( I! ) (ノ〆〉

1/1 000 Ui~!む) (万〉

� O()C (iI!i,f;D (休l{1:fyj 業!万手j

l! 10 ， ω() (勺l 冬) (試験i'iGt*~:) 

j 三縦 1f 

(1) 1964. 4. R C " 
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Table 8. 手会瀦空中Jj.真による

Charactar.istics of the tree species ident�ication 
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Table 10. 名瀬写真像の林 1fIf

The effects of the forest types identific旦tlons on 
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4. 平イ下パンクロ

5. 若手j努パンク口

M 中心:ノマンクロ

1/10,000 ;f ン (2)

ノ寸 ン (3)1/10, 000 

00。 ノマ ン( 1 ) 

6. 冬JtlJf外 1/10, 000 赤外(4)

7. fiJtlバンクロ 1/22, 000 ノぞ ン (4)

この傾向 (1従来の予測的考察に合致したものが多い c

3. 林型区分間による検討

調査地域の3シtiWt認;廷のための林['()区分間は， 1960{p9 月撮影の4;! rjl写真によって， 1962 年に作成し9

l1i地検討を }J日えた。

続いて各殺の新規撮影の写真によって 1964 トまでの rm ，:.じそれぞれのち:1誌を資料としたものが作成さ

れ1 J:.8l~林 1('J区分l2'?lを補足，補 LL し，再度の現地検討によって隊認された。

おのおのの'EJ.廷による林訟判設問 Jとおし「C，赤外線写真によるものは判定の難易にJZ:はあるとはいえ，

ほとんどすべての林専j区分界は一致して判読されたが，おj冬絞彩写真(:3)では，広葉樹林rþのカラマツ

小[11地 1 林分(約 lh引をJi!J蒸しずこのと，冬期写真( 4 )において色調漁似のためにヒノキ，アカマツ

の林分境界線の判定の誤り予およびアカマツ 1 林分〔約1.2 ha) の脱衣を W.た。すなわち，

おいても，七百影季節によって令部のみならず， tMJi~による判定会終視することはできない。この点を沼:立

すれば，現地補正の必要川;はほとんどないまでに林2京区分の判定は，リ後である。

Table 12. フ J ノレム紛争者自Ij
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カラマツ Larix le戸tolejうis 40 2.74 0.0守口 0.299 
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総務問分散 ο x a' � between tree sp目 O.88S 
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'}jj; 外① Jnfrared

日照'}:fÇ..Li攻色調 H 
制 l!Il 

Tree sp巴cies n lﾏ 
ノノ証、 !¥x dS松eviat筒tiOTI(t 

ス キ Cγ3争'tome:γia ja，抑制rica 3ヲ 3. 7.8 0.030 O. 172 

ヒノキ Chamaecyparis obtusa 28 2.09 0.150 0.387 

-Y JJ マ、;; Pi:抗'US de也事ifloγa 36 2.24 0.042 0.204 

カラマツ Larix leptoleP﨎 27 2.73 0.120 0.346 

広葉樹 Hardwood 30 3.37 0.04フ 。‘ 206

玄 2. 744 

樹務関分散 σgσx b巴tween tree sp. 0.585 

赤 タト③ Infrared 

ス ギ Cryptomeria japonica 24 0.125 0.354 

1二ノキ Cha汗wecy戸aris obtusa 28 0.014 (). 116 

j tJ マツ Pinus densi/loγ品 28 ().021 0.156 

カラマツ Lar喆 leρtofeβis 0.045 0 , 213 

広葉樹 Hardwood 28 0.27] 0.521 

J宮 2. 705 

おjj遣問分散~ σx between tree sp. 0.790 

赤外③ Infrared

ス キ了 Crypto附eria ja�onica 29 1‘ 21 1. 447 1.203 

ヒノキ C加maecY1うαris obtusa 28 。.81 0.261 0.511 

アカ 7 ツ Pinus denslflora 35 0.82 0.334 O.S78 

カラマツ Larix leJうtolejうís 28 o.;,n 0.087 0.294 

広葉樹 Hardwood O. 46 l ‘ 371 1. 171 

x 0.707 

樹灘間分;汝 ~σx between tree Sp. 0.376 
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1江主

1.. 925 プリ

O. 

f、:J. 1一 守

4-4 

O. 19 

ハJ. ';5 

。， 19

日

i. 09 

C.92 

0 , 93 

O. ', 7 

0.25 

。 6?:J

Uハ 't ム2~コ

[ﾍiD 

守川 1~写真利 ft} による斜体制査ìJdこ関する研究

T 

0 , 117 0.342 

0.009 0.097 

O.O!4 0.120 

0 , 024 O. 1.56 

CJ.046 0 , ?1 ~') 

1.0J2 L 017 

0.407 0.638 

り.389 O. 

0.0/,3 0.206 

0.165 0.406 

S 

3 勺三

ハ f 句

，:~ Oi 

iL 23 

1. !.l/ 

,-':( 4.4 

3.10� 

1. 07~， 

0.34 

0.1:3 

ハUφ 下も吋, 
0 , 25 

0.23 

0 , 218 

0.088 

0.26 

0 , 36 

0.28 

0.39 

0.34 

。? 327 

Uハ倫 Uペ、【入ι>

1DJ S 

分散
σ 

O.Oli 

O.O?4 

0.0;?1 

0.029 

0.025 

0.023 

0 , 015 

0.006 

0.011 

。， 009

Uハ，''.)ハ乙ηdぺC 

0 , 019 

0.012 

0.011 

0.010 

--37 -

devi品tion

ハ .106

O. ")4 
O. : 46 

0.16ヲ

0.159 

0.152 

0.123 

。 078

0.103 

0.093 

0 , 14 .3 

0.13ヲ

0.111 

0.132 

0.101 
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d予 外 ø Infrared 

i3 fRl ，O，13!二日良色調 H 
者 f 心m世3 

Tree spεcies 
〆t

ノ，下〆 三記十日入吉

ぴ

ス ギ Cr主主to骨!eγia ja�onica 23 

ヒノキ Cha符laec持品γis obt世sa 24 

すす7 マツ Pi如何品併'îsiflora 2? 

カラマツ Larix le�tolepis 27 

広主義樹 Hardw{}od 30 
一一一一一一一一一一一

J宮 。.279

おi緩 li品分散~ σ0・ betもNeen tree sp. 0.008 

Fig.8 各議JJJ:主主による林.11~!.区分間 fj!J ノ f ンクロ(心

An example of :forest type d札ssification by the va主 wu出 aerial photographs 
(Panchroo (4)) 0 

4. i態度測定による数E量約検討

内 t1良主w ぅt~による馬主主!'flj;乏は多分iとや);i点者iの務5丸 また林型民会;ぺζ到するjぶ!J1f l~iJ ~1itiジ総長史そ五~~(:i-よるもの

であるので，とれを答観的数倍によって検討するためK滋j交測定装伎作よる数鋭利定をおとな~) 1: (' 

濃度測定の結果;，それぞれの林分は 1主L陰の濃色係と， *討議 D tllim5c川jJ~.Ë;J憾のと振動-~fる校として現

われる〔{起き γ).、

との観測濃度立誌は，おのおのの 1;j;._!fJによって固有』のものマある。すなわち竺名林JiJl o.);Æ~皮 ~If(cD ~Lr~良僚の

平均 (ff) は s その林裂の g り 3 日夜と下限l~lg.IBJQ)伎の;0:の t什ち{l白 (1) (ふ:協j波紋の



りド弓心、手IjJ ;l によるト九日~J-ft1tに持する {Jf)[ (r.l-l ぬ〉

淡変動去の平均であり， また、 (5) 況の太さ

さヲオ L 九のでおる。

そ :J で がが'i ほれこそωトドもつ仏ぷヰ上j ぇ， f ヂ
/、

こぜ ，ふれらの犯只機;誌/;;ミるもので

ぬる L刊誌号忍烈〉。

村、 Hg 4 〈出 J'当 16 nl }.JJ.，ヨ の ittiU訴に'川、 ジ〉ィ仁'1

'Llble 12 に J 、 j

民〉荻;とよって， 「、としのJ去の総tðし二そ Aの変ると止

が百きど〉。

泌総nIj)) ~月三収ふさ 川Ijg之助

の多少から'i'UiE: t; ;1 しよ:~ずなわちト、ブ，J )レんの ~i;子災什 ?'I]) 村!

ヅひ{訟のはそれほど < 

~ 39 … 

11 : Photo del1偀y of 
sunlit part 

T : Ampl咜mle 
5 : Cycle 

F'ig. 百件分泌!え
D1品gram ()f the photoｭ
dens咜 measurement 
curve. 

のであり，ぞれがノ人 ぃ!与，J;~LI ど説、不別七7こ 7J'元よ(.~ ':-をノゴ:1n このぎよm!! を l}jJ ::) ;'"p;'とて「る .. 

与，派出ののうf:fh:~~: ずable 13 ピ /Jトr 、

守、able 13. ふ1m ブノルムのち.j!長皮心分散(ィr)

The standard dev�tions ()f the photo dens咜ies of the rnain trce 

species on d�erent types of p110ωg:raJihs 

パンク

Pan. 
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安h 禁論主!('\"{寺〕

ら

館総J意外 (2)

怪m八。ユグロ(4)

持} 251 -fj-

この結果は，前j志の医院i視察による判定の

主iÍÍ'M皮と良く一致した結~}j~~を表わしている。

すなわち，設も7守惑な主主主主であるイ久間につい

て見れば，fÏ の分散のtè:ば前 J}TI で最も判~jJ~

B'，誌とした初冬の赤外ブイノレム(3)におい

て1. 074 と大きく， !'!lJ種間の ，{g~\c三去のあるこ

とを示!ノ傘 方自，設も黙とした夏期ノf

ンク口( 4 )では 0.27告と小さくう樹海r:日の

濃度;てが少ないらとそ表わす。

とれらのうちから号L存，院:[L 初冬の 3 ;手

Fîg, 10 民影5季節男iJ ~パンクロ・本外・ 1事IHL\j!j写真 について，パンクロおよび赤外のおのおのの

像濃度 H, 1¥ S の債を図示したものが Fig ， 10 で
Photo dens羡ies of th巴 T口ain treεspeci位s in 
panchro. and infrared photographs, ある。

関においても ftî似する濃Et{~'Ii: もった体犯の少ないものが判別の作業を't{，誌にし，判定の誤りを少なく

するものである。

こ才しらの総泉の認のため，さらに下記の検討をおこなコた。

1) 各フィノレム可\j，材、プ~~_~-J l] y~皮分散j上の有意差検定。

2) ;.0-アノノレム 1171，平均値のメ去の有J弘法検定η

お!H:交は赤外線1J3-}~':tでは，すべての林裂において季節別の写ーに色料に手j歳三去が見られる。

パンクロ写真ではスーにカラマツ ， Jム築制でじじj~m東部色加には宵乏:をはなく，陰影の半 3誌に宵:窓授が

認められた c

しかし，この検定は現役、b'11践による像の再現条件が均 Jである場合 lζ依:主性弔もつものである(計算 ;16'

なお，公体f三瀦の標準備î.!~こは Table 14 (ごアJ'\'j-" 0 

これにより応外フィルム;おいずれもパンク口ブイノレムぶりもはるかに多くのfへ羽?その他の廷を含ん

だ催公示した('1'abl日 14

Table 14，ブ f )ﾌ--ｭ

Standard devl.ations of the forest typ己s densities in diff日rent
types ()f photographs 

プィノレム No. H ア S 

0.14:3 0 , 102 O. O~)3 

ノ f ンク τt 2 0.120 O, O?5 。， 040

Pan, 3 0 , 1:3 8 0 , 11ó 0.048 

d 山 0.150 0.128 0.050 

。戸 。 137 。‘ 108 0.057 

(¥ 131 O. ].ヲ() 0 ， 1 ひっ

B一1一 外 2 0.247 。‘ l 己O O.CS8 

I.R 3 。. ?26 (1, 426 0.085 

A 。‘ 450 。‘1.'\ 54 0.127 
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こ才iJむよ~Wt!l\j-c 主"業 rAのjら :どよひ之よきによ ものが 1 とえられ

S. 試験結果の総合

試験結果を総{ì-jーすしは，カうの写況が良好な効;長会ず;?つのは 5;!1 として， lI ìJ 会没似て，(ぞJ れlZ小てよりも

仁Þt:tuミがp また間 約y~であればパンクロワ ]:.5二:よりも以外料'EI .l:~l -j) i ， 完iJ!1と ((1てあ乙とくを/j<、してし\ら。

ν;f i.:ご〉 52今: iと与Li: Lノた冬正と，れJ潟Hl日の色澗与のノJ) I忙し、 7157id〕 21:氏改も不;iæ主じりな給与、をノJ~ Iノ

0.. 
/~υ 

ナ'~: iナーし， ω 出1>H'I'1]市立広 r付の t\15}ij;う -j校門て v 、なし lυ したが~:' ~C ~ JJ.~~~:樹が令く結集じた冬j;j'lj"

工主も，それゆえに有効となってし、る-，

誌g: :û'f 広三L樹の倍:苅判定も巧燃るならば，すはブ.1 )レム，こ 1 ケヴペ~)均カラ についで :1 (îr または

4 三内波平仇って;xめられた令/九二期?秋郊のどぶ外 1)\ 効ノせであろうと さオしる υ またこのかム

から唱パシクロ i jj~y} (j)渋沢よりも .:it ，j(， 宇野?のじがより.i:E:4!きでおり，ノJ\; L"þ許い〕問主このよう 11 村、

i\~'lùKND綜お ...-義{、!なや)のであヌl りなおち五検討の主主 14~(J 長判JJ\:在京イリ fニちのといえよう。

.), 立地著書闘の緩混りと判定

礼立úおすぐ，況の、こ?&~t;;1;; 泌jj~をもってお > イーしつ 1: 政治ノ!日コ語教 まに平!j Jtll.Wlたの糸

件も 1 .�.E F1t ì7, J山況の幻予とし七三ためら才九 それにふγつ l 、た i( j--n 1-i\がカ~てられねば日ら江いれ

森林においても 1 ìlドとfずずる ;\';~ht!，の↑むべならびに将~':への会

の泌料であるc

r写真!とよって観測される立地践ははおくの l夜間 [jF そのよiニ|試の LLit'J:~地J13qJUFi? あるいは旬、象条イt:，，}

の自然条件わ，また

1. :;gl=þ写真による地形観測の境白

:引いはその土出のぷ伎になっている討の初予 のななり， Jにの没い，またふ添起?火 f-.l.!{;-; ikU , 

三手の 1~J!'2kírあ7の結果i、 3 らに風化，日 f:? ， :l訪台、によ門とは人為ωf引ノザ)]1".\わってできているものつJ あ

(~) (.; 

ふ 日本の山形 lとおいて:ふ;出世丹リ匁}j).九Jl\.L ， Cii![波コ3していること;ム少ないが， ψ、怖や税

1ト，が哀をおおいかぶせていとi として~)ヲそのノj>:íl' r までは j) ， くして「口、ない。 むしろ滋こょっI ては，そ

れが"ごのJむの f-] S~.t\~~:刊などの Jリ:付: Jおける?子がかり石 iJいアことがあり， )!lnJ F よえ主主主l{:殺を ffjNい

てゆく ζ とに r: って， J;U!Jf; (/)引状、とともにそのたやり Jji ， また沃杯およ ιまずの子な求める↑立が

られる。

5d ~.-f"_]写真から縦沢jγ るのほ分'&そ 'rable 15 ;こ》れれへ

I,Lj ()、 口ソLjνノ n>

!;~rlJ勾弐叱j， Z-Fl (.こよる jlj()))↑:~.~おうずノ-_.~まりでたわされる υ それ i ;t !li!ムイ士コている 111 ，

iIü;う~，凸)ド; ~こ交わった忠良んいリてふい。いくつかの、i 工I Jr� j)) 1'1; J与!こ交わコ I L! T兵となる n

v れは /1 :JtS ，::食の絞 1さによって， Table 15 の A ， B ())、~';) しうる;じ;~:~~が刻われ 。ピ，11\1 総(ま

ミ\ff';;色分岐しな lì-; らぷ}\\のド iプがと かー

る ο つまりJ1Lt9. (f)@(斜が心、であれ lまあるほど，支出立との%の狭戸j はノJ' さく，級になるほど [_iU:jiJ \こ近

で :t!抗争 Il[j ずっ j:: !lh; 2:λ 択しつ分ば‘一般えft. 9)進λノ九立"i皮 lj.~ JtQ形 i主人、川TJ りように判l沈がで / 

/-:1 
、



3) 絞Jぷでは ;f-在、計f1奴絞 l立分岐して

2 ;本ずつ riTj きで?う。

また '1~1f-i~ê のうtI1ßZ 1'! '\予も HjfWJの つで

ある。 ζ れらはよo恨むを観察記入して

いて，こうし 7ご JJ0%WJ，こ沢したもの

われたときにば，判読!})結栄を Ff検討

するよりととろとなる c

i" レ，検討の結果，ネJl~~t:ととi りがな

かったとすれ{:î'，

加わった特累なえfの影響，また地下構訟の変化点主 t~ つけ 1'[:\ す\変誌である。
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Tabl記 15‘ どと rl写真による地形観測婆隠

Items for the topographic 絜terpretation 

A. IJI;["O) 区分 Ridge type [g分JL例

号
、

i

っ
7
J
d

頂
折
広
h
り

鋭
屈
男
日

歩
大
中
一
小

、
大合

成
狭
間
灼

B. 斜 iliî と ~&J0のiX5} S]ope and val1ey type 

1. 撚断した*
斜ìiiの形

3, 斜面ーの傾斜
ι :â J氏
O. 縦断彩

ヒiム0 ， 3Yl怠ドrwJ

C. *系のほ分 ¥Vater system type 

• 1
」
ハ
ノ
ぷ
L
ハ
つ
4
J

U
 

話I校 p ミF:行， 1>話一一子， Î西冷 ， jt{rt-J~~; 

g
.
 

パ
吋1
ι「
ムh
j
υ
ν
f
h

〉

Dv 起 fK 議 1互εlief

E. 地質構造線 Geological liniament 

F. 特手f:lむ 12 ・ JtHム物・ Cfr;~~討 3p以 ial char乱C1 邑r

とた込根線の~!~.iJ )t(立芳地形限化の|ーではなわめて大切な!主主主民であるむ

の斜面とおの)[:~

尾根綴は写真、のか依授によってきわ

めてE詳しまた iと従!と総べられるひそ

して， !n[1安写真ょに納線で記入してゆ

くととでがj~主的に地)1";の特性を捕える

ことができる。

n~t民主j~を判定し， 記入するとき，次

のような:iiQJ匹。) !ÿ)UJJJilマtXE: すと7必繁が

ある。

1) 尾校総がfliいーするとき，かえ:ら

す2外側 lこX:iVÆの支えを LH-9~( 

2) JK系~C_ rnJかつて終わるときは，

j~~{}-tO)方 lと HJr f;こ綜 i:!:fitEiと[fiJかつて U'l

たものより匁1，、

IU!良岩手1. 1[6 ~ -t なわち{~(7)fl~凶む

のr:t:1li i'i のてILfiiS ，と大Sりされる。

ベ:;t(の*も役会のj@殺によって?jミ;をから郎 Ji!去を終でラ平成<，と移つゆてじJ く。

している L.[f:~l{;;J 士ft f.it ノi)5 fiなわれているド|記?ふまだそ

谷の縦断rili (:i;丞.;~~ l土上流がゑで，下流になる ι 0'1:い緩 IJ 投物線でるる j~d~ 討がよネでふ交したり p

~:k'と乏のある部分ィ~1'すつものは小連続谷 è. 呼ばれる。

ふ可の傾斜，役JftJtQ j彩 iAit約 ltil]尽かはその形を材tUえするお平liや 1 JtuJjtの ~rji 芸品~.-' ::i.竺れず(也t去を会いJ

変換線で区切って )Ii] 傾斜立i伎に分け，さらに横断?告によって細分寸れ~~r ， Jlj~，Jf;())ノJ\ 号l{}L('ど分類するとと

ができる。ことに新第三紀以後のfî:月:~，合出 IC ， fえ丘トでは‘長'[ur;_ と iせfHl0) 関係之はよく一致する。

この1'1工業は"Ì[{*観察 l 三上ヘて効果的!となわれ，約 líif!! ，:分%í'i悶》傾斜分布図書事ぞれ立するととができる ζ

3) 水系の IIヲ

7水に系の平 l附訂札山礼心í七)形;

:透士言るまでの打引問T司j，伏流がJ! i 1 などで持ノ1~cつ L 舎のみにの1:1ωずる叩分まで‘あるいは地債市長Jでは in:符iJ:'Î



?~r:[:r~ら~X~{や1)[ によあ森将、部作、訟に tY.jずる研究 (iþ ぬ〉

の状態安も，明前nに ~Z1Jる乙とカ?できる。

yド。系の tÙHiitlふ地形や rfl\ンふ:主 f，:ヰ~vtj~.~)主白書さを:1:れるのにぷ A~に初効でおって s 浮上\1 から佼t)~ l 終了

状宇ノ民1::/G<:: ， !j仙人ヲ :'Jと心F:，九渡戸J;!k ~ mtH~:}j~もあるい!土そ()変形，尽などがう出来

3 才しご)"

七t:1Kt'主総;ょ?主hぉi:l在1 が、jぺ均して浸食されノる波紋のの少なし，j北令ノpノ，中、ゃがい。状訴は

十品ュ;主や沼主こ涜 .ìsî し 9 汝火Ilj於 lii むj設に与によりヲ :'K!i~d}~やぶ之状おは術的よや陥没.'手こ

の間淡なノ:ミす。

主主主主、交7 るごと定段

誌やての杉山1交化3 あるし、はjjfおおや火f)2J~S 人討の IH jl~( f:( どのおの jù~t 

、ーも:)

", J 

木々、ずi~:Ht ;j_~: ~.rJ: ;¥B; )_tL体名~A ~ζ よづてf詰く i~fft ~y~ 誌もカ5A;:i'J)t O.) J~， )jtc [仁 ij かつて{>わざ〉たり d るものは〉

しであ乙ぐまた二七~t J;そ ) k~~i fLJt *4 (j) ~\~，こ守ーも p よなf1'H存にはらオ Lる京 vであ乙

も!と刊誌の il!j'J二日!や予リミ子空交の夜l-.~~X~，;:ふふ、である。

イ￥ rf{l支

とがュジ

ジ〉変化会次わす起 íR:滋 c~: -~:~，~必 fえは，乍付与ふmくとドiイしによってlß心ふこ jiiìえぶ〆とがでさや。これレ

d 与がえIJjム5Y];乙駁われゑ引いこは，1)よ江交 lごノ:L がある， 2) j対日[手jt予jjx;l'Í'f(iご 2とがあるものであり? またl，;:llむヨ

では阪店主て与のなが ι汁lるもの cあと。

これらはp 前日Jいコ小 Lうな:.ljC況による 11ぺilít尽なわi祭か鍛え、じりで，:b お

E)) )~.~Jt~，J-F.()) ゲ「布

泌すべ， 1 Lit(~íれなど心 ;Jぐ0[-!tJ!りのうト耳目;ぉ Lill安心 !1\J[;())特 t投く九 G 特にJむすべりにLもトj 江;
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これらを成立させているおもなものはp 断j乱 j断言線，政frぐよ得，あるいはノト断j凡 fmTIi1などの地質構.;~

1:;，弱線と粉、されるもので、ある。とれらの集中地域は侵食がはげしいのがJ.I宣ザIJであって，地笈，土壌の変

HAな滋，あるいは崩壊，札むすべりの発生{í1:f民 iふ急瀬p 傾斜変換は殺などはとれと街淡な関係長もって

いる。

地形の分類と受中写真上f))特徴2. 

j也7g線ilV] の裂f;ï;j ':ご従って地形を銭安毛してゆくと，それぞ才LU)tl!! Jí> i立地政治{立主，形態，傾斜， ~ilii日形，

その ftl!によって特有の主主j判的なパターンがある ο

J也形分類のl[íイウと写主主観浪LL.oコ特徴を， Table 16 iζ示す123) 。
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{わなおtζ の友については，パ[崎.íE主主ほかの報告を率引したととろが多い。

3. 地形の王手筋i沼化

1m tr:^~主主主 li:PI'~ むらい叉!吉、たはj忠利子守山認であらわされる。

地主k記長関 l土 lj';j!:こ地JISø 変化の特徴税1そ筒会えてN示すものである c 地性綴 i土}亡十j主総!と;1<.系の総を j二として

あらわし，ともにH!lJfY:2 flt りあげている的自の父娘であって、 ji只;.Wl.?R~史料kの ぺ〉である，)らよ;;::.け

ば，それは弘社主将忠で凸!f手;こ lさ(交し?んに系線では plL~山こ交するの泊形の古手事Ijをあらわ d にはこ?お線開に ~m

;:，~t. 総を!JlIぇ，さら lζ 「れを tlIJなう問 Ilt: fj} ，傾斜;;;:，~.tS主派，地 Y'T桝J 白紙i でFをお iねによって加えることが滋切で

あり，またがjJコの ltl]巳分対ぞ記す ii: して日己入】、T る〉

DÆ正{.の森林浜本[ぬとして月;いられている地 I[:;-:Zì は 7 多くは1幾減f之i化によるヤ:ぷ1忠良凶であり。さらにJむ)l~;
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の情報をiL2窓 lとするには，とれらを写真半li設によ勺て総会事する c とが効果的である。

記入されたものを》既存等高線区!に移写，または図解法による併j易関化等の手法がとられる

lZl {じによる油彩の表示にはこれらのほかに，勾配分布121，傾斜フIf{立隠せムがあり?そ才 J らは次」点数協同か

ら機械的に fl"))立さ才L~ またf等高線、{司からも二次的 lご作られる。

そのほか谷空白j乞頻度，あるいは起伏主?の数値化などが有効である。

ふ 数{護地形図による地形のき受糸

。 森林総主主lζ尖jする数{ill[Jt!~代]の手IJm

Jt'JJI己主主主ミを数fliIモデルによって表現，またf沼化するための祭中写真による主主依地形図の作成は，測定機

械と鈴子計算機機憾の述係によって，表f レく効主義的な分iヲーとなりつつある。

数値地rf留は対象とする地域を測点の籾でおおい，その};';~の三次元護保イ認を似たし，そ才れL ら iにと」よ〈

5成立される近4似;立l守平:q凶可沼i 弓モ去デノルレで地地17形;診手を表わすものである O

し，襟ift!とあたる Z感緩い:をそのも，'Lfili. iと添えて !::J字したものが蕊木

j惨となる。

測点の医L;践は

1) 地形横断線上にえらよ;so

2) 等高線lζ沿ってえらぷ。

3) 不規則にえらぷ。

ち:のブi法もあるが虫最も一般的であり，ま允数{it[ OJ処封、が容易で、あるのは規員1JfY:]/;亡三角 Jl~1 または7j~tl民自

る方法である c

三角形の点、の~c澄ばJ.!l3.綴総定イ[立によって近似5jZ i1iïを決定するととができるが，j}if擦の数値処理は/右角形の

なの凱澄，すなわち)f限メッシ q による近似約な慾Æ平E王手取り扱う方が:容易であり》かっ実際的であ

る。

よる観測結糸が，計算機のヲインプリンターによって印字されて

作成されるものであるが，それはまた沼動沼化機との逮E誌によっ、て，自由な!坐援戦の選択による

図。コ作成を、 i'1fliきとする。

この数街地形図から傾斜方(11凶，地形ゑì i!íC図~ JJ(系流路D?j_~ベクトル地形f主11宇多くのものが数'1[~関とし

て， また自動関化機によって作[対される。とれらにiXlしては ;!L安lEI~そ 10]めとする多くの主主張査研究， また

応用研究の総合がある 36}3n州問。

森林弘jヨをにおいても，主ilîJ民援煮を数242的 lζ表わすことは立地条í'l'を情殺処I仰の過校;と導入するとでざわ

めて君主主要な事]廷でおり， これか空中写王立により可能であればp 次にはそのSj!.[留を，とらえる単位p すなわら

メゥジュ illl隠の選択によってrJ;;]~正日 [~(j に応ずる効果と能率の最もよい規絵手求めることが必要、でちるの

民イJまでに試みられた結果ヘ\従来の森林取扱いの単泣守.Fよりは‘次めような間隔が有効である ζ 止が

予滋される。
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17-2)-b) 30 日1 メッシュ

Slope distribution analys﨎 (30 m meshes) 
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17.-3)--b) 30 m メッシュ プy{色分布分散分析表

Azimuth distribution analysis (80m mesh出〉
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b) 

空中写真手IJiなによる森林Mi\J'を誌、 K陳ずる研究(rj1)認〉

}j {，'z 分布l、立の kll没

立 キ牛自E
Cornpar'lmetit :rr 

一四甘-----..， 20;戸n rr時計1(';$

ーの ー 30m meshes 

Azimuth distribution expression. 

.Fi丸 14-b) メサジュ il\J阪の去二 lご J:，るノ'j&:Xi' ;(h (J)中I:ljl己
。ifú士renc巴 of th巴 tOj)ographic expressiol1 by differ巴nt quadrat閃

(20111 nwshes ......; 30 m meshcs …一).
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(9) 結果の紙主さと.~察

十*0)[全体および各小玉江口コ;t1n 1訟の性交 iふ;さえめられた数iki表現とその変動によって明らかにノ]7，されたの 各

メッシュの相j廷によるこれら (D a~現や消欠の分:tl]，立た数援の変化は地質:均成因が主要なものである。

すなわら，メッシコが細分化するにつれて，目、!司やはq~等のノト起 ikによる影轡があらわれ，大水系や格

ュ主総て?の大:lttnl::'iE 1];]の影響は少なくなり s 応用目的によってメ叶シュ

17 参照)0

をz儀対1I1三以]{))it~~設は七.!jllfJ;E主主\i iJllì/i!_のどえによって二[ムじるが， その誤2蕊f長rがf傾瓦斜苅，万 f{Î

:;ぼ'~孟 'Hn依1宵1が~ R~EilltW主iミ精;支より大となるような燃かさのメッシュ im砲は定、長味て、あお。

J与した (Tabl巴

たとえばp 様お測定誤誌が O.[jm であるときには，それが傾斜涯j芯におよ:ます影?刊行立 10m ， 20m , 30m 

のメッシュにおいてそ fl され， 2'52/, l02G f , 005S' となる。すなわち，メッシュ li:l隔は細かくた仁るほど

お~ Iめに三2142tの影響は大きい c

祭[".，森林lJ(1'J iとあってはメ y シコ iね認は少なくとも 20m 以上であろう。

安土俵地形図はj.[日j与を数選:tJ'~に測定い解析することを q誌にした。

電子A-~l J{rt幾，さらに1' 1 動図化機との連係によって，著しい応用カ j会をひろげ、つつある分野である。

土也茨の現象の解析や表7Jしまたi季初~ !~てlや工事!J::~行後の予測凶の fl g訪問 fγ創立す」でに ~7J:月;イヒしており，将

米においては森林分野においても，林，小班の;ぇi出ÎI'}，の管iJi，

ドラートJT:~!どを取り入れるであろうととが予iWJ される。

4. 林分喜要因の餓iH!Jと判定

してし、るもの{む

ζ のおd玄関王IJ Ji j V:滅イ干したコ…

(1 ) 樹:TI1L 持si合j習終j完まの広がりや，樹形之容に記tf<されている Imi 々のまオこの特賞。

(2) 滋干すH存と 1m交319 立木本数， í0J\\sf腐の構n~:J 主政獄j丸配たま等の林と !fての熔j官。

(3) 弘、地条件や l号法1，分布などの森林の1iι1ワtRW~) j-也践的条件，および人九条件との関連性。

ほど切である。

:写災後から緑林を判定言るには滋切忽九:j;:{[{:f:f一宮 Tfム:間測の tHiH とともに，うねな森林に隠する知識

が必要である ο

観測には巡常反身1iL.体鋭f;; ど簡易なmJ;~が効来的 i 二汗1 いられ} ~~ r~:ミl阪の吟lほと「悩裂をおとなってイ店l人

芝公なくし，また写真長主をMJ f..&1;と !JlUj:にする"宅) (!)、さし"こしてお殺のすIJ ぷJ スウ~一 jレハf:J:川される。

1. fM種および樹議事手

や史料~., i支や?込の詰状写真 L0，コ紛7& iiïí 去と制 I~"-Oの rRì係， blJ診~ (1 脊;:rJ向 r))

状況?写真色7仏陰影，感激》校総~l:r C~)溺24K よって行なわれる。

Iす…樹穏でも撤影の季節や材料?処J1U'nt，また iJ.lJ1えfれとよって色尚そのの創設にかなりの校EËがお

らオ)1"1 る乙

人工械裁判c と天然林のi'iJ 日 ;Jは一般に容易でおり，人 Ci十;は諮ったパターンを羽わし，その ~f11}ri(も鰍慌で

あるのに反し?天然林はィJ斉一なパタージ三表わし?その構成もあらしh

立おきれと写っている木のおのおのについてョその樹殺を判定するには立地の条料わf1il彩?の生湾0) }!:;などの

tfo くの知識を必主主とする。



ッ:ぶ P :i手 ~~f 手 iJ院によるぷアfjjJJ乙 I 1iJ'r る idf先 (c ~わぬ J ~-， 57 

，({Z)I.C (，J) 赤外力 j -,- Tf. ~~~r~ その他の訟法， ~~~芯;初日i症とfぷこ など日作!冶では:rJ.lf さえ巡むしにとら

れたものであれそれからはゴに多くりがねjたされ ノて?、ナι:写災復心ï)十炉もこれをノピ

きく l仏けている〈

HHm，'illjlごに スベクト Jレノ'/r 村 r ， そしてこれモ IIJjりょう ;i 旬以像、司法之わず

カ j去の断欠9 主 fこり:V~iNi 1St iJ¥lJ \ì，:淡白によってこれ品数 itむと L/てよずるイぷど，くの試みかされてい

カ~-~υj) .j:.,),}) l:~ '{:J 'E~ ;umふもとにし v亡判定 j るんγi." も〉 J、くからの多く))経験をも LIこ、レてかt み}{(

ねり才)..， ζ でイ}ミプよ才、 tLてし、る。

二のjii.t でよミよ!、[ねじ'とら t"Lる J&リヱ;立た別 L，七次 C) ;3 交付こオ 3 けら才しお【

2) 

おし7)タj'-nr ~ 

ザ)~斗ネ4'1-注 Aペ
ペミ) C .1'/(二、 、久〆1 r_ 

たは気象的κ n.! て歩ぞ(ノノ，HJ1 )YV: あ はずのない主主:、会

その」犯行の会一向条約や，終i下からJ犯とß'ヲ。

ムー 一少

，---"、
ふ〉、"".'

3) (!らの払1泌グJレ…ブ)()) L".1J から >'J.tと像cD3 f:二や f!~) 位授、 その llUのi!)I%~iとよ'"て半しする心

したがハて，その ;111 万トニ'川、て ω知識や:勺ド常に大切で吋必~l~ なものである v

地や刀d ミといったイ、木江) i去の l~(こ '~(5Óわれる生子二の土，必ずしもそこに持λメD代ト同があるとは

かさ7 ら/};. (: '1が，の予やとの 7子こ幹リ )Jr;，校ジ)~:r}' かれノりなどは総どと ω j'ê火山之ノJ'すも

のであるコモl.て〉系統的 こえ L を したもの;ま似刊1 半u訟の プ
J 、

'~'υ 

ーっtl ， 写~;のうえでH(:i泌 るらjf'fiの聞はァほとんど込と本if!iでんノ干さ てくる、必(r;J CD) r;

どは， 1 /10 ， 000 よりノえさな紛f ミω:1手?~-ぺ土lI ~i:'; iC H 効マごみ カ"，京r:iーとがノj 、さくなるに

したがコてそは副総とな 色やまたiがなどが ζ れに代わづてくる。そして判渋の絞般によ句

てされるう汁与が l.jにいに多くなコてくる。

H支;乙木 l主総力、ら見 fこノ了/)人似杭I' (J)ヰIj jじましやすい のでごあ(;)('写災の浅は )Dl 'i:-~;われわれが見る，ド

りと烈なっており，ま/~: i;~~': �) ]r~ 1;; どはかくれでしょ~う、したが「てな;立のは1 リょ f\T~ のイくより。 WJJ 出'\J~(こ

j[: くユよコてし、 もの :J))i f.川三しゃ?く， また立をした立iが J: t. 1 ことはいう主でもたい。樹駁によっ

ての状こあまり政務令交けないものもあるが，そ Jれにしてもごく少数のもの長l沿い -c (.:t，耐?誌の

ノドヴ.. :TPj仇 I!J鈴)ム 河形といった つなはっきりした応で表れしうる卜lζHIJ 計三な 7院のものは い。 ~b}f に iぶ

だもせはそのりそぞはっき 1ぇ j コ J こ は;ケず/)~〆いわ

しによっな L ，長ノィノレム(JJ 日 1]による)のほこ誌の)~~， 口とのI!九件;LC~ ~こ

よって 15:ォトぺてくる。:ケ}立ヂ， カシ人三三で:ぇ:討とのある法 (J，込r~/j\Ji:;~と一〉やのないものより川るく，

勺 /;Jiはと!日)川以つこにムより 1:; るかに I lI j ふくり: ，のなかやJU~ LVi法らた ig もよく

存在ヴc }，(オ，.1- 彩がおけ会Lぱ，それは つにと 、亡し 2 るらとを方、 Lノ? またこのようなもの

i土 t'j 'ii.1;iJ)と 4わ旬0) コント?ストも ij!Í~G ì ものでヲ十えし ìtt:(.正:ぇ立、]iこがっ l まばらな戸主0)-コさ

，"~. .--::.~， ~.<よ"、、 v 竺r-:、
〆ノ'i::) νノく lホ

対こ，日の }TJÞ ， '.人守:二日! り ，þ}制市J)1:': :;立:ノ j し U それ 特討 があら

1つれやすく， よりノ丸山な傾向があど、かりど、たとえば政iJ!?Lノ i::.. ところこ朴、人Jでのj巳はたい〆\ん

:"'-.'J:': 今、 ;.: '.... ムミ〉、
取町、 J 守」ら

ま 7U どの関でも

とが多いから♂

、りまれがでコジりが f伝 日半 、 ，、 " ペ
'.イし、 工/こじり

ぷ、引の松 ω こにあムどがj， 必イ)l' 、 i::i新手l~ ， Ul~~fEJ五 i))'U;jt{ J!;二{えうと

千九三'ア
八日一、

1. ， "C し、 (;'1 、，~') ¥.. \,i ¥ 1"弘、f 、♂

ま，特 l ザ潟影υJ 11 与 し
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なければならない。

同で~ ~-'l 葉樹よりはるかに切るい色となる。立た，「ム紫1封のうちでも

ドロやカンノ 'i土議おnζJ~~務先 lこ紫の III る順序，あるいは主主を伸ばす速度には，悦:l"JiJlljの苦Aりあるもので，

を Ul し，カ、ノキコトネリコはいちばん遅れるグループにはいる。あるいはイヌブナラカエデ， ヤナド恕iのよ

は1illのものからはJJIJ L，やヂいものもある。うに新itが特有の色そしており，

紅葉についても変色，私01'九，クト色と明りような三をそ '1:: じ，それぞれ写交じの濃淡で民分のつきやすいも

ブナ，カシのようにいちばのが多いがヲ ^JJ 搭援の1I~'i!子はク Jレミなどのように特に'1'1 く ~\}1を落 lとすものp

ん i墜く落葉するものなどを除いては， JI"iiífζむらがあるので，これだ二浅てにするここは1(1倹Lである"

写真也識の2ë i土，紅葉郊の写真に最もよく~~~われるものであるが，その巡演は案外に短い。そしてその

ような写実でも，写真上で多くのj冬う樹殺のあることはわかるが，そのおのおりが仰の縦一ぬであるかを判

定するには，多くの;jlti物!t態ーとの知識を必主主とすることが多いっ

たとえばp ごとïfì'立:地的 lこf1..て特有の分ィíiそÌJつものがある。もちろん，その三主将ーに忠実に，例外なく !:t

脊するという樹務はないがp それが君主主主な縫となることが多し」もしJl~i主樹が水分の多い土地lとあったと

トネリユなどである )iが確からしい。あトテ， サワグソレミ，すれば，それはブチゃカシなどであるより，

るいはお床の露頭の多いような土壌のうすいが「では〉深い似をもっ系統の木 lま fifたなしりあるいは樹総lζ

よって，純株を作りやすいもの，点生するもの，また不規則に混交しやすいものなどがある。そのJil1jで

ìJt交して生」冷しゃ昔い樹艇の絡み、合わせを知!るとことが，樹;ili:判定 lC役だつことが多く，判定凶鰍なあるも社

iiiすこと v乙 fli1，のソYじりもな騒が認めうる桟11，事とおiみイ土っているとずれば，

経が挽だされるつまた〉めったiζいっしょに主主fIせぬ組合わせを知れば，片方の樹磁の判定で， 方の1古;

殺がないこともご予測される。 I也の樹1還と tt~WJD してìß交付、を↑午る竹、5"{c!)J1:]築制 iL

分を1'rる。これに fえしてアカ?ツ，ブナ，カンパのようはものは均等樹紛のテ写体をれる。

大縮尺写真で鮮明な樹像iこ羽われる多くの喪主ミを，系統的に終燥していったとき，持jJ出与をもとにした

樹滋のあらわれ方は，次のような鍵にまとめられる。

樹冠日l)t;; iとよる桜干京市lJ:tt6 o:J祭主 0)初i

ア.針葉樹

f封冠が小さいかp または大きければ円錐形をなすものγ
J
 

tH冠はとがり， J.ょがった|よJ銭形， 主たは卵形で]貰」がj透~~i~' iL く，校iiU だって3尽きれてない

がやや荒い(例..，.，スギ)，

1M!訟がせまく卵形をなすもの，混とは通常丸い(1:;'IJ.. ，・ヒノキ)。

総抵は !'J錐形で洛3主性，;{i秋きわめて i見るい色誠になる(判 官\ワラ 7 ツ)。3) 

経;冠;ませまい P3錐Jf:芸で非常に士、Hij、 (1J ， J頁 1::，[;]:とがる 3 校はそれほど目だたない，浜町~ "伊Ij. 一4) 

トドマツ)，'シラベ，オオシラ l:_" ゾ，

制緩はせまい fTJ ß在)15，頂 Lは写真とでしばしばßI:ß ýfj ヒなる。校は4) より陪だっ (111].. ..ーモミ，

トウヒ)。エゾマツ，

ト討完まはイ\続iU1彩?とき主レてとがった政 i を持つ ({5i1]" "チョウセンゴヨウ)。

1お冠が大きく広がり， J良{ははっきりしないものが多い。

6) 

(イ)



ハ
川dF

D
 

"i:'! rjJJ:rß{平干]fζ よる立もj本立法lζ ìÿj ずる研究 (rllg~ ) 

話，jjEf i，ま主くで不足UliJ jfら また fL~;Ìj~ っ jご[1]銭形のものつ1) 

t之が t:1 lこ) _-c私f)Hi土イミ!j!JjIj な FJ鋭 CWIj..， ι ヒメコマツ)。<1; 

校力'( i:Jだたない|丹江{O~} {~_~tて" (伊1..... ツガ守つメツガ〉亡/元、

にEーノ

1. ).乏の苦3~7~rt~~b彬

持jjiまは々:った 7訟で i践活n ノυ~:IJ.のもり(7) 

w シナノキ〉。私.j j'\iが〆付税、 (J'Jで，かつよく .irþひた j立?伝ヲ、たは卵)F~) 体の/j、う〉ふなミ(ザrJ1) 

やUclカ iノトi;\己目]iど丸いか，大ざな波形または Eq-ノロハ2) 

KHè~の茨Uüが滑らかでなく主主J\少 Lザlj …..ミズナラ)" ① 

ブナ〕、とさ:としてヌ':J' t{J、 1)1 ， 2~!i山':):~滑らか( j戸1].."‘イタヤカヱヂ，校! !cli}lメしく?(足)

ミコてメ〉。!付河応J !，~:!1，けまた {';lTJ}Jf~ や1 ・・..、，ウタ1 カンノミ\(j~1 
、

(イ) 符!沼がノIJ\ :~- v-， トまたは〆人、さけれrif集合1じのもの

おJi訟は IJf1 いた 1[;;か， .干、滋1) 

く J足止に?れ λ トA ずる傾 riij (炉"，'・ γ ラカンノミ)8住J3éJJま(1) 

七 j-)flは白くなし~分岐しない倉市 j幹はおくがりと」ろまでしじ しない L例‘内"ヤマ

ナアゾ〉。

φ〉

況は 1;1)じまたは大形で斡はいc
J
 

Y
 

(
 

総滋(tF;状J3/1 いは先のとがっ 1づf~1) 

幹 l立大きく分岐し，湖沼はJjJ状(似"..ハウヲワカエデ，ヤマ平ミジ)"① 

幹 t-~t:JJ、古えしないで，樹jU(土+1まし ι( 何IJ もリ\ニJ ヤす_:\.';')(;③ 

相i丞 ))1民 Lが、ドら，または丸!jよそもつ。2) 

vrが分ドせず校iJ 1 向き‘ ヤチダモ) ., (t) 

十!;j l[f[立大J1; , F，'!lÍ/t: く 1 .~[t)}カ'1l大校コ復〕

。も冠の E'j!ーが[iJj り(作"ぃ・…ハ 1レ伊レ〉。

減。)1J珵;I)' i' i';まないで的じる〔夕日、，ずカツラ)。

ウ‘ 4ろの詰~}f~jζ終結f

くおit!Jli0) q-_1 ._~~で jJ之する

!.zが於にふJ してよ3~Jq で1.rilj ,'5 ，持:土い，ネ1)r.1はせまえ小枝が計くふLえるもの (WIJ ドーハコ

ヤブボ

校;まら 1ft! [hJ さ;と i-h ， -7:川主 t -'11 .J1;J )Ef， {j:}~L})!' ， !J\t~ ;ó ~~iYj おし \ (W!卜‘い A ヤマブラシ〉。

幹がトー長与の lところで終わるもの

7三きたr );主 l:i~itr J{j に lTi ゐ

トムノにさくあらく仰する， 1相手 111干し、 (WJ‘."弓匂ミスアラ)CD 
校利く，、技くヤ与(，~_L ， -~i:f: ば 111]るい(ドト， ブブ)/布、i

'~_ì 

'h 十~(JTがるつ

L ゆ支 ~;;_i:i宇と司会なす

J人く張った似 :;t:l /J.\ ， :t三い ;\::I 支まずい;は吟 iこ lLlコ V;.: られ，

しだし勺ど相 l くなったIIよ…の iW~ 力'). ~ メいtHj:こ [i53 かuv

jt 

1) 

{ァ1

2) 

1) 

2) 



A
U
 

p
h
v
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• i袋持iなj母校が]良部 lとあり，ノト伎は明るい(例....カツラ).0 

・t.:H冠I真に問みあり i支はH古い(例…日ハjレニレ)0

(ウ) 粋が 1 ヰ:で樹?訟は!1~ く張らない。

1) 折、とノけ主iin し、 L 伊;u.... .シラカンパ)"

2) 幹と大枝ののくないもの

① !ç.[支が長く取れ、もの

場小さい不で群生(例-…令ハウチワカエデ，ヤマモミジ)0

・火水となり j設常訴生しない(例・・ 0・イタヤ， ミズメ含 ウ夕、イ jJ ン ri)ç

② 総校がおらい(例"，.，.ヤチ夕、、モ)。

(め急lζ先が~iI1くなるが，はっきりした校を持つもの(ザ~，…シナノりο

なおシイ，カシ，タブなどの~~;~絞広葉樹はうi\'iと濃l':の陰影を!ウつ，.

侵n電ヰ:.rj'ß1t~ こと のカラー!日二六(天然色)の効民は，きわめて大きい。ただし山

岳地/れとあっては，潟地と低j 自の紅葉lζ ズレがあることがあるので注意しなければだらない。

赤外カラー写廷は，古j取H:~~Uの効JヰミをきわめMてよく表決する c しかしこの場合においても特に季節による

樹税問の変化が著しいととにü:;む:しなければならないc 洛!と矧と新級建rj の発色の r去のが (Table 19) 与をド

iこ示す (Fig.4 参照)。

Table 19. 持、外カラ戸 :ì子災の発色例

Example of the co1or expresslol1 by thεinfrar己d cO]Ol" photographs 

落葉広葉桜

Wt~}: t= iま淡えi

H~下紅

カラマツ l アカマツ l ス 二十台| ヒ ノ キ

;法 (1

淡来l

;炎紅

アこ ,:;};:: 
νJ 、

湾、 91

i議紅

淡元ミ

i来車1:

i'lJ fJ，'存:;&1~~，:とは以外写真，特lζ若手@秋季撮影のものが樹経問の色純愛を強調して判定を:存必にする。パン

クロ写真iとあっても， 谷市にの写刀、がわ!JX2:に良好なれ}:泉をフ;、すものであるが，広葉討の樹極は，色調の移り

îlわりが喜子しい(:>妥菱のノパぐンクロ:与与

iTじ.iit去II度空 iにとよるイ像象のブレのため;にと写らないのでP 特:にζ3允+む己のとが勺た粘紛;祁組Aで lは立' むしろ鈍Jj'jを持つように 14え

る場合がある。

2 熱帯林における樹穫および樹種若手

?魚崎地方では一地域l亡生予言する樹僚はきわめて多く p こ;fL らを乍j 1<1と宇とするととはj誌とおLftにおいて

も，きわめて間部iな幼合が多い。

;品去の報告は)多くは?写真上より個別に出掛の判定をおこ江うとと 11 ， 特殊な/11'1 立えIJ，あるいは特に

Jjcí.ーのものが群溶をなして'と育ずる治合F 特定のfi~~ 憾とい勺た協子?を除いては司、1;\せであるとしている c

過去の報告において ， 1if -R}~: とより判定 iiJ(j~ と ðれているものには，次のようなものがある時l"

t レベス Anthoce戸ha!us j'vJacro�hyllus (PAl)MANS 1951) 

Com�nosjJerma sp. 



c:: ，j" J)子 J?~ 手1]汎 lとよる君主f*詰.\1j~'f:;~却ζ 段jする n(!記(，[， r/i)

インドネシア Kapur (Dryobalω10þs spp.) (HANNlBAL 1952) 

M.angrove (Rhizophm'a) , Niph (Ni�a Fructican仏

Nibung (Oncos�enna fílamentosa) , Gclam 0\会laleuca sp,), 

Sa誌o (Metγ0九:)'10河 spp.)

ニ r ピニア Agalhis, Araucaria (A. D噌 BOON 1956) 

タイ Yang (Di戸tn刀carþus alatus) (YOUNC;) 

カンボジア Di�terocarpus inlricatus (ROLLE'r) 

ゼイロン Hora (Di�terocar�us zeylanicus, D. his戸ùius) ，

Thin坙a (Doona congestifio附)

アフ 1) 7'J Silk cotton (Ceiba þeηtandra) ， Umbrel1a tr巴巴 CMsi持ga smilh劦) 

(D. ト FRANClS 1957) 

スリづム Babo巴11 CVirola surínamensis) , Matakk� globilifera) 

(HElNSDlJK) 

主E 官['jギア}. Mora (l'vJora excelsa) , Morabuphε且 (Mora Gonggrij戸ì) ~ 

Green heart (Ocotea 川liaei) (SWELLENGREBEL 1959) 

~- 61 

しかしながら主主将地方において，綴済的利用 {[ii11誌があり，そ必裂とする特会奇術?売のうち

1096)乙:ドの穣類でしかないであろうりしたがって， 写真 i二からのわ科、hiít: iごついては，何日 jの様ぅ況の :VljjI::

ヒ:')，有斤!な tMl'壬が !t:lfif する可能のある忠弘吉容を平Ij'と寸 íl' l ばよいことになる n

存立E 上かさJ桜子主しうる fM滋鮮の~J:1J. {.む きわめて多くの昨夜する樹Pl'Ci)LjJで， tむこ詰必，jjヨ腐を形b立 L./ ~ 

その地成‘地況に lもじた世話絡不h\lt正で終成芯ずしるもののfまでおり， iFjh拶林 lこ if し、ては， これらの 夜級

以上?と成iえする沿線が，イトn樹1"\1 ljl でf!!Jil .1 の(す1備をおめる害!J{~、は)\::: il;lt~ ~ど J ちい J

天然林においては，樹務のr\:j :Iよというものは;たして不倒lll!，保統治IJなものではない。森林1.-地況の

tC}必じて ， ---jむの範聞に i汲られ大ものが![:.f'fするのであるγ

がi，;討v林ぱ)林NJ.(.土地J或と ili' 11可分，また 7J<~'災状怒にきわめて幻品、|潟iむをもつものであって，十Jj':fi1i ， +l!目前ぷ?

の判はまず〆rkl，ト ~t;! i!)分まJjがなされノたうえで，それぞれの内犯でおこたわれなければならない日引佐川、の

森林むの分については後;主'‘'一， 1証一 ，.-i)ムる工、

林 ζよヮで休地が分〉とTfi~ れたとき，その内古:);.とおし 1 てイHI ずる可能同のあふちのは定まっているもの

であり，その拘間内でのそぷjべれはよいものであと 5ï) に

会政治体地減(J);~}、，t)，~)月こ nrnNJJ訴を YL;i\T~:t'， (を杯 γ\_?にわたってr\\滋するものもあるが，平子れら

?ぽ之よ~1泊~Ñ )i応:穴l ↑悦4史幻:汁lにこ i;~;; 

封封刈IJぐ!、グhL 1也ヨ'J; ，~:tt;ül，[もをみとめることができる。

;~*lÿト内;こ存〆ヨると予11.\されるうおの，どれがその勺: tt，~ 上Jご J11現していぶものである fハ，またそ

のがはどのよつであるか伝子祭ずることがNf\:1+1汗?ぺ?のねれ判定の同様げとある。

rq':; 1ーからそのよりどとろとなる ι のは，樹穏に J:43 樹c:付!日J/ti:いよÜ ， お L びそれらしつ交わり Jj-(;あ

るコ

樹 j己tj~(，土 i主将n司ヂf cJ))を"cl了よく 8オが，制については波注，広葉，あるいはj):.~ 忠告さ件， :JK蕊

:条件に k って変化Lがを;く p 乙(:(じ しばしば:季節 lこ保Tよくのゆ1れむこみぺでも，イミ*P!fliJ な I[了 Yb!'H'tをよ'r:
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す熱帯地方では，きわめて不被災であるとされることがある。

しかし類似、した私iJñlUtj， n告の相違，あるいは特定樹瀦の発見には，それぞれの色調と，その交わり具合

ば家主Zな姿7設である。

必f冠のìßうどj引ま，熱;Wi;{本のみならず，すべての天然林において林分締法を示す有効な嬰棄の一つであ

り，大別すれば，均等混交，塊状主i交， fiJ1:1た混交，あるいは地質土j組舟Tーの影響による亨Ij状復交などがあ

る。

乙れらにより，森林mr討をさらに分溜していけば，それぞれの樹穏訴のうちには，次のような普通的な

併号室形のあることに気づく。

1) 1:慢性土壌， ìrþ稿!穏にのみ出現するもの。

2) 1) と混生しF やや乾燥tt平均にも出演するもの。

3) 稔燦性地併にのみ!I\現ずるもの。

4) 急傾斜地!C多く現われるもの。

5) 告石jØ]， iど出現するもの。

6) ý:泉地帯〉河.~， !日PJJ末にのみ現われるもの。

これらは， 1~íJITi:~の林主主別に存在が予怨される樹穫にj蕎ずるものが，それぞれの股t去に応じて分布するも

のである。

写真とで切らかに判定しうる特定の樹滋があるときは，た正えその樹穫がなんら wm発 Uc有用ではない

ものであるとしても，それによってその樹2問と 剥:会与を形成する tM凝併を ff(!，いだすE主要なお主である。

3町樹高綴 i!lJl

1) 樹;誌の測;立

樹高はどのような場合でも設姿ts.森林の測定問予であるつそれを測るととは測髭分野でのJtï{~j測定と変

わる Fところはないが，通常森林を対象;ごした場合は，測定期の器材としては筒r~{な視差浪1.1た~~~，あるいは

視薬撲が 35送使用される G また，完全に地表が総冠でおおわれている林内の樹高ば， ìîlJ るととができな

い。 測るととのできる木の樹高は，滅寸;し?と外、の太p ああいは材、縁のヰこにかぎられる。しかし測定木と対

比することによコて，一般に目的に対してはト分な精度で樹高の位が何られるのが常である。

樹高の浪Û 'i:E (O土 3 つの慈求。Í:IJなん司法がある。

それは

1) ~i.写真で太の根フc と頂点の伎のズレの長さから測る方法。

2) 1 対のZE複写真から格、fJ買と根元の説書誌を測定する方法。

幻 影の長さ?とよってif\Úる方法〈

またとれらの数値測定やその他の参考となる資料や知識によって，判定の基準を知ることにより立体像

を観察して樹高を比較仁i測するととも，有f{}J i;ょ方法であるの

測定の方法の締罰については街、閉会すろ時61)65)担)。

2) 樹~~誤Dí立の精度

fM ，ú;の ~iÙ定は守般の主主夜illÚ~まにおける様高測定と 5毛なり，地表と秘]氏のよ七!日μ!)測定である。玄たおìj応器

材は反射Sr.11'鏡と視愛読.ÚJ1.二得をn戸別として使用し，写真も測定機械を使用する域住?と

定がおこなわれず，近似的l乙再現された様苦裂を使用する G
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，g\j-/H測定の将i交 h~ 1{;~容そ JJ J:lまま繁栄のおもなもり F::. I;ま fおのや!説i1iIJjとにおけお滋ィと同様;こ， !議)Ï:f.t

料， 1J:xa 羽;'IFふ焦点D[~ 出~~ Jf&怒作会1]，制 5l，林の総i払 illi，Jf;:，手伝と NiK'Yであ，特にtit;ffjù!.û í、Lを

臼 1IヲとしたどJ合は，イfまのね泌がよく答i~われていなげればだらなし川紛rv立政の判別 L_ 別立をぷ: ;;:~).}1Ä J;) 何段

を/しおする:か《のものであるのほ抵の \\;1械にあっても 1/20 ， 0001}:rn了は， 1m 以ド ω ものは!とú在fi判ノIど

がしにくいと fbJ，保 iム tJlfïC{Îにあってもとの勘九、は) H~~千五 1m の樹去、[烈分以 i の tP{[H:l(，む lC.litひととらえられ

ているか，!:"う;ふわふ、らないっ

âh=(Hfb+4戸)dP のおG2(~: 式訪J出)ミモって山\iJI.lií主任おとなう i話 EバJタU?ごと勺℃見才しば，樹立石三日

j幻:t II. -1投影 r\':i Hふか写'ß:~:1;\総長，ぷ戸ノ(~~O) ξ れで!;!")のぷ1\えずの紡伎がこれ/";メ1引ける。

または 3 点 υ!lt:íいよそJrjl，、ど;t~;:d"\言るが j J;'~似

i.n -tìF{ij' 疫， (H)の測定以

'1~r~1: rÆ~ ~t~;何度 'C デJレ内の燃 r~dJ 0)句!られた 2 点，

iとのらlfTヲまたXI~ ?fi~ };~'(の、信棋を祝戊J11; 安からでな<， 1!50, 000 J1I1JT.;;i'i':iJ.ノ J: しょ:励会は

( 1 ) 

j民ぺ:Y37ど前後のふ1 りヰ~:認めねばならな t -., c' とれはiI~U人知こ三月号Jノモ汝すものである。

し、 -C ， H.] 100m 古íH去の]J O絹:ζ方自治づる ζ14, OO(Jm ,,: ;~!l 'n~' ~林 l~yjglf~: tこ?ないり才

t!,?: ~~~ l~' (i1 þ) のìJj!Jj[éぶ(2) 

ゴ
ム

寸
f
T
i

rらf:Jt~rfg:の紅~:: [ふ こ ，Jþ ィ子悦

ずぐ'1μJ

r勺コで ， J手:の tì'l ~iiri の殺がブ v 乙ことに上って/1 ずる 1針演のボヶは i 樹自の

となるつ 1 なわち， Fig;.16 において。といわれ，

シャツ布，..-の rJ[4き始めのときの太の A でおり J )Xl じたとき

モの前後に:Yi "-".l のポアたとすれば， ;!討?霊像 l 主主、i悩く，がBであ

シ十-，タースピムがあるのノ汁ic~;"1;授の j定!交を 300 km!h (83.3 m!sec) , 

し fこが---，て，i" 号i: 1/300 秒とずれは， A13I::J(:コ尽さ;ま 27.7 Clll で乙ちる。

IÓ筏約 8cm から上の湖沼役 (XCI)部分〉 J丸たとえそのヰ;がいかにち

1訟で，はっきりした松討議をもっていに〕しても iつ m うでない υ アオし(主

フ2Jìちの十二ほど大きし、。 したがって，よ:?)êil 守之、 tM]頁 iとおどるとき，写真存立で

~iとなるおE容認できるのはアの[守山でなく，1'ノ，)' t:はさらにそれよ

ぞれが!t 9'る) :18表のfIドバ{できるのは反対に (;l.J:tやハレーションによ(てf設がイミiNP iJ j(i なることがあるの

これらには俗人的傾向性心部だと!必然H3:l必の i:j~ 考がある。

泌総長( b )の測').LK%/::( :3 ') 

:ún'，冶写真乏( b) (;t，扱 Jlt~J~l線 (β〉の写真とのjミさで求められるがp それが üゴしく B(刀H) iC 

なっているのは .1'点と鉛 lf\点カ~ '~2{ している JiJ~ì子?である。写京のj滋窃f~(定がねなわれずをまた( b ) の

じた:~~y.()] , J:手 VTぷ車!創立lと心 iと ;t/ょが伎われf二 iも~(l' たとえばカメ?に 3必のね1 さが t<<ii~~;)J rr.1J} グトな

l-RmIl~~ !l n i/)去さより災く iid られ， }[" 3, 000 111, B~， 900 m であった場f7p 湾滋JfJ :.り:反で{寝台のないし~-^r守

ir 1.~ ((_ (J. 

b=lJX 一戸 900X 210竺り:r~-=63m111
H 3, OOom 

となる Jj':， との13Jィ下，ま
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b' ロ b 十 tan 30 x 210mm ,."; "74mm  

となり?もし附写宍が外側 lご 3 0 ずつ傾いていれば問機にして (b) は 8:3mm となる。

とのとき dρ が 0.4mm と ~U られたならば，傾さのなし、写真て、;土 611 口 (3， 000/(63 十 0， 4))0， 4"=19同 05

m (~tMrP.ïtま ìM られるが， b ，=74mm のときは 16， 21 m , b=85 mm のときは 14 ， 12 m となるの

寸なわち ， ~r:10 に大きな誤りがそのそデノレlとあらわれる。

とれらを総合して結J I'!'i;il!lJj立の誤差を簡略式より求めて見ると，

dIl~ いより 日ペグ sb+4fd+ 一?叫
となる。

いま b=150mm のとき

w, p .ITl b の測定:とめの'urr~ りがあったときの桜山J該二言)lR: MH のlll~ は p

80 O, 5mm し Om士n 2圃 Ornm 5.0rn 立1 lO , Omm 

ちdIl 8cπ1 15 仁111 31 cm 77c立1 1,5 3 cm 

となる。

同様にして節 2J良より，撮影高度 H の測定に 'òH の誤りがめ勺たとき， 6p=LOmm i こ jりする測定誤

jç-,: 3.::1 ρ は

もH SCrn 100m 

も.::1 þ 28 cm 56cm 

また第 3 Jjえより樹うの1見交測定;こ ðdþ の誤 lつがあ勺?と 2 きのtMTfjの担11 :JË誤を 8dIl :ェ b"" 180 rnm , 

H口 5， OOOm のとき

J，み~ 7-(_ (,::.. -';0) 0 

8LJ 戸

�lI 

0 ， 01 ロ1m

28 cn1 

O.03m_n1_ 0.05立1m

8.3 CDJ 1 cη1 

いま， 一般的;こ考えられる:;iB iIf'1として b の況::liOζ1mr況のど1授があ lノ)， Il (.1)測定に 100m，視差差別

定 i乙 0， 03111111 の誤りがあコだ 11去の JJ=, 5, 000, b ", 180 III m 0)写真では。総合された結束と J ノて泌75測定

~~i!~~ l主

ðdIl=y'o， I~21云干0 ， 562m ト 0，反応デ，=L Olm 

となる。た t:: L この場合 b そのものにはがJ述の傾きによる誤授がないものとした協合でおる。

t.ii1，廷の測定 iどは焦点~f:i:)i;~の短いカメラで線量三されたものの方が9 長焦点カメラによるものよりもたきい

視ji迭を持っているので好都合であるが， ダT， 樹影;1: -c は短焦点によるものは~ ]}~ i~l)のズレが大きく」巳

惨なy伐5GN:ìf1tを i~1と λヒしにくいととがある。 jÿ立が鮮明であれば、 fltH 

影ìtによる場合のtfが;太夫 V\C 最もよい影の!なさは認の半分ぐらいとされている。

袈するに1'ijf(~ぉ測定の決術とは主とし也て，正確に初演を判定するととと， t七=表の依践を筏認するととであ

~!。



":'1 1 )1:写真 によると践する研究 (it1 nﾎj) 々 65 --

事iifJilが地〆，'z ノ公:年f会 lと被穫している紙十字， ことに Jlli :J L~\'(-変l乙のある林分では， :[j]l，，/ノをだめるこくl がも

っとも困撲なととで‘ しノいちとれば「樹 s0) !~~j;たJ などく\呉な J79 弘前 lEできぬ偶然訟1t(DJJ.\'fl7Çlであるつ

この何者にとってヰ n~iftlJだの;込純正?財源含到 iィ;~ぴl1h ぷjする知ることに上勺マ，汚名

び) '[lU tJ'fí 応力会J込反するととがifl 主主である〉

ふれ?のス~t'l-IJYE桜山l土 iC} 'l;!ç. iノ ま 7 こ\， j: 卜泳、Vy'! tlt{:; 0) !'，ù としナ J三~， ::/)色才[_. ~ 乙 i: ら l 立をの外;ケ0')

地上災訓~-y.J汀謝肉? ま土;立滋ノド:平均枚jおくl ゴド '1;1れとし、 HJね47 ノT"--9" jyi. ， をそれら合計Í':i1 3 �: 'i)- ること

ぱなし 主 μ して体主 1<う?の二作成するの:ひ汚いられるものヴ3S .;) 

4, 総主主疎EP;皮の測定と判定

校Ijff続J7肢の訓>.E.

品!í誌の政密度入企役lご十日血友絞殺皮で，iJ\iJ られ

{g，; lFEの被援t!主ーは茨市i :tll (，と jせして筑後によっでおおわれた HIJ，;J"郊分の7f叶;山f!l合をいう、これは写-t~~l~

ユ之:'j:Lf人主党ずるごとによって， 地日読売よりも iE市なよニ07~告すると止がで るが) 3.]益広ん、利てそもち，ゴ、た

鮮明な!写主 L〆しなければならな{() '_)総浪彼滋!交のわiJ ，;i: Ll ，道仮に印刷されたλL柊ュによ勺でおこな

わ10;;) ブ了th も lえ".，.)入 史として烈!パられるものは，出冠五~i'g'?IJt板との比4えによる [1 とであるべ

写が良好であれば ， :):tc .fいえに J>oて林:J't* ぞがく読めるととができるが，ノI ，MJ乏のTf.JT 宅) ~'J 

;ノトラストの強い t浮誌で l士， ど♂れが不 !]íj り主うとなり》 ilfjノA::_t， c刊行しやすい。 1/20 ， 000 )ぷドの小指\，，)ミ:1'5:

交では;fi'j )l}~ f土務しく低子するっそれは像の鮮明[.8:とともに樹影の尚子んにJえずおものユ，隣nぐするイぐに投じ

ているも 0) との lぇ別がつき:とくくだるからで zb るつ

2子主主判人!2Ì'と ItF:~ ゐ 2: ， j也 L誠 å{u:(の彼後 t0~(ま 紋iζ ノ))iJ.. くちられる傾向が喰いぐJ

結訟の波滋皮込科積 iこ大きな潟係そイずるふ↑'~ :J:トでは，その土潟市立とのfxl巡も大きしトヒ

;問li:での木本分持;皮とじくよ心不利ぷ 安江波でらる υ しかしう こ後穏:ム~(土必ずしも {f;:0M とと W!] す

ものではない(後~E)o

多くの樹障では，丸1)総材z{， jl-';N;い被0iUえを持ち9 正常~ir ，:U{そ持ったよ1:0:隊林 iム j亡絞 fドJ;と iばい被援lえを爪

す ζ とが多い。

n'¥ 
.:::.,_/ んH謹以(密皮の測定fi_T~_)[~'

写真観測!とよる樹JEl政-~-~イ[ちはラ よる機倒的制を除いては，勾限によっておとなわ

;11 之、 o (二 0)判ミには平íj;b!c;誌の経験.熟春日などによる心双山]なれザuが多分に加わイi ものであ 。実験ωが長

によると~ ~火な!本分は潟大 iじ とさわる傾向がある ο そしてこ ら (JJ ïí)~λ初Q.:1:Û

(C D S) 也、イ:J~!TI したその効j誌は熟練字;においては辞しく認ゐられるがp 末終，\j~t ::f.j^にはほとん Y み

とめられないむその')D\Ç~例 9(ì)会下記に/れす。

<2 >

よメZ
，之

卒、|句

'，b!( 会7::1.〆
i'IJ メー一日

が; :よ

5""- 臼5郊の 556 防の対礼t\被援L~:;.t::ηょ「 2 fli烈， ):~Î56 G;枚 lH

アンダム，c~ÍI:ぷj っ

4 名

判定対応の分散分析Jえは Table 20 のごとくであ足 。
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Table 20. i'M7訟法fËf皮判定結果の分散分析表

Analysis of variance of the crown d己nSl1:y ínterpれそlations

空交 variat凶:10日 d. j，、 ss MS  F Z¥lS tとより捻?とされる
Source パラメータ

絞殺 j室%関 (D) ーJ 只V 22 , 641.8:; 1, 257.88 78‘]本ヰ 。 ms世mJ'D2

判定者!?望 (M) υ 勺 2, 889.62 ヲ63.21 6 ・ k一一 ~ミ* ぴ2十 .'5UJ'Yσ"UD2 ト5ωdr<J'!vJ2 

j法準板 rï1m n討 (W) 123./0 123 ‘ 70 1.3 。.2十押1STσ移TD2十 msdr{)'~V2

C D S E fm (8) 429同l.iO 429 ,, 40 7.2* 同十 mwrσSD2十 mwdr<J'S2

JﾌlJ x D 8. 047. C9 J"ヲ.02 ぴ3-'ト swrσMD2

路T X D 18 1 ，己7S.98 9:3.11 ポ{..msrff 'WD2 

55 >く D 18 1 ， 06ヲ.30 69.41 σ2~ヤ持zv，むγσSD2

子~rror 1, 520 24 , 488.33 16.11 ぴ2

D…Between density, M...Be�een interpreters, W…Between scale, S... Between CDSE , 

すなわち〉

1.判定者によって， J.品少あるいは過大に判定しやすい傾向の設がある。

ii‘正ぷiヰH交によっても正確 01ζ設がある c

11.¥ 

i 、ヘ疎密度の 90llDrとおける判読誤りの支をは大きく p その判定債の傾向は iì1J izちのとおり iであるがp 各判

定結果の平均磁と Fig. 17 に ïjミ-dwc

との[YJより次のことが~il られる〈

1) 張、;十!jl[i~ 1096 の点止LÞi，分では，約 Gお jlj'く~~'&Jc ~ c. ~lj.IJ ~dごし， fiO弘 J 85ý~) の付、分では 4--'''./;)96 iムく i極少

:こ判定守る傾向があるつ約4.0% イ、; .�!� (立最も ~!M. りが少ない c

2) 遜;混じ き íí!j 20.~.75% までの|習は，ほとんど等しい判読誤差のう〉散をもっ J

3) ζ の結果，各%均ノ、字数の資料を判定した結果l立 30..必%， 60.~.80% 付近(C Ì!磁 1了、な判定i目立が多く p

判定値そ最も fæ~ :~~Eな:払および中間からさげる心資的現象がおらわれるの

なお疎'，1'，')主:絞をtJ:m しだ場合。未経験者において的 ITl滋 7196，分散 3凶 9% であったものが，総験者、で

は?の中〉午前:奇人分散し 5必のが1 りようなさをそ力、 L，経験者に:行効であることが狙われた。

自

b 

2 

立

。一一-，竹哉、J釘

b 

ム呂

F刕. 17 疎密JJ'L判定誤/.:r:ーの三均1i.主と分散
An呂1y818 ()f 1:he crown del1s�y intcrpτ日工[ttions.

5. 立木本数の;ßIJ ;tË

比絞rn間人訟をが少な

し 'Î.比じ{直がえられる。しかしながら :Ij: yt-?~~

観察しうるものは上層の樹冠慰安J\)1'午ってい

る一六の像であり，半日犯しうる単位rW被、~'J たり

の立木本設は， t溜必j冠閣を 7t:-r炎している立

~+::本数についてである】 おû'1:

/K iとは A般にはいわゆる:1'.林木と院林;jてのλ:

~m分が含まれる場合が多い1.16) 。

Jふ分では干 [二]渓ゐ苔腐のよ/~~ J災ぞと ~11 ることに

ぷイて下水のJJ\i兄そ{限定しうる要素は:~~レ

が，}&伎として制定 041 うる ií.木本数 i:J:， '4 
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白
川u

'
~
ι
 

い
ド

/
E、森林♂;pzjjzlz二:返するι ，こぷ

るごとそ即決!とすればs それtJ; L:ì'i~/I三本放が I1{ú犯で主主}条件とじて"ぷ

'-' 日十三の手:~1仇よ湖沼阪、持}l庄が 705セ; U'Fの均台でちり、 また:t~rßf: ~J;~っても +)}V大きいとーとが必鋭と

ζ とど人、のよ弘、j' í土 7;3ンイ以上の NJ ]Ci'~i~f? l~rノトもっ、でい GJY72q:7Je誌がらの丘、立木本数のぜそのもの

iま‘将;立~I -'~~:; .'f_~ }~{ 3+~ff: ::{t~~-~'}訟のf-:でJlZ りィ}えし、三i :Ji:. 誇えるヘ繋がある〉

主たごた燃 tと wsの技術 ιfょく数111\ l;.~求められるものケ了氏によるノベ数湖沼は，い "/p.にも~~おそうにはわれ，

戸;見るがすそ才Lちち iと j本分をさきjl[-t る慾;名 c して ifilli 切である λどうかは;，:}iJ]{DR立であるひそのEE r:fJ ì， ~t!J泊

F.:写!.む写 J:のて人jで数えうる Aこの不治どは i;i::t l~tーがあること、:~~tJ:t{ では;1このJYî J!まれ

;人しておil肢となり 9 矧擦のtF{立 iJ:間々の\王子でなくて感触でしかないとと?ある。

人Jふト(.::おし、/ ける:ど敬仰i で lふ l! 20, O(�O .TJ (i; J 。で，え L え ~J) 1. 957ζ''JI{!;{!1 しf?こ却~:_)iì'ご

立イくつに?主呂OO jf:. iha 仁の体分では，ンL擦のメJγ(0'ζ 関係なく〉 ほとんどは二本て松j;fJ: -'Ð:~ fl，)長 so%

T~; 訟でしか読みとれず?スギ;ておし h でもほぼ [\ij械で1，000 l' / ha 以仁の々、分で

!こっ'.'て数えられる 2fT;' との，;jq;-えの {LJ はふズてとな上、101) 0 
Vク}ふ

つ~_. '.、) } 

また 1955 寸'.， [JI烈[，投下で}[悔したカラ 7 、、/人工;，!;/t( CD iü\1:1i 1ü1. il08、においては .~lよ手:条fl も不良であった

が:300 -1、 !ha I;LI となると~ )l~)与ょに将[む;t ii.L;ごしたの

ば， 1!20 ， OOO 約尺子廷でI，.-:i.> 1]ゴZ 乱〔完了立二イぐ乍えとのスーγ!:.: ノヰおふとカラマツ

くでようぷハ

Table 21. ;lと ßÝl~Q) 立/ト、本数と:1Jt:~測定ュL氷点数この店主]係

1'h8 reladon 加nvee日 no‘ of standing trees and th巴lf

的日asn工 nn巳nts on aer.�al photograph" 

(1'abl� 21) ま次のご

制限係数
γ 

己再

写了討尺が l!IO.OOO'.l!iï ， OOO 止ノJ三

う iこな 2301aJ117:が見やすくなあふとと句み、夜;し， 33 り:ウf少なく/，[ i! 、からであるの

写ß\ よろ本 Z去の紫定力ふる般に:;H，治 t5 やすいのはいうま戸あなし/]、さい対パ、低い松竹j 岩

見終すのに原[認があり，まださによる f去の矧 !iJ]芯むいにもえさな涼闘があ

くなオ i (1':', Jl主主主 i誌は υ だいに廷のオ:とよい相関与亡'示すよ

iリj りにうな 11]形訟で!校生している林分であればp 小総F2. 心ヅJJ1:でも EJ4Jiな本数"(''-::読み壬ることが可引き

;ら c+ 
't) 

?ζ 王、 vとる ir~ ， 受役したアワ) '7 り

うのが点本fつであお。ばれ土~hむ，~U 主主 i fi;, 'ì]: !iI上J
 

ンプJレプロット

ヲイト ;r.-- ブ.i~~.'()) ...t~~.でそix: um し }~':r~l明絞/:i: JJ. :rr:ζi投ねて，IX: Wij~X:(示、入れるよr:-"，まだはγ のきが

:主任

含んでいなけばならな(: � r_;，そしじ íJ --, (~，ぎるプロッ!が λ:主主主本v 示さないのよ口!淡に，さ

す'N之，ブロッ T も主主定び)効添い。ただ

ζ:(L ろのプロ，" トシD大きさは~~-ÞtI <も 20.<.)0 ;;r~l立!の裂は〈カ) 9l!.られt乃内部のものや読み J

ブロ吋 1， lt}; さく

会主 ζβ〉プロ y ト選出のーぐ:のノとして) m~/}，;を渓ζ>t そので交する一定の fえさの 2iíヨ絞iJを i}! 

したう〉で;ふ

なければfj，:らなし~
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き，その i直線 !lとかかる総冠を読みとり，とれを測定h'iとする )J1}: もおとなわれる刊引ο

次 tc〆考慮しなければならないのは地形の変化，土地のi高低による縮尺の変化に忍づく写真!のプロット

の大きさの変化であり，その補正宅、おこなわねばならないの

よMí司被援E芝の測定が，均ゐな構成状態であるが個々の樹51まそ切りように分離 おしγc，

また rjl小fiíiíJミの写 vLによる測定を行なう場合に有効であるのに対して， iお冠本数の測定ば， 1'1 1以J'Q)布告 r~

で.fihl冠がよく区別され，分締ーされる林分， ことに不Y0] な過熱林分では，体分構造の主主主主と

fIiIが得られるととが多し、。

写r4測定による \t-;十三本数ば，通常その林分の ha 川りのfü'[ として;ミめられるじそれらは↑i\11の iWj;.与問干や

材 fñと密接な相腐を示すことが多く， 11正往の尖験結果には下記のものが説われている (Table 22) 。

Tab!e 22司 写真測定による立木本数と仰のiJ制定国子との再選係

The yεlation between no. of standing trees on the aer�l 

photographs and the oth己r ♂汀leasured � te日13

tÙl域 tM fl� 
Local咜y Tree 8p. 

山梨l(] 東山梨郡
カラマツ 人工林Yamanashi pref. 

他の国子との相関
r. with other item8 

担
勺SL

K
A
n
t
 

γ
A
1

十

内
乱
-
一
E
P

、
A

一
川
む
鳴
っ
ム
仰

向
む

備
口
氏
一
m

A下
十
ρし

F
んλ
4
a
ιa

 

E

d

M

 

-
一
件
川
小
$
レ
ハU
W
J

q

u

?

J

 

A
U
U
 

突
す

I! If 

ル;完正面積fì*-!~ 0, 605 

材絞 0.8つo

M 仏 860

11 0.831 

平均府n五夜径一 0.933

土手均樹尚一O. 日以〕

材、機 -0.876

l ヲ58 !~l総統要城天
・l

w

県
…
叫
が

悶
L出

品
郎

If 

スギ 2幻lr~30i年↓干ド"'イl

11 4引1~6ωOえ今1マ三F生士 19 ,56 !I 

I! 11 材綴玉医

11 11 ?I 1/ " 
11 1/ 11 11 1/ 

ζ れらはし、ずれも校、オ玄関，1'[のサンプルプロット判読の 1üa、であって. !ll いられたプロット数は 22ι100 の

間である。

なお天城地方スギにおいては 20 句生J2~1ごと 21 年生以I:~こおいて 2 鮮の異なる佐賀が現われ，推定

式，相関係数ば幸子しい変化を生じる。とれはr;1H文、そのfむのj泡業によるな木ぶ数の移動警の稲迭によるも

のと思われる。

6. 樹冠夜筏のj~IJ定

空中写実によ 地 i 調Jttよりも早しまた Itl )2"j:. の縮尺でははるかにiE彼に行なう

ことができる。しかし，写真mV ):È市i は地L，lfijJ交の数僚と l白J妾J:L絞されるものではなく， 4~~J:.では災 i~tl し

た細い校条先端や，険、援木樹冠との J重複ßi5などは測定できないので， 般に地 1:.:i1¥Ft1t 11ili:よりも小さく説わ

れる。しかし，これはかえってその泳、の持っている設内、宮市jの判定を可能に'するので，干ノj 穣との関係を，1I由

自在に力~-9{tfi rÍ:íJが多い。

写真{設では胸潟;立径を限定することができない。それにかわってiNIJ正しうゐ因子、として，樹)ci，貞径がと

られることがある。樹恕wH&は疎開したìÞ\Z .5}~ すなわち矧々の立本の桧j;茂， 1，'立てきりと写:ÞtJ でも区分で

きる林分や，樹高の斉 な .f/~分ではよい測定値がえられ写ずH1積表の閃子七千 lこをとわれる。

j古Hば延H壬はどのような方法でも測るととができるが?一般にHl L、られるのはウエッジスケーノレで写 f刊 l

心からの射線にn![角方向の樹Íai¥1fi:l': 0) .ふたきさを測る方法と， ドットスケー jレ の点を像の i

lとどたなと当てき一致した点のxきさを読む;店法とがある o .îl.氷水数の場合と|可じく線尺の補正字、常 lこ心が



til1, L土
Loc乱lity

リYla梨1111a11ndaとsii}ii雪i 印pr日ef. 

1) 

んF

ZE I111写叉王IUIlによる森林間c}手法!とj対日ーる研究 (111Iﾌfj) 

Table 23 秘j包1すれ3 と{むの測定L可子との粉関 {5f~数

Correl乱tiOIl coefficientli hehv己忠良 crown diameter 

al1d th巴ír ì1 日ms shown in the table 

l匀¥ Correlation coeffic福nts betw関口i 
sp‘ crown d�meter and items 

shown � the 

カラマツノ\仁科、 JZlu木111日材前九一O
0.741 

1/ 
Ú, "j(本 !i1k 0.791 
No. of tree 

州[〈 t 川 i 川 Yト 1LV01オ1l\IMfd 続 0.846 

ノ/ 、よ点本数 0.81.15 
No. of tree 

ノ...-.-. ‘ i にパγj 。.761

0.72 

けねばならない。プロットリコJ:ili;_:ヒ，そのイ忠実!出方;1;も問機である。

一的一

(;Nj "!!j 
Remarks 

19~)3 昭30 ;仁報

/ノ 11 

i 守 56 :ijq~ 

11 

1/ 五九fl

1958 1/ 

といキmまH主H:i?，;.;î::r年つア]ニが多く，て:f: }"，こ皮~ j.'L木本;数との相関も大きい。したがっ

て，もし林分が樹 II，'J 際) jj.H~ W.~ I\tで x分されるならば，討3ßWi係による区分はご次(:tjfとそのなかに低まれる

~~-d':* となるのが j誌でおって日ぺ乙とれを jl[( r:Jな !1;~ ~おとして使用する J~lB .et は，

1) 1:. むのィ.î; If,ll ;12 し世場合

2) tJ;J 1:';;指ほう上ができない場合

3) ノl心情(íJミ 1]: 廷であって tL木本紋が t く矧測しうる iLifT

ノ与にかぎられてくるであろっつまた紋そつした天然体においてもヲ俊勢木や一定{主総)1. じのも 0) のみのìJUJ

;長々を行なうよ見合，たとえば主主将 Iム葉樹泳写で;士有効なお11)定要系である。

よ{と|五]，北万系 J.t::i転倒 lこ認して M司J. FERREE は j0.r y くのfMfcl阿部を変とする写真材積ィえを作成してい

る耳、 n

また， [;:7;1 1. 1こ実掬した 1式総によるがi 'V:には次，&ω ごと子支給米を/jえしている(樹元;E r耐えに扱1kiをしたものを

(l"L�')(Table 23)" 
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m 空中写真による森林の類型[K分と整躍

五支持;を王子主立，務潔!ノ?その様成もそi)ì~を ilけらかにするととはi必交の法本的手段であると I で述べたが，rど

のような分類型の;l;hl殺を52めるかJ が第一の課題である。

目的と，妥求きれる精度によって定められるものTおり，ミ;t i::_ 1:子廃条件や I 程?経費 lども

左右される。その分類の主主系は ì~fJj苧で述べた写真'1'*においてもっとも効ヰ〈よく 9 またm~ りなく求ぜノられる

株分構造や立地主条件の繋[ばであり，向日告に紙材、の経営や管理， f:\出店 Lの単位として，lll裂な項目 -C2わるもの

でなければならない。なお区分におたっての主主ぷ的問:liT:!として玖り扱う山積単位，すなわち，林分の広が

りの最小阪商Iff\~Mが稲作、目的によって定められねばならないο 森林を写真によって約分してゆけば、つい

にはtþ1.木単位(，ζ アよってし三う。そのような限分は大総jそ写災を月日いた池上作業との結びつきの;見合;こはぷ

受な IX分ではあるが，般に森林の波紋し lは広がりをもったが:分としての l{;'伎によってほ分され，務滋さ

れねばならないο 必'Jl' J;.U の結!分イとはむしろ効不安低 lずし，さらに絞;~:cT) Biヌ毘と jなるものであ(て3 ぺこ

~\f~J査目的iと応じた半\IX芝務皮のとから，また作業工程のとからの効率的伝ぽ分の蕊準が;さめられねばならむ

し、匂

このほ分判定の結果をf市f認し，補丘二する作業 11今一 Jコの ill裂な認Jみである。

生宇主~H又分の !f}図としては通常

1 。 天然林@人工休

2. 経F窪および樹滋;Wf

3a 滋交割合と滋交宣~)

4. 樹j琵 i副{lJ ri'立

t:' HJ. 由、昨i
L九'iCfJ 日j 陀2

6. jM冠王~

7. 立;永本数l濡

8 , 私j完En~t篠崎

9酔その他

L 林怒区分の基準

Natural and artificial forest 

れ白ee sp. and their group 

Mixture percentage and m�tllre type 

Crown story composit卲n 

Height class 

Crown density an.d its type 

Stand densitv 

CroWll dìam巴t色r

。ther

すなわち，図示すれば Fìg. 18 のどとくでおる。

2nd.step 4th.step 5th.step 

人工林一一工樹濯 'w 7，.j. >t'!1 合 “一?ー富山一一占即日~mドム

iJJ」人」…ーいし l 

ハ…怖い吋 4 

し樹種主宇

Fig. 18 枠 w ほう干の流れ己主i

Flo、γc11旦1・;. for forest type. 

ただ川区分には í~.0i30J 谷主~iZlすべてが常に JH いられるというのではなく，必皇室?と泌じてi夫元されるも

のである ο



1
i

ゐ

m
J
t
 

れとよ幸夫、約

天然終合人工林i三分

人じ ;1;\; のお;ぅ立…対立?と ltt も切り仇ういいうる以分;であ之 c

役得えの三ともJ(/フ~):~主ド天然JょにくらべP13:分 t~:

ふい仏

とも人為ω ノったjし常~C五:イ乙への械柏が

2しい I 、 1 、リ ん

?ι:: j ~ーノセソJ 、 'J r, のでみる。」と:心人ん以式全と ζ~ 

災等協泌こ、C') sfi ;jkr'ド分でちしばしば判定の郎総ノ:ぺ、るものはアカマッ;人 ;;~L新料ょうj'，

でちなく七日主立〉記主主は勺てき会料で /ò、

機種および樹務群う
~. 

>J
L
α
 

に 'j主 I!がお，存月1; f:t , 

γ r 7) 町r ソ〉ノ7 アマス Jゴ、予ヒノ V- ，: : '-1-: ﾇ) .:J:,:_ :~;Jf "t.，}J泌 7J3人 vに正式に γCi;i:l" 'l交!!，':f;jr(土日てお

A十 3丸山『 勺 rtc ， 7
〆)ど孔ζF 官 、 'メしえらわ乃 J、 fご'(/'}しむ:幻 A;ごi、川ìj、、 r

/ 

し品以，ノド4二:; é~in λタまねベジすの必慾れ..、 .1ーも、

ノ，、 i句、/、

よノ，リノ

E72EJ ドト 1 主;ま ð Æ1 ヲ 手七立 1':.iti:!， 4主; tr:; :人完全++~(とおし γf

が作活マ:';y)l ノ .~C .J'/j してし、ぷびトノ寸のま r:ζ ーと:村jj

卜ドマツ CT)灰分が才[， ι !1~浜税仁、いて/hf i~/3 ， lI1djJT で iま 1司法でおればエゾマツ〉

p そ土イ';1 1'白的おしく: 1\えり Jjえってもぶし\、(土ぺ，フラ p カン/すなど{小川、J耐ほううは必要でお
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j箆交授と i浮交~~

?さらにその苦)ItH' , I};I又分が 1不可の交疫によっ》しりぼう行九ネ" Iff 
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(u) 

ヲ決心什 (C:)')¥ 
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今戸 、

dコ) ，、
匂 -"-"C 1 、 j也市 i 

L ノ (γ 付父:才、i待状よ、日 11えムー (H)3) 

または斗?っ符~.!:E:) ~.~， )}~.:ゾ〉之合 J Tf.Yr. f:~よ\己る有効な蛍:今、
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、、参

樹 i議総
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を 1J なう例(半1.1説法準資料':.1;:)，あるいは本半分の社、鈴~ }Æ\i業 lこよる

調査等〉があるがp いずれの滋合も I品分万三~主の主践はどにの点にある c

とレての区分(経営案

1) Vl .tM 高見当内でのお資自(l':1項目(たとえば3 十j 積調査ではそれぞれの h乱当たり材技〉の変動が，

なるべく小さくなるような区分とする。

2) 路三長~ -ff;，業~ 1fr EtIなどの践的にそってそれぞれの区分が攻扱いω:誌なる等の IX分の蕊義そもつζ

こ。

3) 長〈、分が林Ilν)N! O);安シミにとってもできるだけが:りなくれないうる階層分けでおるととの

ζ のような主w点から分類のぷ畿は，数値fl'] 1;よ [Z分の~M{ìを除いては次のごときものに置くのが必切であ

る (( )戸q ~立記 ij) 。

1) 新 :fliï 地 (y) 村 1M計.LIζ玉三らないL日新地。

2) 幼齢林 (S または H1) 除(見その他， 子人才しを要する林分。

3) il\丸太p件、 (β1 または H2) 保育問伐を2ちする川、分。

4) 用材、 (B2 また;ま H8) 以入をf::1(汚とした間伐， ，あるいはノ!\， rþ.f:奈川、 !tl1' .. :1を伝送:ずる林うj‘。

5) 大漆木J休 (D1 または lJ4) f立総 lこ;さったもの，または大筏材tl:I!fi;;;~ [J IYJ とする材'0

6) 老齢材、〈向、またはひ) W代のう之容与が予惣されるみ1: 。

一段;と総ズ分はp 何日1どとに区分するかは樹高官さよりも林分構造，またはそのj半分のl&J&C 、 iとよる

ものである。

既往の試験について行なったドム分例をすabh忘却にjJミす。

この民分1ご\うたっての相五の判定は，その杯分，または体木がどの|後|留に入るかについて行なうもので

あって，視長測51'i早などピよる刻々のit木の泡'Ii幻むその判況の1ft;滋をj:tめるために月]l、られる c

Tabl日 24，樹高階区分例

Hdght classifìc且tìo訪日豆amples

}' Or--10m i H1 O~.<Om Y 9rn以l" H1 コム~Sm

S 1O~)5 ぬ!O~20 I L 15m以下 B1 )O,'.} Hz 9",.,-, 13 

Bl 15r~20 I~" 20"~ i 2‘凶~'，.'20 B2 15..., )8 H，包 1ιr，.， ] 7 

β2 20----- 己o 。]ヲ~ Ht. もれJ

() 30,., 

ìì) 天減図イH本ß'1j(立 30 tp子1:: 1誌とを対象とした。

5. 樹穏j審構成機

H1 ヲm以下

H匁 10"，， )4

Hs 15~， 18 

JI, 19へJ

複立4林 ζ とに天然林では，桧I/;j憾のみでんいrの務1>>乙そと/ぷわ守ことはでさえ:し」こ(ニ :ζ筏紋f完成ーとの:Yj主主

を示す主主議とじて樹冠腐の格成長区分するととが有税である c

1喜j誌はjの構成i立小径木の j訟を y ， 'Pf:益木そ B ， 大if:木 t;i: O とすれば， このγ ， B ， 。の 3 机[の総合せで

通常 1;t下記の 10 とおりのダイプ"C、表わしうる (Fig ， 19) 。
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戸íi丈的。
Jょ口l 1îTI夜間f
大読本林(00) "Þ!辛木林(B8) 小{圭キWYY)

~>t， 7有一

襟展望株の上部二L立の特j主主爆しごよ勺て
綴測さオt る君主j
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Fig. 19 松17iI J%ì析す

Constructlりl1 hy 1.11e c[own 
sto.r í日S.

ちて〕:主f:i'!:増j鶏林yiJ

ゐJ虹
08'( 

3唱

機買主総密度階6. 

り，ごう~:1;;\ 件、 1とお l. ごは時[ごよコて否定zよりムトrJ持政 ~Æ{皮ぼ分は林分的政Jよさ

も IIJJ り 4 うな携である、

ときのふif~ト :t-1 ，僚の3t.立総から，これやうた 6 段階その lメ分以，、vt (0'.10ヌb) -{~:)，;.、，'L;+:H!J. とし

まと忍甘いる門

1ごlii. (1)どとくである cそのそれぞれに対j立、すトリ)訟の対;lr!被夜CQは〉

Table 25. U.J Jil ;".f、;十;j 1支区分

Classif�ation ωr the crown d日nsitîes

(,(;l;\ 
\1間二ノ

(中)A • 一、

勺'!\-'

70許....，， 1 刊1

classes 

Oφ戸~..、V叶ノぺ10完，)6 (し"ぷ{

ヘ r弓ο) 以~Li七ρο>
h?1 r ___ 、J~乙d心志江n

\
ノ
\
ノ

1

J

h

l

 

j

j

 

z
k
p
d
'
J
 

J
L
/
L
 

へ.80

S> 、 100

5 又』階[え分6 class(~s 

門司; (ぷ生、)

1. 1 へ.2C Ci:(JJ 
ウ1. ,--.._.!;() (政〉

41 ,....-<60 (f:{,J) 

(ﾍ )...80 (悦〉

81'-'~) (過l百〉

e:t[i';区グf

;見交;りとじく，側、九1:，災被4誌のJ[;'.慾志向ー(U)， j浮か: (G) , [l!υ: (H)の 3

払いうなら IX光余波渡ノ:こ 11/; ぺて j~.~ 疎開ヌ訴状問状片1)(') とは しやすく，天然

;正分ずる。す iゴオJ

樹百まま束密度雪遊7. 

仰やノ\工科でのおlìtf\~反主ろにあるいは公 inlJJ去の荒などの ;ftH誌に lz ， ni1; ち:ょう、 klこ，~L~ji!げる。

次林のttr:I多そくめる必裂のある資で l士有効な妥系であるコ
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8. 立本"本数階

しF う場474〉歩その数1l~~t:参隠して階層区分を

行なう。正点q判定?と並立じた，多， rjJ , 9;0) 3 段階が絞ら A般的であるが，区分が1> くなれば訟りは;;にの人:さ

さ，設11[\3亡人L22 く i~~.~J愛される。

9. *Âj究室磁f忍その他

いりH，干j 効である i弘治、がある。有iJむの各!，\l1.;誌のほかに，

樹滋[パ分を行なわずに， る優勢小、のみをたI書記とした場合， こ ;r:.r:VJTJti樹f!ll\'fr の[ベ分

完全 )j'~-9-ζ とが多く， 利用 j;jÆÞI 句史 [Xム分;三際j itJきする 98} 。

また事j説明1査の場合，京地について下記のごとき区分T:が妥;jミヨオ t .<)滋会がおるわ

J疋1存型 (T)，短却型 (S )，ササ m (Sa)，ワラヒ、~~J. (Fn)) 縦三~['1í1 (Ba) 

これらの写潔 l二(})区分 lふ写実条例，とくに縮尺と季節によ寸て大きく左右される〆l

科 JtH CD地球 friどについて

ササ (Vif~ ‘白 Sl会 qJ …32，鉛 ..33) ，低水 (b )，その itl! ( a ) 

ょの IX分/J't~左下妥とされる j見合もあるが3 十，Í\河之の詰冠名返してのつ1どさでめるので，絵量2 と侃EH訟の滋[tiJ がiì'

じるので，ブオゐ Jレス カラー:Ej'・主主以外では間続r:工ととが多い。

10. 熱帯林の区分要素巴

熱得;Hzでの森林;{~l の区分(.;;，的 1，'1己ロ')各袋三主によるほ分こ先立ちイにすと地域の支ロゥヤイ， またノij<" fJ;f1h

と会わめておさし、関係のある保持~f~の[足分を行なうことが必裂であぷ。心の区分lま写氏[より鼓:も]守確に打、

z工いうる分野であり，まだよ最も効f主的な作業でもあるつ

熱帯もやの区分については， ]民îtより各地域どとに泌上;必盗による区分例的イ~r~あるが， それらそ総合して

見ればp 次の形およびその波イ?ヰペあるいは路地的1J、 ~lf.i)}IQ と見るアどがセきる c

、?なわち，

1) ユ姦dくず:t'Umキi; Salt water swamp forest 

z> tb FiJ キド Coastal forest 

3) 淡水話相2 村、 :F r己sh ¥.vater s¥varnp fo:r郎 i

1) j 可ト干fj受ノ]<}Æ: むndulat巴d 8cru b forest 

5) íヨト、林 DWfまγf 10rcst 

6) 1J:~ 出杯 Low la.nd fo1'e81 

7) J三 i渓林 日illy fores! 

8) 1ﾍ1 MountiJﾌnous f01'est 

ヲ) 1l0. ;;と f本 ?巴at forest 

1 0) ~，(-î 灰松林 Limestoue f01ゐest

11) itK 阪 Sav丘rm註

r らは予それぞれのとおげる2ぐたltlであり、その問 J亡[む久、主主 また :υ\為による紋;蜘[ん

るいは准修の治怒にある混交75や L次体JF~ltミ iß存fしする。

とれらの区分の内部において， .Li沿与妥;べによる fえ分が行なわれねばならなし"

ここに?森林引の]ちむと!ノて， ;:，'t~~~11:怖の!よれ1をぷ.，/ 0与ヌ，(ltr 1ff 6) 参照)、



♂
、
ノ

F
b
 

刈
吋
y
/
J
jJ 
、k 之)森林;礼二う:じらに関する引先 (rì iゥ:~:{ l".j:J :f[f ;Y; +ど n:

林製 IZ分j認め作成つ
“ 

林裂の表示;

そ υ で'，(ノ;-，~-T:fT{よって活ぶまれたiト;お J長 v】よって tx 分けで干"設した +Pf1(立科符:H

るが，う三はな完封t~を きたさない主うにしなければならな

,." /ι" ふ、~_，，'.' ;"",'rr: 
、占~~-シJミコー:くi，)J ハ(>-;t~:' :.: .)."抗日 '， 1:，.ろも l.. ..，jゐ栴ヨペ℃、ピ i'){rl\j :3 心;.C，， ~~~i }とl， __Llご苅!!，δJγ し犬うァ土とる、 U ，

、。

:.:-)。ずる i及効災与をも

イヘつの約rL: j:üT:T抗告'刻家:とした予 [1 (fj剥誌で日

芯れJ るのカ:弘辺 l)j であ Jペペt) げる緑林泌グ:去二院J式で::0，なし、しおの

これらし山ヰ土与j主 LiC キリ;立記~;:.~C l\'i::，/九、~

(H1 、 H~，l合 ({yJ :スースヂテヒ‘ 1 ノキ，カ カラ守、/， Ç) 日

(j 、乙 3 ， 4, ，~!;;)のこならべじで三けつャ j 、 fご乙ス~.J:' ~ L 力 fl, 4J 力

出 r'::rj 防 20m p( じ制表皮 809; 以 t.0叫いぞとをあらわす。

告 ノ方) ,', 

、 t

/ , !lg, H岳:'~~>) 0 幻

〈仁志;， ,jíJ ìd与の i的'Jj-R':'}:ノJ\断続 I泣伎は，写ρ からの i制作としては 1! 10, 000 Ef況でい'm.2 前役がよ髭寸あ

られるとともに 3 之ず

そのJい刑の示すつfや変動←

:;)ß~lノi リ)i ら1によ、ろう"ミれは封!?，との対弘、心)!]前引，

円のぎを3引の多少によるもので、おお ζ あまり小;さし

、ども tliLl:，拘資 40X40m Jヨ}が法主 L.Iぃ栄三む:ってい代表しない。 .iw. 'iな ß('、，な人工紋;こ

、t
、

l

ノレ
f
市

1 〆下、、ふ
り νS ぃ，ただし， ~~rf;hilj:Ûl? i9J!続料のよろに特によ"えいじ:~:~\:tX :::、江

ものもほうfする。

( i1n4;), 

町、一
ノ fなる:iPlIの Tj:Hi以そ、して，毛 i で立fイ測により作~g:~分史立jム!iA

:;f:n; トロ〉沿い入と仁ζ つっこう二とがìÆ切であ

公会長地域の fメ、技場Jl(， í5了イ'rbIV-，終;~?t!5( JJl~ ~ ↓ヰIJ、限界 ;:Yí~:))~今出iH.現ぷ;:: :<~\ぷ そ

るりとれらは森林の格設には二次子Hご子ずるちの守あるので) lhJ: 1ζl11九牛じみのI .i';l 子、
、ャ.-'j...\\..<、

こりなどにより mぞ1認しなければならないこともグヲ で IHlマ三で

号取~ /;-ij ,J 1111しよさ~?;散ら:ど部113土J象外地域岳民間ずみ心

まヲ天然、，人 l 約すiメ:うれ立:計、;ご i己かもふりがう子)ι呼ニピi/t ってハイム r>ír 分か、

そゾコつおのそ脳内兄九日誌昔日IL 続性;11[針 匂 fこ前 iiづづL..i ~ ~:)、t);: >'1: ;j: Jii1, ;;;_, 

勺ぷこ司会:，.た':::\lfYf~ 五人似した分市主主平主主 '~:jj; ;-之さバする

そl1liliリi や f立か )Jならかにしvとお;ケ iI ければなら Iに J 、。りコ

主iji発境界絞のijljj索開ヘの1多 z写

:.'t , 三百 1/5 ， 000 :l(Ù形;戸、Iζ手ぷ 1]: y 

3E~)'\ えr~-'hJ 11主ごあるが， rJ\i' と{スiであるときばおら }.~t}. じめ 1H'，討議誌を記入して

旬、

，正弓.j:p九にζ記メ

J辺f 〈守仁リ，1-停屯主必佼視日白え‘にこご，ぷ りえ沈滋汚ワ 土 (ιι} 5見，1，取

被そ;ぉ 5- ,:; 0 ステレオマスターモ材、 Iげすることは熟練すればlJ~2t.~!y:}で，会【吋う之1方法子

i'ìl謀、Î' ) ( のお!fl 在

林~lK:ltの混均検討

にま
、よL 隊潟手i~~t ， .~ι 甘えぬ

検討作、十

まごにたよ、う
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役を ijミずるものである。

そして現l地での作業は，その紘系を1ißt認し，また検討して誤りを正し，または写実像からは i;} られない

資料を補う ζ とが目的となる。

とくに現地での作業の最も主袋Jなものに，写真挽影時とあH正時の森林の変化の行IJJ止がある。

r 
) ほどp また対象とする森林の手IlfHn芝め経営の集約!支が高いほど，不:

受さを加速度的;と増加じてゆ〈。

したがって，集約~I*j也と未開発林地とでは，路約や林相の状態，玄た写真の条件など， もちろんJ:~なっ

てはいるがさらに調査の方法自体に多くの栴J22がある。

実際聞から，半日ぷ:結果の検討と補正会目的とする作業と，地上調査vでな!ずれば得られはい資料をうるた

めのff.~誌との 2 おーがある。 としては，材積羽交を目的としたときの務本プロットやブロックの材、

積，成長錐資料，また土壌や地:r:rW~1査を問的としたときの，それそれのふIJ):ヒq または手Ij}f]，土木間交に対

する現地での泊所主rllJ!';ゃ横断面の測定，また杭打ちなどの作業である。

との摘込の作業iふ第一の採μぷ， :f;ljjEの作業の足立糸lこ)&づし、て設計され，実施されるものであるから 9

この阿者は分離して行なわれる。ただしt(s 1 の作紫実肢の潔 lと，告'í 2 の概子f，路交をかねて全般的な知識

が得られるものであるから，まったく月IJ澗の人が相当γるのは得策ではない。

この]mj初主主が同時に実施できうるような場合は，写真撮影も新ししその他の条件もそろい，立た半j談

結果が 100俗 jli く需給i切できる場合，または米開発林などで林相炎化の少なしリ、白j積森林治F夜などである。

現地調査と ~q-"-l1l~祭の方法

iJiJ:j己第一の作業の現地制主主は，判ぷr凶 Lで 1 [J の予定範11自を定め，そのなかで必ず現地を35~tねなければ

ならない判読境界，区墜j その{ÜJ，疑問を生じたよ[5分などをす...~クし，その日IIを観察lζ滋 ÇJJ t;路線や河)1 1，絞

してつなぎ，行動予jZZ与を作成する。

調査は最ィ'J;ふたりが l 組となって実施する ζ とが必要である ο とのj話会 1 1:';は判読写真を，イU!の 1 名は

判読阪をもって瓦いに判?完封;来安検討しながら倒的地V[rÙ.(p う。判読 iこの問題点は現地で 11月縫に討議決定

ずること ζれをふたたび未解決のまま持ろがすってはならな L 、。 現地でひとまらないものは窓内 vご

がとまるはずはw、ものであるて〉

設意しなければならないものに見落としやすい幼齢林， またしだいに交犯する林分;fl\tl，J;ゃìn交林の境界

線の位ìifî':~ 立た最近に生じた崩壊，新し

~ヴ

め心。

t!!!['hlむ拠出路や欽栄なとやかコ施設に伴う伐採跡，ミ守が

へリコプターなどの低迷航や織の利用がとの色彩そJもめる効栄は大きいが， ζ の場合には航路がおおむ

ね予定された線 1 を遂行できるので，あらかじめそのIIlf{序にならべた検討個所のカ戸 ド持ち，半日談在;1 ，

写真と現地を対比しつつその給Lよそカードに記入してゆく。そして後に Jtll 卜~-c尋ねるべき出点を明記して

ゆく。

認士1; lこ ì~j行ずる半 JNk:.写真には IX.U曲線と写蕊判誌記号を妻子て込み，訟はlはただ淀川Jj境界総だけで怖さ立の

言i~';:-}を3じ入しない ο そしてそれは民主自で決定し，後に tl]訟のみの林主~.I と比較するつもし 100;話の iえ地検討

ができるならば， この方法が最も望ましい。

また設ましいことはp 村、製や境界を'JI;~j 誌で訂正するときに，前日〉日己りや{立置を.m しごJ、ム等でがれノ去らな

いで，おii総や xiêlJ で J I ち m すにとどめ，新しい結来はかたわらに記入する。これは後に室内での検交や，



門戸守京中写真平IJJjj による森林稲森法:と関せる研究 (I[J /ろ〉 {I ~占

{白の株主'Jの判定にきわめてよい参宅資料となる c すだわち，そのJHJ )j" T::の判読絞りをじやすい ~y五例会示

い検討を主要-'J l，i写 (T{設のjし持IJ となるの

との沼地をは路tli'j の平合 ìii した1*地ではお然それそ利用して fí なわれるが， !!Uti州、で;土 l'江川 i ヲ 1交線など

ノモ jITiらねばならなし\。またJム(E1破口!)A:I~fl';Ë林;む℃は I システ--:? -j~ , .. ;'γ ク j なライン山市内法がなわれ こ

とがユ15 し

2 の fr:'?_%) すなわち針変目的;とJ必要な地上初白怖をみ求めるための現地作業Jむおのおののおれ"によっ

て lf~なるが，そ丘)v くは ltι?主においてじなわれてし吋ゾfj去が}it; tfiI となる υ

多くは熊本tliIDñの際のプrJゾド査やブロ吋グ 'i~'tð去に HiLずろか，ま六はそのもの tl i*であるととがが

し、。写真作業としては取りたてて述べる作業;はなく，筒'}するととろは JJ/l.\への詑l-その UWi認である

地図 I::.--C i'.ノ;と定ポれた出品笈原点の伎 i授は， Ht!)f:.ゃ林zf，を苦言取れノ fよがり :(:ill ， C'の f::怠をもって:写 f支 \:.;ζ務 èí-し

な:ナ 11.(まならない、そして， 1 il の1f'lí)J 予;よ総(1' tlJ lXI ヒ;こ入れられること I~t51'; 1 の作業主将j じである。'浮

資 i:."(了 l 主将どれ部夜点への1-":\"'1静 i の目標t!;)をべておく必惑がある。

どの立1 J;r rx .J~ ~C なるべく原点;こ ift し 'ì{立授にあり， l害実， lVJ ~つよう江[] *J1!:4tJを現地

でf複ûÆ{守ずることから始寸t <J ，~ 

そのf立総 i土地f司 t でもぼう:.7 さ ZI るものでなければすよらなしその佼苦から mi/~{\[ i~.~{ までのi松町 Jニ方向が

j" しく判;に立されればヲなんらキ1j:J]iJの ff交を労せずに原点、は設定できる c

もし々の1ft笥からJJil点までのíi!干統が:かなりあるならば，クリノメ戸ターやメ w ト jレ前誌で測り jスんでゆく

カがよい場与があるコ

ill\'illi 目測で~[í到し Jilb]を誤りなく:Ji!iえうる F引芝はttllN，と休況にノにし Vご IC.1í されるが，司!I絞のによるも

のも大きい') jj11 l�r 25日l から 40m の iおとみてさ LっかえなしにJ とれ以上の 111~':号íHμiJ ユふんだjj-がMf;たで

い。最後Jと原点と忠わわる位'M~': ，~c. .\1' ち，約'ヰペとまわ')のに況とヰ釘伎や尽くらべ 10m 以内の移動はこれ

で[3じtされる σ

これらのプロット;品]主計ょのほかに点的の ~\tいシステマティッみなアロットム[\i~j[;tf上 '々J;ll，f i)く調韮ti上が引 i閉さ

れる ζ とがある 7J'{1 ζ の J~Ji{iにはそのラインの d1発点を古川才L ，~，' ~r，あ止 IJtDl.. t. fJ!olをで実施される。

また， 早ザイク写真 k で現地綿子?の iJi Wiぞ w

く， ますよ効j主的な JJ訟であるハ

なお，この現地調慌の際lζ松原[Z 'Jふたとえば〕点下j"S~!_~ 材、政界，小守r1R 1 メつは ~S~lQ~ と地割 2: :J.;;:]l{の :1 '!'，亡

i 市í::~{?:校ヲるように U~元すお とも沼空きである c

主主収不平吋に日自主計併でのさ蕊宅金

米開発熱料、ごあっては "WJ\'こ i【Ri籾未完迷の泊域が多く，尚子守しうるノνートu.限られており噌森林の

状売も J訟とにおける t)，lJlれま狭い似合がyい。 Tr. j高jの行動力ネノ1'ljJli L で， 1îG およく祝祭しうる地域はむしろ

nzょこされていよう。 Lぷ慌た主を対象(と.~る Jお 可11t~であればなえ球飛行 1幾を Tljflj し，なお残る疑問J正につい

て(立地とおj張工会加えるととが迎切であろう。

'Nîlと宿泊者の分請し主主将、誌についての縦姿， fi:;!t\:v)級品のYU>与はJ必裂である。 n 然被安や:I:çt畑 (Shift

匤g cultivation) など，写真上f~~:m三時 2:現 iEと変 4じりあるものp また作業.LI;;;~ 殺となるお右主[\1" 低 [!iilJm':i七九;

どの1'f{E，あるいは ):f5 ;tlq~ 施設〆2 投践しうる巡 Ml~ ， :rEHﾌi íjø.li!lなどはあらかじめ検討された地点をきt祭す

る c また-'fì二ちカメラによる写真fJùJit:..を尖すると.~は↑!~.効料となるつ
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ただし，後;ど ~1~rlJ ~写真と現地との必ず結びつくよう注店、号ji、う必援があるの

も 成果臨め作成

現地調至宝?とよって確認，補l[ L，その結果を参jむに全3}:えにわたって判定の再:

検討をおこなう。 ζ れを校五半1)読，または二次'flj読という。

44終約;こ半Ij読境界線を際認した結果によって成熟i羽毛去作成する。?なわち J ド翌~G三分間l士写真(訟によゥ

とに分類歩後縦したもので3 それぞれの尽すりをもった調夜

Jととコての基本的1J.情報を与えるものである ο

林 区分、l'Zlの精j支はíÌí}述 線接;皮階f;干の約要[lのそれぞれの判定誤差と判定fu界の移

'与の;己主 Zêが加わるものであり，写真条件とやj読者の経験，
九、

鐫 る女ut訟によって

大きく左右:されるものである伶判定の誤りを長小ならしめるためには，各要問の[足分カテゴリーの決定iこ

細心の配怒が払われな fjればならないことは前述のとおりでぬる。

現地検討~(よることた判読f等 lふとの判定:精度を仇l~jEする i二において欠くことのでさない過総であり， ~克

段階にあっては林部区分図の精度はこの現地検討の加えられる程度によって全く丘おされる 48) 。

もい :gi地検討に+分な労力や時間がえられない場合lと iむその精度は標本長1 ，1'1:1 約な手法で検討する ζ

とができる。

ま fこちしけこの林型 1':.\ 分凶からイ也の 9Xk1'底的な flふたとえば林被:~{fを予察しようとするならば，さらに対

象林裂の;f;j積等についてのf高額しうる脳会，現地検討などのまま料やもととして想定することも山総であ

る加) 0 

3 半ì]続資料写真(ステレオグラム〕

]。 信本における森林半IJ競資料写主主の作成

森事ド安芸目2P!イむしたト裂のドに 15~:うおろ~君主したとき， そのそれぞれの林裂を表わす代表的iJ TJ.Jjζ俊を収釘く

し，その現況との関;高を切らかにしたもの〉すなわち立体写友像とともに，その林;分についての池上測定

1u止と写真板彩の諮J七や写7f il1Dít1î立を添えたものを森林の判読資料写;U(ス 7 レオグラム〉とIì'ji.ぷ。

日本iとおりるとのステレ1 グラムの作成はliijぷ1 30 fj三ころより株主主試験場，林野庁， 日本**業技術協会

においvご検討が行なわれてきて，その指導の下!こ院予言林，各部ilfiin'Jli1において惚)jl]fζ作成されていた。そ

れは森林鈎査への標本調資法の導入にぶって，その滋校としてだ [:"[-1 :与災による林奴区分を行なうための写

真判定じ01止単林型λ伊!として，ごまた'RJ読者の判定強力を養成する;:;I!綴UlJ として主主求されたものである。

したがって，当初Jにおける地 i二翻斎の資料ふ jj~~木調室での酌桜木点の大きさ症対象としたものが主で

196t� ;"，"，国有林においては写真による，林分構造の系統的な務]史認滋としてのまま料収集を， [i rえ!とする

ステレオグラムの作成を開始し11ベ銅製要綱(ëJ志づき一定(fij税 j2~ i' (i)林分像〆む主体とした全資料ω擦係

を~I^るに変り，混在 (1970) ほほ予定の資料数の収集を完了しつつある。

2. 鼠有林における卒1]設資料写棄の誠製基準

民イ:f~本において作成され‘ている判読資料写真の Æ~燃としてiむその立案にあた ~J 次の各項を大綱とし

"1".'酔

(1) 主要泌が:別JζH 本会:域本: 15 j:tit~戒に区分 L (Fig , 20) , i諭級，森林の種類、樹高竜丸仰とお皮級(ノ〉
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地域
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班 5

lV 6 

10 
(ム)

11 

12 

13 

14 
(ム〉

15 
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森林専!
Forest type 

エゾマツー トドマツ
�12 

トドマツ-ミズナラ
Pi). 

ブナ ウラジロモミ

コメッカ仁 、ンラ...."

アオモリトドマツ
~f;'i 

) /.,i " " “ノ J
〉γ5

タフ :/寸 7J 、/

Cé ミーツ、 jf

~1 

ジイ カシーモミ

ツガブブ
~(，! 

ノノ :/ 、ノ

モミーツ;ゲ

フ

NrJß~'l引木町
RegioIl乱:
1に。同

千i初J;，キL税

i羽館，青森

i日橋， ]r[}~く

名市fï!.

!大河ふ高知

!大1\ふ熊本

i 11民木

"1冶ble 26‘地滅 )j!J J::. 受樹私1 一覧表

10 ! (お

~) (お 8 

f、 1 ;。 /、J、

i (j (] I () 

。 x 〉く (喝 2)

( ) IX (12) I X (;2) 

Ix (14) 1 x (1 ど) 10 

己号説明3; (J ..1子爽村穣表を作成ずる。ト，該当相}滋があるが作成の安なし。( )ー内の数~yはその地域のものを佼



)jYl]Cf qコ官d U[ S8pJdS 弓‘U) Uj官m èY!{j, 

ιS 入、浮宏、:、三~fJJ l-d: ¥X :h; l~l-_l f>: 



- 82- 林業試験場研究報告 第 251 号

Table 27. 'HJ 談資料作成議準

Standard of 1:he stereogramme construction 

スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツの 4 穏についてはAの基撲を，その位iiB の瓦努\によ
るものとする。ただし，その他の樹海でも務々の tlii~市民 V;[ったるものはA の法当Lによる。

ノ広 寸'

A 

天然のスギ，ヒ

ノキ，アカマツ

(クロマツ)，カ

よ二J ザ、 円ノ '、字d二、ィL与.~ 、えt~o

鈴Age das紋s 

幼齢級
(20年生らnご〉

若島i 級

。 l :tf余生 J<< J:~.)

ウ
州

波齢キイ〈

Hへノ 10

R へ<-' :) 

日〈ノìO

日~..15

狂八 20

H'、ノ25

Hハ --30

H.~.lO 

Hへノ 10

Hへ 15

H~~20 

Hへ--25

H.-, 30 

会樹高級lとつ

いて中と符J

名，t~~\)，~ij級;こっ

いて散， J煉，

r1 司_l~ Z0; 、

向上

iT:FRl emarks ヨき:

出主『お 1~rl;裁て n:f

いで名 2 各齢級 lと示した
f[;¥j 

tMi古i級以外の1キ

分が多い場介iと

-よL
は該当 tl{湾総を

追加する。

計 40 倒 幼対級のEえ積良:

級で，散，燃の

;þ本分 ;!ß特:こ多い

主身イ?のみにとれ
間 を追加する ο

計 4日イ間 合計 100 I注1

森林の;pj!)，j'Üjlj iζ 

樹高級政手!皮紋|示しよf樹高級以
の組合せについ

て各.，

同 L

タトの林分が多い

場合には該当樹

高級ぞiê却する

合言[. 84 iflii 

おっ L ít，j潟級の表示:たとえば H~5 l:tま上!鷲木平均樹高 5m 以下をいう。

2 車it{1~E芝級の表示 (Tの( )主主J1!D : _L i霞〆十;の枝L\il占有歩合 lとより， 10%以下を数， 1l~40慰安線p

41~70%を q九 71%をmとする。

(6) ポイントサンプ lJ :ノ

1:. , i1! 14 点以 iことするの

(7) 羽i也:11 .\1登:の取りまとめ

(務)

(8) 

次の各1fi与を者:~3:屯5己人するの

L39;??のi長合は 10 点、以じり、 12 ，<，'c，.以

1.樹稼) 2. ha 当たり村fPt ， 3‘樹海滋交;ぷ介〈百分率で 596 t古約で iHIプナる)， 4. 林齢， 5. ha 当た

り;主主F成長最p8-1対潟 (1m}お約)および約Ùi'，'-)î直径 (2 cm :riFi約)， 7. 8。

9. ha ~~ r: り立木太必( (J::.NJi3 ト鴻月ij!ζ10 ぷ箔約で記入)， 10. 襟潟 1 1. }i{,y' (8 ~ぢ枚)， i郎~'f (4 

F皆級)， 12. t由貿，土壌， 1~). 調査年月日， 1もその{IIJ 、 15. :ìt包と写真。



中許中了']:rCfij Vi に J: ゐ ;f~i;fmt! 紅法!と[:j!J ずるて í'ú) ず- 83 "-

クト~ r:.þl~:.t:{ i;;; 2. 5 イJt引き ílll しそ::111(， " 就てそrノえ

カラーで♂;ノ川、本分を手説、するつさ乙 ら砲 t\!i%ðjlhl~ などがi了ないうるよう泌総二ろ手8G入する。

，{子i!'~を切りくには~ .7iいに年jf~写真ωごとぷろ?移 L.'1 宏九!泌をがî;"，将司会~Uと f1 司令および夜戸]となるよ

うに号}-ß~çを切り ;-k <: 0 ~lJ:Trの防付荻i三ノIj [í，i]いがないよう iCÜ二J滋し，沼 地約のゑのli(J潟は反射点

体 乙《のtひ)ら滋}七口f立、 24 cn抗nしP ポ ウ }γ/ ト '{rμえ江潟;日11ζ口!立 5ふ"ら)c社泊1 と 1ずωる 。~_f記己入 lにこ芝当'] t:. ~つ)よヤてご uω〉凡川:J};溺椛;自設1止ミ山P影号引J九お1

寸すゐるむ な:おコたピ探?F:太亦泳本分〆Zを， 1中;ドl}心l~\、とす Jる:3i J〉Jんj

次;にと j出3弘~)波1j\ムf丸丸~jJl月矧別;引列lj う竺J三;渠婆2公?主樹;討2付J添マ車i己潟川:ij矧別ワJ刊nトiトト一~一r一イ吋!覧;誌Z汲 fぐTab泣le 26め)， 守口j淡々f料ん民主 仁Yぬl日空7 ， 子主写反 ;う) 'tt; j\む をえ;ヂ。

,L 襟本i，I竜王ま:去による森林資;漆議去をへの応用

1, 機本調重量法への利潟の被姿

終>F.-;;;'~~j jt干の効ネfí ， C 、ず ;11. グ))試合!とおい℃も J:li/ i\椋木点の玖とをの子工科、iと主1;;t-':I'削と1Eノらされる η

iう昼休資認をg おける襟本ぷihfIへの~~;~?， r)l写f{c!)ノミIJJU 右前大}]Ij .:r-;[1 (.ふ次()) 4 点であるつ

1) るための材、i浄化、への利用っ

2の') -ご_， -1辺五[t， : 二勺立ミ汽油II!山ii 〈

乃沿〕 現主苅地~出IAιω山マ~!hl ヨ変笠 ω:設f必誌訂;言計jlo

4) 3J;1Jl~匂:オ、 1ぶ点への誘導 L

1)の林の沼化l ば~ ~1てず:写真↑n$f:~のもつ効泉を~，y;-

伝うこ)"によって，桜木数を減作為t~j rL\ 治 (Randam sampli目立)のふとり ~rf (ノく減少さ~法コ丸紅].f

るごと弓ヘ目的とする。

すなわちご江主主ト]的?と応じて，たとえば村fお目安合同 !J~] とするもので必れ iJ%TIl lt枝、!象地域をrm述の料 içJIX

分脅さ三!として将積令主体として時編成主るごとで ilS る η

j恒常? 刻]1(土 '5~{*CD推定f!員会;:fとふう ζ と向 11今(亡， )Fï 憾と P のHi<ぷ主'も求ょうるごとそ全必援〉する滋会が多

し、しつつC:? と jtj じく，

1, j1m業目的による森林烈の粉、製ß)J.)

>, 治定目的に対して l叶

会j"

3 叫 令:村正のお:卒:数などヰ''1仔伐， C;f弘からJもで規定される iJ~イりと;ふ総本Q.;紋が照ど> t: l.cli，l\} 廷で、片品よ、

うに担分か才[うる mi のま立で 35 る γL

ア

でどた r~j別の rm:Étflじ2袈:とあ交わ↓おおな設が生じなし、ようにすることも必桜一てあるど

とれらによ p て 'if1. Jおいくコかのj本烈メ正統合い fftや!ーであまり多くない!??に給二千ずるもの勺ある。

27 のぞ?;本:誌の写氾は本 Lよよと ii;j "hÜ/，í、の写戸、によ ypj(，立たは Ifûìt!ljえにつ(，."，て

あらじめf川iたされた 1 !t}:むまんは :2 z~~.îx による :E]:;;;日tG\2えを:';@F~j するにめにおこなわ íl') とj"

一般にT:fJf[}誌の:: jl"l fil1， Jj、 CJ)JJ;，のiちょ手くは 1 1:!，~! Jtt 'i1JI，j笠 J二 iJn; HI ¥�:: iと:袋ヰる終授のiγ及、iが古いほど， J;IltJ, 

li，のあ(がj>なし ゴ子治液森林の内務変動が多いほど，点の数は多:il j浮きれる v

波長江点の数はその効ノギより ViL~亡，写fミi之の 1 旬以下マえあることが望ましいn

のの約窓口〉設林%T;i，í以分以)1と d、り作成される Ktl -f r::じさ!から Nf~)JijüfiT:えを測定いまた trJl本人Lの況
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援を決定し，調査の実行lIi 磁を \Lてる ζ とへの応用である。

41j !こ謄イヒ副次七h ti\ tと (Stratifiec1 sub-samplin引における ψc，二次桜木の抽出，あるいは日夜lこ応

ひたグラスターサンプリグなどの設計，またラインサンプリングでの線本社;，の形状や己霞の決定等は，広;

る。

のの現地襟ノ札lJiへの誘導と確認は， i也図上~C決定された線本原点の(i[;r!tを写真とlと移浮い野外;こ携

行して原点の進入路，切りような問機物p あるいは測線の出発位祈念を観察い現地主照合しつつ鋲りな

く涼点に到達しうるよう誘導し，また原点付近の林ti~，地主Î{の写真像との対比によって位滋の確認を両「

る。

桜木原点は路網等lこ関係、なく匝I11罰するととが多いので， ;1{;入や移動の!漆の誤りをさけ，原点を綴認する

ために写真ば非常 IC.有効である。ことに濯を呉 lとする標本点の位滋与を選ぶ，などの主主大な誤りを!:t_--f る ζ

とはまずないであろう G

またはステレオマスター利用などのfL'í易な方?とで行なうことが

j滋切である。

なお森林ig~本調査法の設計や取りまとめp その他iこ関{ノては，すでに報fE二したと ζ ろも多く，またイi包の

報告も~qI，られるので，これJそ省略する。

2. ~左中写真利用による襟オド誠資法{こ関する試験例の概婆

林業試験場において実施した史中写3翼手iJYfJによる，一連の森林撚本調査法研究の~主主要なものの概要を，

Table 28 fC示すο

との茨 iこ見られるように，とれらの試験は初期のじ 2 /2::-15;Fき，全t<M設定のgß~設を土 1096 j)1j 後ヲ または

それ以内に止めることを凶的とし， !陸別待1í.t総与をうることを主体として設計した。 6. 以下;まさらに林，

小斑別の位をも求めると [5J ~.与に現地強査の効率化を計るため会第町一次苛IJ !l'，単位とじて林zt'lXi'lli をJ!jい，二

次]111 ，'長によっ』て現地点を:Ì1!1 11'" 才、;だ冨iJ次襟ヰ;の絞沼を研究した o 8. fとおいてはポイント ãm交法の導入，

クラスターポイント法の*6~TI'ナ夜、行ない，これらのー迭の研究によってJ)I，1主悶有林および民有林で尖1M!， され

v亡し 1 る している。

推定の多くは樹主主別，筏紋日1](0材ii:，成長選在、求めることを第一と u ついでヂì')lfのための安考とレて

林，小五E別の偵ぞ熔別平均値lとより:求めている。

材 I主託j;í.と lこ当たってのj箆イヒはtí:t務店 1]，樹おF門別など材担区分そ;主体としたものが最も炎好であり，管J:ll!

l' の鈴級f白色よりも対]~払約であるととは，試験結采の t~J[氷点の数と ;111:定慌の誤廷の悩より知られる。

すべての滋台1ごついて j議内の変動;ふそのうちに含まれる林犯の数がi設すにつれて;急増してい泊。

役約;亡天然林会 1 N'~ としたとき 50-~20096 桃子良区分を認にする!初JIJ推定法を奴f

ずるととによって 5"'6096 に減少しうるじ

これらの羽子iは材 al羽交よりま17まり， しだいに成長最多 さらに Tahle 28 0) No. 12 IC. 

お!λて手iJJlH1tli，被害水の分111と訟の推定，また Table 28 の No.13 では+'0J l1il)jlj~ 径級自IJ〆へ数，成長9

f，lîI比等のjfC;í'江へと ;)Ô~差しつ勺あり， ステレオグラムの応用，語、外カラ p 写ff~ の l{iJ司令:を計十りつつしらるも

ので;るる。
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空中等呉済報による林7ft誇迭の数量解析と推定rv 

森杯5!bittおこ対する空手変雪量解析手iJ，E自の j奈良Ij

ぅL い1とと資 J、コでさくら ~--L~ 丸 iß.j};)<であら夜十干じ乙J 江イペ本t !'in，えJi~ _f&;f:、るし 1
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〆、ιポ半どが L分;乙ユとのえらる命lこ i可能己
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五た江Ylt仁:このさをIj!j らかにしそ;{ i~ ろネHJ.L'二A 
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L る諸~fぬの{ζ すして，己H 与しているととは p あるり;家〈たとえばな~') .~~ ~ 
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、
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心、 Jつ

, 'ν;. 川、、一戸 、v

う J ら ν'..lJ.'ヲって杉山γど!リ除、の!泊先

〉て地f.úJ長五ロコ :J1:I~~jt 二 J可ごHit 、られ f 二肘入、ふ l三の子訟の;f'jJl] i 立。渋沢久、母ノJ\ 村、 üH;業におけ

(ピト 1, ,." '~'f'1-) 

J322ざま戸に多~~長ぞれ潟、目、式の t;i~f ，2l~イγf(;;:;cぷ、j

Y代二;30 + j31Xu 1 "1日 β2Xα2 勺町七'‘。‘ ?β]lX代p ; ε" 

yα: 二仁ìJl'ifU (目的変公し独立変1}'<)

議問j制翠議.l, 

ヰ(_不もう11交付，ç(~ 、

C25J:!sjj市モアルにおい~( その ití: ;;tij'{0::'IZ 必る:むら

.L 

}7~( ~ j 住

y" ，~， t、。 i
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(Y(Y. -- y.~)2 が Jiとノ!、となるぷうに bo ， b1, b2, • ・"、司 ， bp の谷イ夕、数をコめることである。いまであり，

Si[= ;.:: (治名 _:(t)2
代

1.: (x吋 ""Xt)

h
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記
σ

とお:tば

Ll1: 口

ァ.~> -.1 -'1 究
'"- "'j' ，.''-... てコベ Lι_) 0 

霊童相潤係数2 司

とれそぼ相関係紋 (R) という。その憶は次ュ℃でJ11:犯の精度災iWHliï と Jピとの相関係数で示くされ，

示される。
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で求められる。これは.Í':変動のうち lù.l Hü でお;~ I!げされる波乱i)l の火ささの刻行、を示すもので，ヅj り〉士、t と呼ばれ

る。

誤幾分散命りは汐;J\:で f子えられ心 νつ
、2 ・

E(Sll)} 0.2 

挙相関係数4, 

要問的と Xj ~乙むいて Yí.i ( ま次 jえで?子えられる J

lif 

儀綴関係数レ、
、!。

y と x， の儲 NJ関係数 ryl(2.8 ・ 'p) は次式ご与べられ

..S�!J 

;YylC2.3 ・・ pJ

fJ:;_:;;; 2 のとき y と zg rL の存!i4!関係数 ry2.1 はじペí:\，とむる

震相関係数と漏栂関係数

i文相関係数 (R) と íimHl関係数(ァ〉との関係は

ry$ , l 

りの
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Table 29. としての判読カード表

Stereogrammes for the research da!:a 

[材質聖子 J l!

オ;関谷

千E店主百チJ)IIJ:流・伊 I 伊k部i王i e e 

Hl 

2に iな ;::.J荻人予

j諮問五f部 J尺滅。 iWI子

1I fI 

Jヒ印有林 lF込l 附附成のステレオグラ

85 

82 

96 

6ι 

9/ 

ヲベ

とjö

己己
Fig. 21 ~妥図解析

Score chart COD 向

structWJ1 syste江1.

とれには守杯分杯~;rHC関係する各副首読悶子を判訟カードの記載JJ~~){から転記するととそをは則とし> r判

読カード J Iと記載のない場合，あるいは記裁の不イ分な場合は新 iζ'þlj読tl.Ú)lごしたハ

これらの作成基準および了イ1!tl(立次のとおりである。

( 1) f半分科積測定値

;1;本分村議はとの解j{r til合手で，第 1 没織の外的基準としたものであるのでヲ判カ…ドからwn りなく転

記uζ の}没収J儲の記載は 10mB {百約であるの

(2) 林{~.1，!~ Rh\1交空空間

A. 齢絞 ;利主主カー!ごから転三己〈

ß. 判ikえi樹子、5: 判読ヵ， ドからな記〔半Ij読カードの(( ))]υ 

採用ヂ~)桜{おはト.Wi;ふ;の ?þ! るを平均樹高であ，て:， lU抗力一円七 z己殺されてし、ほし 1場合 {j:~混ゑ測定将

より対象1c分のうるで切りょうで，平均的7三七のを 5 本ru二がliJJJ.cし， との )(J'弓まから判読紛iつJを :;1'

;5~~: し 1m t31よjで1][:~毅n

C. 紛越正東密I立。半Ij~完カードから ijíi~iJ， ü

採用する蕊浴皮lま，判3んち j 殻防総j変であってp 判52 カー!、 l乙二記載さどない場合は，以~&~l~~ if~により

3 お以上測定い ζ たは 10お tMfJで記載ぐ

D , tN冠直径謹夜径r~:(Cーより J x1象株分の平均約なもの 5 ネ:以!二そ t{!j心!"L) この平均1や宅用いるじ

この測定伎は> -1弘幸三;五:主と核兵iJ'i'こ Lわりて狭間をベm ス;乙修正す』る必至きがある、

E. 11仁木本数:プロットザ J ズ絞lこより，対象林分において 5 プロット以上のと!泌が判読\'LÀ)~数をìWJ

1ピし s との平均{誌をttl({L]í積 ~liごりに後算して， 50;;[;:ì百約で記殺。

F ‘その ftt: 叉然林p 会 i'JL:i以交材、下?で t:.t， ,A.. .. J廷にかかわらず採用する羽交i 母子そjiíiU工変更する。
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とれらの森林の綴秘I!~子としては〉総生笠，混交上七> J~:立林状態などがあげられ，利弘元む日 l"..L"(:' ，&ÿた

iζ 鈎1ft t ノて iJi~ 談。

(3) rttJ，況約ョをまとひ

i\. , t~~ 高}lû;8: ﾍl¥l ; 'l IHB'UJ ードから転言じ(う

との記載は 20mt

日，ガ 1j~~ :判 E~j!t カ 1，'から伝言L_ì

ζ!))i{己 i\~Lt 81え分，またはλIZj主主I~1r: 4? t\ 9 [;{分とする。

ぇ:' '1事i }J\~t :干1J ibB カ. iごから転記。

jtTI斜j支を 10)支;t\S~{J-C ) r)j?こ記 'ii誌

f事j奈1:支が平!J~支えì'-- }~"に記載されてない場合ば，ねな4iJ\i] j立絞:とより ):1;*'.林必の、IL勾 {q~~4 ?r' JUJ fL L 

t淡、，

Ll , 

E ぜ ltl)，

。光プJ ぃピからほ'J{~: n 

主l ;半~!) Ii、~'-.!
fム

内、

'"ノ 制ヨギ!日表の ILì手1:，

とりまとめ fこ郊託 JHLiえにより p 若手主要討のぬ闘を)(1]るとともに 3 地 btUJ定値と判読'füIそのう相ぇ!

長から~ [H~~ i~Øtのあるよう

4 , 計算資料())作成

夜間(項目〉とカヲ リー f心ジと7 に

))1:]浅日平('à\Zの検討から林分p偽造的、i iこ関係するものとして，十コunずる z長rm:出子そ決定い ァ
、日

八 .G の階寝 [:~5j. l カデ :"J リ作一目分) ~~:おこはいp 分)j'j蕊1f~表与を作成したの ζ の場 fT，おカテゴ 1) ~..~のう員

イ!:;i!t'i (ス叶プ〕の~0~淀川主こられIT_;;}: in-jめるために 1 カテゴリー 六りの<.01料数 i :l nm\iJ として 5 Jふ;上となる

よ今式う5"，不正立が 5 1;とポ\)'iこないむ ~?Yぷ丸:似するカテ τ 1)…に統合する ま(主力デ:::/リ ".[1

>J'-をす:立い

ノリチゴリー !Xノサの五、能として :ι しに

(1) カテゴリーごと えè ZJ べく均等!ζ なるようぽうトけず

(2) カテゴリ は~ :?1料のう〉郊におりそt: /1ニ f るおそ才しのない l主) /J_ のとするむ

(::; ) カデプサー l引れま，総体(})攻放しヨ仁もおjミセ~、有効なものとずる

(4) カヲ IJ "i可分ふなるべく しくなるぶう l二うTγ「石

各資料において匁めた店主ノケXi~?f/~ ~土 'fablc 31 :c:if;す可

lこの t{ ~とおける jßit-J ~ご 1-; ，今次長帯 J\I] から られコペ夜間で;土沿いもの?たとえば体総 11'1.;芸 、仁 J

まれてし h るが言 これはキ1]抗力 ド"己主k項目 より p これらの十存えr}\2~(/) 干11 i[.O) Fll)'主手ょ?ジドについて手、

γノるためKおと !l っ ものである。

特 ~(t;iÌ'鈴 l土 );~}::t主支社::1 で求められるものではなく切 また，かなみずしも村絞ー十その H!1の捻，1:，ど夫、γJて後九

必主~i i，~務 lE\-r:_;(，まな\;' ，が、 ヘJ.._料、では記践によって:ぷメコ;なく>}<"められ乙もので;iﾌ'l 

E:l であるとし、えよう。

千-;-.Ì'拘ノルロl."H.I! ι :;-r. j ，_ ト.\; 干 しむ

またお従 ~;l ;j;rttW裕史没、作成iこは必廷ではない;;}\}後第での[定後jft Jî:: cつ攻昆滋犯のど~1"Nnのため，または

ほヰ二の泌仁議湾総jζよる冬穏の)iUz: との l対ißJ会ロ[る\.~~で解析Jj~ 討とじたちのであ心
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1、able 31. 判読カード項i=I

Stal1 d呂lrd of 1:he classificatioI1 

7 プロック スザ(人)新潟 7 Block Cr)φtomeria japonica (artifidal), ，Níi只ata D﨎trict 

カ アコ 一 Categoγies 

ヌ 4 ，二2 ι 

新i Age 戸、，20 ~~につノ円'~ .~-5() ヘノ60 61" 

''',<0 〆ー、M ム l~ー "~23 づ、 r

r~-， 16 〆'，.フ4 ハ 41- 、， ~li 

;宇id r[Jm !次 1ヘ G 問ゆ4UhG 活吋d つ
_-'.'600 ! 1) 200~~~~ 1, 201." 、()四司

1索お Altitude ,,--..200 ..~，- 300 :JOl ''_ 
iJ4W+U 6 W-a 4 

万イな Azimut:h S.SW E.SE W.NW! 'fι 

{1:fî 会、; T�t 、[i. fla1: 1没 10w ! r� m凸.-1 ノ円

10 ソー n '1 ク スギ(人)天城 10 Block CりJうtomeria ja�onica (註rtìficial) ， Amagi District 
…-一一一一一一一……………一一一

子すJ 士1 C乱tegorie邑

4 υ ↓「

総 ~20 J 、 ~30 ..40 r ヘ，.60 け〉ι。

r'dJ '~10 へ.14 丹、， 18 '..23 24~. 

国)~k~、 1+4出』。誌4 J 

，~，'10 〈ィ!日 . .24 ~30 r、斗o i 41 ヘノ

cpj 1昔、 2ptjよえ, 

rn'� 
口 ~ 200 1, 20', ". 

日知2吋 .."己口0 .., 800 801 へ

イ立 Az匇uth S. SW E. S E W， Nれ7 日iノ立 I N , NE 

会 f Tilt 法( r� ;t5 、

8 ブロック じ/午 Ci\) ;;ぺ '，ITj 8 Blocl王 C. obtusa (n乱t u.ral) ， K﨎o District 

カチごf、り- Categories 

鈴 Age

ヘ， ~)50 ! 551へJ

Altit u.dε 

itr: Azimuth 

傾斜 Tilt

へノ 1 ， ~".'l ， :300 J l 301へ



'ら::/{平!JHJ による添付間的とに言る研究( !ll ぬ)

カ テ :f Iリ) 一イfう分，ふト問実烈目丘一芯;

ot thc巴、 ;tれf刊冶刊'n口_118 !;自lJ口1<1 仁乱tえ巳ogo刊ri(巴:汚S 

93 

9 フロソク スギ(人) :-:~J}ぺ 9 Block Cry戸/omeria jaP!mica (artificia1) , Kanto Dis• rict 

H: i~~i l¥ge 
d '~'.-' 1 e r 、'〆"、~')

(j 〆、 ふ己 ヘ-)/} F れユ 2 I 

む Itl 

一〆2.9 、'\_!ハ .'Jハ 4 ‘ Oへ

へ d凸りO 、ヲ00 汽co

rJ...1 L1 LUUピ 、 '300 〆 ~--'6C()

Azimuth S SE S¥V 

fぜ{令、r Tilt 

}下:， ~el、 Rock
'[11: Soil 

8 プ工 1 ソク L / +C人)本'0，' 8 B10cx C. o蚯usa (artifìci品1) ， Kis() D�tr�t 

林氏 Age

位，1 ,Hl Height ", 6 i ..10 

、 '1 ， 500 ヘ~ /', 

Alt�ude .... l , 000 、 '1) 200 i } ~ 2,81.--" 

}J {な Azimuth S , S W W，ちnv

~"I Tilt 、iι

7 ブロソグ アカマ、ソ〈へ)守 7 Blork P. densifiora (artificial) , Nligata District 

i¥ge 

Height () .)1 ...18 

DιB. tL 。ノ へ 34

d日nsitv
γ 、

11む r h<L 
リ r.__./}99 

Alt咜ude 一日

Azimutb 

Till 

.P.ock 

So匀 
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ーン表の作成

略、[反応パタ…ソ表の 1 例として，第 9 ブロック s 人二i二林スギに{唱するもの (11 アイテムの場?討を

Table 32 の 1) 1，と，そのクロス去を Table :32 のの ;こ不ず〕。

3) 反応パターン数値平交の作成

民各 Ciiß字計算機投入資料(インプット・データー) 1，こ反応パターン表を-*f 活改めたもので， 1 17'J とし

て，第 9 ブロック?人ヨ;キスキ:1，ご関するもの (11 アイテム を T丘ble 33 (宅全米付表) tと示す。

Table 33 をデ，ターとしてp アイテム数を変えた場合の結)lz 1:- Table 34 の a) ， b)，の?の(巻末イナ

渓)ピギ、す〕。

56 林分材穣を外自力主義準とした林分構造の解析

ha ~たり立木村穣を外的基準として各夏空間の杭r[の関連を求め，またそれぞれが材積推定に関与する

怒みを切らかにするためにおとなった、

Table 35. とした各資料別

Inner, multiple，正md part�l corr巴latìon coefficients 

j京 1;( L 7 ブやロック スヰ>C人〉新潟 7 BIock Cryptomeria jaρonica (乱rtifidal) ， N澈gata District 

Xl X2 Xs X4 X5 

林齢 Age I 1. 0α〕

jj.j "1会:j 1'1'ee height 0.542 1. 000 

長f t1: D. R IL 。.641 以 221 ).000 

樹責C主rEo束w強n度density 0.204 0.253 。& 09� 1.000 

ha 当たり本数 -0.320 -0.3α1 0.274 。‘ 296 1.000 
No. of tree per ha. 

擦高 Altitude 目。. 183 0.07ヲ -0.222 0.067 -0.033 

方、 1ft Azimuth 山 0.229 0.045 ~O ， 227 -0.034 O.O!O 

i'Jl: 54 Tilt -0.091 0.033 -0.09つ -0.008 。‘ 005

llit:& 2命 9 ブロック スギ(人〕関東 9 Block CrYlうto附eria jajうonica (artificial) , Kanto District 

X3 

料品全 Age 1, 000 

i'M i日J TYee height 。岨 665 LOOO 

U!i 径 D. B. H. 744 0.759 しひ00

lH，Sごま ii:，t; ~nl:ff:'
-.CU17 仏 29'7 -0.400 

0.452 。ぜ 178 0.306 
UlrtHlむL.'t:.l

h乱 ~'1 たり本数 -O.4!4 "... O. 54.J -0.551; 
No. ()f tr忠臣 P巳r ha. 

4J; 潟 Altitude -0.258 ~O. 09ヲ -0.293 -0.140 -0.187 。留 261 1. 0 コ0

JJ 十'[ Azimuth -0.162 -o~ 101 一 o句 027 -0.003 。首 219 -0‘ 014 -0.107 

傾斜 Tìlt 0.061 0.111 0.187 -..0 050 0.020 -0.027 -0.481 

J�.l t゚ Rock -0.088 "'-0.039 0.055 亡).0己己 -0.033 0.0:33 一口。 182

i二 '[it Soil 0.085 0.072 -0恥 057 -0.141 0.150 --C¥ 003 



匂 r[l;勺 による記長林羽交t去に j対日る:ゴいl' 告ら ー

をによヮてタ J プアヴ L されるム兵三;J:フノメよTぷノfターン自〆j!( U) ほか， F刕. 18 (ζ5f~ したと?とく p ク

ロス表， :rffi[i 社1iJ.門店，1)相関， J丸[1;]!J{.1話相 l丸尋i校HYJ，れl関係数点，仏、分材らど指定スニs ア};;，と悦

久および披yとの怨托htRl主主ク Jt!ij!.ê渋Jいれ併でお

1) 内 のn怨:15;j社羽f羽刊H伐支幻1 お 《ぷι rぴFトドdメ悩4

7忽谷2会v淑4が林;1'~、;にとついて;求求主ゾめjうコられた v抗H段d 5J加別i日!句部将籾H凶潟ふお:よび i婦否 4祁i口:!凶対ヘ笥は手 'ra、冶'aJ討bコlE巴、 3お5 0のJ ごとくであ JふJ コ

じっ茨:とよってち モれぞれの1E172参;~台数紘こして:2í-;l誌誌をぬ絞すれば，姿凶の関巡あるいは各県

凶の対 Jぷ従む?とよJずる 1\i.1Lj.れんら i しいにおゐしく乙なっていることが知られる。

fべての決とおいてp っていた H~:tt::の総ノ J.. しにふて i;~ jH3i]fiJ汚主ら 1 し乙

Cr，ノ〉お{ノJお、ぷì~f;リにのようであ

内在日本iirJÐ ， Slt 将校j， 防相 I.)[J炎

of each forest when t11己 outsider 1.8 the stand V¥ﾜUU1C 

X" 
Sinlple c皞rela- Partial correla 
tion coefficicnt tion coefficient 

O.66G 。時 682 0. :3υ89 

。， ?J2 。 .822 。，己.5 1

0.4恒三 ().836 。毛

。勾 891 00556 

0.081' \)‘t394 。司 246

ぃ 00心 。 114 C¥ 904 。也 336

u‘ 161 1.000 。‘Cl 12 1) 子口8 。居 237

仏 002 一-0 ， ~O. 019 lぺ0.9アハ08 O.09� 

X" Xl(1 Xll 
Simple corrcIa. 孔.1nitiple corrcl品目

一j曹kナa 
tion coefficient tiりn cocff兤冾nt 

一、，フ hつ"、企l 

I-� (), 

0.7ヲ C

己 (.18 ,) r、戸、 ・，

O.Z_1 ト

-.0、〆"、ó (人 日、一, 日寸降丹、

--0.16己 U. ,J O~303 

円~.η、ハ、〆、ノ 。‘守 (人む

\)‘ 2己/ O,, 9.J] 内ヲ

日. 1 ():) U〆円ザ 、 o 晶 K、に'/

札 152 己] U, 542 



- 96 - 休業試験場併記報告 tf} 251 {} 

)ij(表 3 ， 10 ブロ "1 ク スギ(人)天城 10 Block Cりが0附ería jaJうonica (artifícíal) , Amagi 

Xl X2 Xs X. )(ぉ

，ζ41計l Age ]ーにペJρゾペV 

将'J ?''lJ Tree height 0，ペヰ3 1‘ 000 

n:J:桜 D岨 B. H , 。曹 020 00298 ]_(χノぐ)

佐川河う;þ~ ドヰヤ

density 
-(1, 154 中山 O ‘ 02ウ ()，()己2 L()Oコ

ha "'1 t乙り;!\数
。省 216 00 a9l 0 , 104 ーョ o )01 :島 000No , of tree per ha. 

様 [';jj Altitude 。ザ 142 -0.116 0 , 03é 0 , 011 O.OLi2 

JT � Azimu十h --0.264 --.0 , 。ぜ 195 -0. 06:~~ 0 ， 0行 J

frÎ 斜 Tilt 。.003 0.030 0.176 ().O:::4 ムー 0.099

Wf(};Z 4. 8 ブロック ヒノキ(人〉 木容\' 8 B10ck C. obtusa (artificial) , Kiso District 

Xl Xz X1 .}'(� 

体出合 Ag日 10ひ(l

もす ;;,; Tree he刕hl: O. 583 い 000

汜 jﾆ D. B. H. O. 628 Uヘ, ぅど29 フ 1. ()OO 

ー-0 ， 190 ーハ.2]7 C. 1. Cし\Îυγに1 

h昌三ろだり本数
-0. 与 ....0.ι -0.635 Ll ベ 000No. of l:ree per ha. 

総t !,, 'S Altitude -(), 194 ().331 U ， 20凸 -(:.226 パv・円Ol， O

ブJ イ ii Aziml1th -0, 056 -0.0今ヲ 0.062 O.C勺 c、1. にr、..' ~)仁ぷ" 

傾斜 'filt -0. 1 己6 0.061 0 ， 04ヲ 0 , 117 -0.106 

jsitミ 5. 8 プ rコ y ク ヒノキ(叉) /1< fJ{l 8 Blιd王 C、 ob/usa (natur乱1) ， .Kiso Disirki 

X1 X2 λ句 .8 X全 X5 

林市 Ag巴 1. ()(lO 

松J i't5 '1'r日日 he�ht )、， ム勺 1, ()OO 

u'C 11: D. B , K O. '::k9 L人 E)ô7 L 000 
;q~:乙百古

densitv 
内 0.1 じの O. :206 -()， 2三3 ぃ ()OO

h呂~ り本数
~. O. 114 -0, 4137 -c祖 633 O. 1.000 No. tr巴日 per ha. 

主ょ ρAltitude -0.013 0.060 f日).、-:::Qッ 3 。‘ 218 0.032 

方 {ÎL A伹uth o. L?1 向。岨2:33 -0. 0.287 0.2:1:3 

{ぱ斜 Tilt - '1 9ι、， -0嗣 1 心3 _.(1町 140 -().o勺3 -0.104 



D�strict 

)(r, 

X" 

1. 000 

0，つヲ:ぅ

X7 

ヲ"ハuハM ハU 

~(). 122 

.)( 7 

);/"戸 z
'{¥__. ﾓ" /",) 

Xg 

1. ODC) 

;てお

174関ずる研 百7~

Simple correl丘町 Multipl巴 correla- ! Partial correla訓
tion coeffident tion <:oe1 ﾍ1C1ent üo口 coeffici也nt

r、，jつU乙 uハ.竹〆ο内J〆1 5 ，3勺/ 

Uハ，ハO3? 噌L U.8�'6 O.8B3 

(), 985 O ， fjヲo 円。 4? ，J

(j、. 1;:: O. O. 72 

日9 942 円0.5勺、38

(人 061 D.9AS 0, 

0 ， 0 ふ 7 りも ~).('}6 。も 170

0 ， 0 、 L O. ヲ 1 <3 O. 2.1:2 

31m)コ1e correl丘町
tion co�!�ient 

0 , 

。‘ 890
O. /.1.9 円 9ハV パ 0.555 

0 , 0, 0:)6 

-0. (), 9:~ 1 O. 706 

0, 3:,:0 95~i 0.20�3 

円〉ハ、 μヴ O. O. 10 

し)， 061 o宅 Qノ υ宮、υA G毛 300

lsimplecorrtlauMultipie corrG1am 
tio日 C()配fficient I t�n coefJicient 

0.292 。

ち八つJ ハj. '.ハ3 ハプ MノJ 

CJ.O� n 

0, :33A (), 己

(), O. ヲ~: 7 f、

(), 11 。φ939

().日 o ヲ 1 。



ハW せヒ"i

ι:~H 弓98 -

7 Block P. densiflψ"a (artHídal) , N�gata Distrﾎct 

deusﾍty 

ha 当たり本数
No. of tr巴記 per ha. 

標高 Altitnde

"Ji {i'[. .Azimuth 

傾斜 Tilt

;→二凌 Rock

ーをL Soil 

うえ吋F.J
1ず ψ

)(2 

1, 000 

0.556 

アカマツ〈人)

)(1 

.c. C つo

-0.288 

-0. U33 

7 ブロック

/¥.ge 

Tree height 

p ‘ R H. 

Iij[表 6

総
{
甘
ん
刊
住

汰
一
樹
十
以

-0.218 。省 034

j> 000 

-0， 30ヲ

ー 0 ， 038

… 0.07ヲ

-0圃 26]

1 困 000

ハつ円 Jイ
V也んU吋

--0.08S 

0.092 

0.138 

-0.030 

。国 519

r--, Aι 
U. U.;Y.l 

-0.042 

0.042 

0.050 

0.047' 

-0 , 56? -0 , 437 -0.155 

0.271 

-0.366 

0.206 

-0.09号

-0晒J. 26

8 おlock L. leJうtolePís (artificial) , Nagano District 長野カラマツ(人〕8 ブロック思表 7.

)(, 

ド

t

〔

Fや
州
知
」
六
年j

X 生)(s )(2 Xュ

1.000 

0咽〆; 1 己

-0.101 

Ag邑

Tree hcight 

D. B. H. 

給
高
径

l 訓 000

1.000 

0.443 

1.000 O. フ-0.195 -0.266 

l.OOO 

-0.228 

-0.142 

。勾 196

O. 3ι己

。首 081

~O. 156 

-0.1/2 

ハハに 3
-U. V 、Jふ

-{、 "こに〈
'V.晶 υ 、J

-0. 。ヲ l

】 0.19ヲ

-0. 

0.33-5 

0.039 

0 ‘ 143 

。もりヲ4

-0.057 

0.070 

0.379 

deusity 

h乱 25 たり本数
No. of tree pcr ha , 

t~i if'jj Altitude 

よr Nr. Azimuth 

傾斜1'11t

10 Blod mixed forest (natural) , Sh�uoka District N L (7(.) 苦手 í!的

)(1 

1.000 

0恥 024

O.IJ::: 

10 プロック

Ag邑

Tr巴e height 

D. g , U , 

馬i茨 8 ，

対
一
同
問
筏

林
樹
一
叶
一

作

/
O
P
8
0

〆

円
v

に

ν

ハ
)
六

υ
r
J

《
U
1

よ
フ

μ

勺
J

ハ
U

T

一
ハ
U
円

V

円
υ

ハ
U

一
一

1, 000 

1 以)0

().O l.jヲ

ハ
U

ハr
u

、
J
J(
 

屯
l
J

0.07ヲ

。.325

iJ. ~ム 6

ー-(_). .3 3 ヨ

0.027 

... 0.06 ,; 

。‘ 193
O. 12.2 

3 ハ oハ
、ん〉υu

O. 。

(), 134 

0.0ヲ3

-0 , 2/.15 

0.0:38 

O. 

O. 184 

0.072 

denslty 

震は筏 D�meter 

h乱当ナこり本主主
No. 01' tree p巴τh呂

付:ンj Alt咜ude 

ノう {i�. Az�uth 

傾斜 Tilt

ふL 性 SoU

混合}Jjイi' Mixtur巴



による続料\TI路交訟に関する研究([[1 99 ~ 

X1 Xs Xr1 え 10
Shnple correla Multip.le correl乱日
tion coeff兤ient tion c()ef flclent 

一 O. o. :304 

O.5?3 。宅 6円] o. /50 

0.290 O. 。0269

。.147 O.68b 。. ¥74 

().()� G. 762 0.450 

~ (ん O. 

1.000 C.343 し 0.450 

-0会:3 92 1.00C� �.C9゚ も CL 

o. 0.046 し()(可{) ! 。.8.3 5 。， ,308 

む 2?C又J (\, -0、 17日 上 coo 。.0￥ i 0.844 0.2/(う

XB Xη Xe 
、"'^λ 弘士， U.> >"-'<.1ムム.~ムιι 民在ultiple corrd託、
~'1 ハ円 <'C目付icie.ut ticn co日ffkíent

。< ~)()3 

ハ、ノ潤サt 、つJ 、つJ 

O.7.t9 0.269 

()‘ 872 。.707

O. 自1.)5 O. 4!J.゚ 

し 000 O. ,23CJ 0.8ヲ() 。唱

0.179 1.000 O. 06~) C.8ラ￡ 0.315 

-0‘ 042 山市 0.093 1.00C 0.066 0.901 

Simple cむrr出1 Multicpoitlrff corltl丘 v!i Part泌1 cornお山
tion coeffióEうnt t綷l1 coefficient I tion coefficient 

0.1 与 6 C.J4己 ().118 

。‘ 5己8 。‘，584 313 

)ハ, ー吋6 んパ 「ヘ 61 。.6日S

0.429 O.80゚ (). 409 

~，-，(). 30n Cl.809 。. .。ヲ

0.3:31 。， 9JC n アヲ 1

O. ) ()') 0, 53 ノ

、 00。 o. i: L9 ('ヲ<0 .:'~3:' γ 

、l，j. 、， マ ハ 1.()OO 。、 o己u 。‘ 941 O. 

0.108 ... (). )O! 1.00() 0.280 。.94] 。‘。 00

0.2 ソ 1 日。崎 134 (人一 36 1. 0α) O. _232 O. ヲ42 O. 1~)7 
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)京表 9勉 jヒ?毎乙~.Þr林 工ソ、、@トド(天) ./lbies and Picea in Hokkaido District (natural) 

1銭高〔上) Tx-e己 height (upper) 

対inj(T) Tree height (whole) 

i首径CL) D. B. l:L (upper) 

ii'r 径(会:) D. R H. (whole) 

jS長 iji J 皇 Crowηdensity

ha ;:日たり
of tr日己 P記r ha今

W6 Altitude 

ノゴ �: Azirnuth 

ろ介歩合 Mixture 

(1) 15(~7 ブ Çi '/'グ(新潟〉スキソ\工対、

林鈴のみのおH責推?とへの[止ン率はi!hの森林にくらべ授もイ認しい才、;主総裁可数か

できないか， ふすまたは色」 ることでp 下E相関係数が 0 ， 9 近くのMa ;l)j_ (\~で j'lli Jìて位が得

られる。

:底流:W li;j としては j索前;のみが関与'1へのある主主因として認めうる(俄*[1 関イI長 0.336)0 c.と lと傾斜には付

FA との関ì&Itlfまなし、といえよう。

土木 l'Ei)f土，会J 0.542) と涼夜 (0. 6tH) の何者に関連がい f.}九樹おこ

作JJ:ほし可 (0.221) っ ζ れは樹幹j杉の?主イLが変しし、ことによる、

f仁宇

;ば土h訓:引潟J♀品 1栂;泊甘関悶可安を参A照1:~ì'にζ三示F主Lす)λ。

(2 ) 第 9 プロック(関東s 茨域J スギ人コ付

総級ば:1;i\\. {;~;以〕字r婆悶に明らかに閣j返する什

主/こ絵L高 (0， 665) と直径 (0ぜ 744) f乙ばおい杓 l認を~'J~-9- (、

村茂捻Yt ~とは 4寺 lこ ì:!JJ ìf;; (0‘ 75;!.:l の ÆjJJj:ネが忍く， その一変数lとよるも q能であり，とのよう

な滋合の解析には樹高， IT言筏の[山者任i!'，] rl:ý I三項目 l三 j可いる必要はない η

なおAh?5t~涜自については線およりも (0.303)‘傾斜 (0.449) ，ノ七位 (0.448) が材 ν、の関与悦え))-;高いひ

( 3 ) ブ110ブロック(天城〉スギ人 L もr

体総 J土砂j言 (0.243) ， "i夜皮引f径主〈ω0岨 O伯20ω〉 込%月与仇吟"刈1、氾双:豆袈H悶7戸河て司1 と刻 "引"吋!ピ三イ低段い持約Ir溺汚しか1なよ

^f~J町』で:あ鳥どるコつ

付波紋だに:):} t~こっては出潟 (0.883) ，川、弘、反 (0.721) が~~も六会く関与しておの，鈴村i よりも立!，{([ c;うど白

じ)えさし、ことイピ ;jミす、

?と? との主主)*においては，各，口日とも校! 万:泊 CD 内 i】部約 f\H fitj(j年:れこ低い。

(4) 8/' 口、ノク (長 g;f)ニノヰ一人工林

ヒ/子人工件において;ぉ樹JiJ2i白色の相!主H;;.;ij しい〈仏 729) 。

作紛J立 tM:l"可 (0.583)雪!i1l怪 (0 ， (28) , L:弘、 (0.43;5) と[友j;か提示;し，本放は立 i千と lißJ妾な関係を示す

(0.685) 。



による泉州制:守 ζiねづる

X6 

がヰ、

1シf渋二

(ロ) 8 ブワツ

」

η (0 凶 178) ，
j 、

人。

コ

心

。‘りoり

ヲ 1ι

よか、 羽 、

ザげをのね((_)， ;:、87)

泳八九ら

… 101 

0.217 

O. 

O. 亡、39

U. 

G. 

るか

う ., 

村総計1，.沿っと
)._~ 

~{) 
".J. 

ノ fニ λ: すよ[ノド 刀、

)，，]川村:こ\らべはるか;七 とと lこ媛これなく;と さなし、 (0‘ 537〉 n

これ;♂ i立十二ノヤ=;::.:~完全 i主力イ内J 手 も!勾ふ:1 沿はう之ものでみろう ο

( i~ 、-/勺た りノ ンジ 、市 l が司ノ γη マツ

ス t:: ./人工iゾにと冷絞すユ3 アカマ、、ノペーも l 立 i主るムドiど、Jド;じい♂ if")" コ〉 ヨ

[辺♂〉二之内との悶 ~:.'~U 少<ヲ

ノ[\ .î')"ヴ
\'.1民、.);ノ P

(() 

P 
G、

(7) 

川、

{."得、， 1. 
ノ1) 、/ノ\

(().ヵ二~

1 、
、r

(0。訂以山市 ;ilj j: 
"今 / よ寸 i 

ー i ト

(0. 1-188) っ

!こっし γ子 7;)0)9 ふ (0 ，

1 ，、、

(仏 79:;') 、

」〆、?も

はのろが

\0司 150 ハ

〆 (_t 4A8) 、

(0. ~}79) ~こ(込合 :じ丸;ノノ/)アつ

し、で説、;ト くョ 完 β ノ七

勺



ﾞ゚ 251 fj白林業記;毅i呉研究報告102-

NL天然林然10プロック(8) 

天然林においてはいうまでもなく林齢と各姿iき1，または料、分材後との潟i率性は認め難い。むしろNL天

然林において，林総を受注するととは{íiJ ら信ぴょう肢のあるものでないことそ示す。

主主図 ]'hljの[お逆性はおfìVGF と樹冠[直径 (0.516)，本数と直径 (0.538) 以外は一般にきわめて低い。

討議 iこは総i司法 (0. 813) , jl~*本数 (0.791) の将闘がおい。また，標高 (0.537) ， jJ位 (0.587) (こも

W~;Ì主性が認、められる。

北海道，花見地ノY針葉樹天然科、(9 ) 

トド天然科、において，村議捻定;こ関与するものとしては，上 r~木平均樹高 (0， 377) が金

立木三jZ士写樹高 (0 ， 216) よりも潟しまずこ_tJ脅〆永平均直径〈仏 526) が，会ユ'L太平均直径 (0.478) よりおく
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奇襲悶は常に材法投:とICiと」い関与性を示すむがよ澄v1lであり p 特に人工件、においては欠くことのできな

い愛国である。また，とれば[i:î径繋[え1 とも切らかな中日開を7Ï~すことは当然予想される。それは元米， ζ れ

らの材積が画:1弘樹i認を測定ESI子としてわ苧られた材街表にぶって求められている ζ とにもよる。

と本数， またはそのいずれかが材積推定に関与す62判立大きいっ

しかしT その問には第 7 ブロック， アカマツを除いては明らかな侠i速をえることのできないのは、人

林であつて吋も全譲炉を一築馴悶として丸るとき lは主ふ9 その内部に引lは主多く Uのω〉ν川l

5ヨ2;f化七の5現」わJ才れ'Lが多い fたこめといえよう O

地況の~D.S1 tま A般に林t~!笈悶との関湾与を示す皮命、は少ないがp 村総推定lこ関与するヰ〈はf少ないとはいえ

ない。それらは現存する森林の形態化地1JL上q 分平hに傾向があることにもよるものであろう。

なお全体的に見て齢絞，樹高，民f径の姿悶の'i.'(f土特ilJ を除いては， り見て低

い。

もし 0， 2 以下を測定誤差の見から徐き Jとれば，他とのlX~i患が 8Jj らかに認めうる色のはゴい挙lこ少ないと:

いh，ょう。

6, 捻定数値表作成のための検討

。 検討試験

(1) :r.員沼，カテゴリーの中\\九ii とまfxの選定

おいて，捻定数値茨の項仁|として選定する!笠間の数才カテブ 1) 一区分'â:変えた場合のそれぞ?れ

の材積jtむとに対する家相関係主主，および遊ばれた猿臼どとの綴;日 im係数値の変化の例を Table 36 \C7jミす

(この計算における反応パよトーン数iiili:表， クロス表， I/:] 邸中日開表，スコプ表， {1H:J: I昭和，14

当官会主義笠料 C 1 )，林業試験1易経営拡 1969， 3, p, 51"~412，未公 IIJJ 参照〉。

との結:設から各資料とも '1、able 36 の第 11料自にかかげる全演目を用いたものに比べ，タ} 31~j 沼江):設も

関円相:がfi'ìJいとお(mtrÐ'] ~，~ご茨われた適 1Ft 項目のみをそれよ‘れの森林;こついて選定し -l.:給与Lが》精度よから

ど大子、な去をあらわさず，またそのうちの 3 例についてはp 第 215 fj Iζ刀、し/こより多くの災

なる Jß自の組合せによるが;jJ1~よりも良!!子である。

こ:れは J五回の選定がHíi定を臼的とした波!Jr~ζ;:J:'Ul妥なものであることそノパす。

à婆ESI 中位~.?;~b'隠そ明白のうちから除くことは〉不得策であることが本炎より示されているといえようの

さらに|む J資料によるさ点目?刀テゴワー，主î:r多\1. 1JIじ久Ii)f(位~tJの変 fどによる計簿記染の{ω柁閥J :f:巨木IJ 燃のぞ

放{l~の相違の例を，鈴 2 プロサク(湖東)スギ人主将、;ご'ついて Table 37 (ζ7T~-f 0 

この計算:1こ JH し、た項目とその順位》カラーゴワ{区分，言ト算の前↓j 日{J. 'r、able 34 (途方ミ) Iζ 汁

Table 37, :34 の 1...7 C1)，{1 算において， 吉計計l'の 5 与そE 除き林語鈴令袋 i図λ 毛を:::i演良雪算事演臼の3第q ↑立としている Uの)1;は1 守

この4婆鋲悶 iは巴土t ;6志か〉なちU、rぷしも各望妥z凶 l中;い1で材翠務i潟り

安安、[悶刃では fなよいが，人 [:1，人においては少なくとも記録によって殺も誤りなく求められ，また賛成取扱いのヒ

の分類flげii:l として重姿な要[ばであるからνである c

]へ 3 のiÌ r' ;i;\{については liU述したものである。「計算 4J ば lヘイi の結洪そ参照lζ; jニとしてJイ災上の綴

党Jの下íIモ~~銭安dとより 1はち A紋的とすえられるものを項目，カテプ i) __1ど選び9 主た j出家I:)JII入順位を定

めたものである。

「;計算 5J においては íi汁第 4 J Q) J]'!tJ ;カ "l ~t リーを;受ヌる ζ となく，た



~(!. q.'.) :I//良平Ij)ねによるみ、村、ょに l認するドj円;付:ふう〉 10:3 . 

1.、able 37 司 r;iJ づ1約依然(サオ辛税引にたはるすHJ ，カテ l') 司変Zよれとよる尚杭i間" :lJ1相羽の桁迩

( :1ブロック スド .Wj) 

Dìffe以énce ()f t.hc partial ancl multiple co:rrelat}oll coefficients on condito[J that u，~ing tJぽ

exchanged dífferc、nt it日1118 or the cli:fferent categories und巳r the same outsider 

(; 1.. r 7 J において :1 J しってH 、 h 守ごt l ノ

とれらω杓ィ総??す

i )切に jJ'i. 日(7)れ町立を交 iたしたふ会攻日にぶや援だの相関係数日変化;ぃ、仏、〈

~.3 ~イ三羽!ユ1 のf， l'引H関係数以~ i)r.;nr，;切れケが卜，えれるにつれて杓への塗 d"} が 1)日わるめに，叩lJfもにある長

<';~ JI;:::!1加 i るがふろオυfごこ

ケコし常:こ日び〕川し， il話相関ヨミザ)ふと双し はほと λ 本[i ;，止な\ラその変化 O. .1 

vー〉

iii 〉力子ご1 1) … lパ分が約分化♂れるにつれて，々の日以)，討中日 IjM↑三人となる組 1[11 がある υ
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iv) 役;どにI0l l}t土のおい項沼のカテゴワ一応分が細分イじされるほど，会項目による窓組関係数;立大きく

IÎiJjヒする。

これらの結 ~Hふ;改定Jこ関与伎の;巧い要因。〉カテゴ lj ーのお11)1イ乙が計01[ 仁ば台、初であることを示してい

しかしながら，カテゴリーの細分化は郊に記した綴測p 判定の精度， 仁枝と資料款に応じた絞討がされ

なければならない。むしろ，観測の~iてがマきるだけさげられるよっな

る。

として予約分化が

言トられるべきであろう。

空空間君平総椙関係数および設相日高係数;とよる窃隠(1)!!府立と有効な項民数の検討

2主 ~!~ìJ洋煽栂潟係数lzp その項目安加えるととによって生じた捻定への効よいをはかる尺!Jtである。

Fil じく百ブロック，スギのがlを汗 IJ 、て仁記各言 f'~ì における谷J}![悶の重~~群偏松関係激と項目を~~-つず

つj主力日した場合の;琵:栂関係数の変化を Table 38 fと示す。

Table 38 において，蕊出主解析ロ t-主主，:;:-行なった「言十 ðiì の 1 J ;i' rぷき， ~与災長山菜l2;iを項目とした場合，

この 9 プロック， スヰミ、人工件;において，設相rJj係数が0.91を満たすJ'rL\fをおこなうには「;干 1-;話土 4J 5~ 7J 

り 4~災自を， í計算 bj では 3 項目をmいればよいととがが，rJ られる。

チ I~ g!針C ;:)) [i村誌に選給関係数を，ほぼ o‘ 93 以上に期待する土めには「ぃ I^g，i: 4 , 7J i二おいては 7 :民

(jJ で 5Jぷ院をHJ いれ i立よし.)ことが知られる。

J丸[~ 1M]の:菊池ヤ|ーがスコア lとおよ lます影響の校三、;3) 

与えられた外的蕊tなさに対して，各刀テゴワ~..- ~;ご J}えられるスコア;ふ各孫自 /J~ð'ü~~心でるれはlJよ['3の累万

j可一外fl':J当主i1，t\ (村議) ~と対する jJl ロ，カテゴリ一区分J!il1"{jL ~~t .-~~Q による療以群1iiî 'Î'liíJ8

およびj王将i関の変兆(第 3 ブロック スギ人工林J

Partial andτnultípl日 correlation cocfficicnts 乳s the differel1t iterns 

and categoríes，乱180 order 
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0令 470

CJ.9Jヲ

'. 、'. .、、 l

X!J 

91 己

0.184 

0.93 ,3 
0.11 令

。 93♂

0.2日4

0.921 
0.27ヲ

0.915 
O.08� 

0.932 
0.449 

(). 9;~8 

().三

0.914 
0 ‘ 

X , 
0.888 
0 会 219

0.77 ,3 
().225 

()， 89ヲ

0.360 

0匂 915

0.108 

0.914 
O. :'i9� 

()，ヲ

0.334 

0.906 
0 町 3JJ)

0.832 
0.229 

0，手
。診 326

0.383 
0.196 

0.8ヲ7

O.4()8 

0 , 897 
0.764 

O. ヲ.1 4
ハ 五代/

0. ~芝、JC

893 
(),.3C8 

。、 875

0.1'10 

0./56 
0令つ9:3

CJ.378 
0 切 2~-)3

0 内 875

0.716 

0.729 
0.683 

門

0.77:3 

O, S2. 1 
、旬、〈

U. / 

ロ 86守

円フコ 4之
、/， t ι し

。、 3-t8

。.708

十ゐず. R. 
日 i 夕子， P.R. 

ハ H
“ P. R. 

Eミ.
P 。及、

! R. 
• P.R. 

に R.
~ P.Rι 

r. R, 
ノ P. R. 

ウ Rψ
, P.R. 

O. 729 

λ:1~)(1l Q)J゙Dd Table 37 参照。
R ニ設相関係数 MuJtiple correlati阻むoefficients.

P.R.=要国務íi主治関係数 Partia� correlatiou coefficienL 
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丘:}j)徒二tJ .JJ~tCfIJ Iねによる双林謝まま法 Jこ関1 る九!?と;心

加算ス :J f 手

Contellt of aCCUID.uJated 3C01'"(、

三十 Xs

3+X'1 

3 十 }(t;

ト X ú

6+.,\"7 

7 十 Xs

F�. 22 件、総 Xl 白" !)ブソ ;79 スポ fj

Scoτ記 01' th日 fo:reßt ages in コ]口ck 9~ 

Cγヲ争10m草ria ja争onù;a 唱

体話事 Age 

ト τree hdght 

ha 浅たり本数
No. of tr問 pe1' h;:ふ

f'Jl.斜 Tilt

Altltude 

Soil 

Rock 

Azimuth 

リ !lft'?: スご了内容

Cont巴1.1t of ac:cUlHulated 'lcore / 
i 

/ 

I 

P
ι
2
0
A
 12 

f罫

X1 
(芦"， 8 ブて1 叶 Y9 ドノ炉、 1 !i 心

Sc口:te of t11e fore.;;t agc~s of thど

bloιk 8, C. obtusa. 

Fig , 2:3 

人・
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;と:活{系なくムな jtïirrJを示すものである。 しかし新たに加えられる JJIi 日との|けに p イciJ らかの関連ぺ7があっ

た場合，スコア lとは新たに加えられた項目による影響があらわれる c 切らかに制lL関迎をもっ項目任J~l し、

るととがとの子法lと Jえするのはp それによる

きくなり，著しいさ主:りJを含むものとなるからーである。

1 :例として，第百ブロック，スギ人ユ林の「第 6@ 百 1-主主」における林齢頃ヨロ)スコア心変イ乙そ Fig.22

加算スコア内容

Content of a軣umulatcd score 

T.r巴記 height 

u オ王者文
tree per ha. 

Tilt 

X5 主主 �:'ii Altitude 

~ヘJ Xs 」叫 SoíJ

D Xr 地支 Roc\王
九! Xs )f {{[ Az.!muth 

士主+.~.，-(.;ヰマ

t、コ

l+Xs 

之ト X1

'),J_ y 
^�  

什 Xe

S+X1 

よ ηて項目内のスコアイ廷の変必が大

V:す]"':90

との場合3 山第):J'jrJ ~と第 2 項 IJ r悦ご)]~;\" cYd 

を加えたとき。スコアには著)い変化谷正じじ，

以後のスコアはあまり ト』絞なもの

となる。これはj本総と樹高際に rr1J い[主J ;!liがあ

(0 , 675) , しかも汗J :ttH合7どに対ずる林指令の関 l子住

(0， 398) よも，樹FJJ階 (0， 895) が;まるかにわ1い

ζ とによる粕よであるつ

制 Xs なまゴヲ カ予コ、リ F の変化そむえれば， )(゚ 

をカ i7. る立では，カテてf リ (や (CS5&f生、)まで ξ

ClD (56年生以日との W'Jt 計、ÿjt6ji:t yicへの関与'i"Uと

Jα)ト

bOOr 

1
1
|
ι
1
1
1
1
1
1
i
i
i
l

ト
B
I
1
1
1
1
1
1
i

ト
!
1

α

氏
問

5

4

3

 
2
3

一
。
〉
杭
積

F刕. 24 訪れ;;1; )(2 

(ヲ::; 9 ブロックョ
?om-

スド， G [1) 
Score of the h己ight

classes of th白 block

民 Cr望1)10持leγia

japo孔iCtJ.

ハ
、J
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1、乱ble 3fL 9:;ブ守口ツク スヰギ:' (ノ人J人\， )ρのJ川jl句1仏ふ〈

In口忠r cor、Tdatio口)0つ役). Cα(if_己~ffí仁cl正er口Jts of th日 9 bI伝O(くck Cryj占~to押I I!打l'ゴi点

jρ戸on Í:印

()， 2つら

x;1 

X2 

A日e

。‘ l'18

。 03心

)l".ヘ

)(“ 

三:があ/f;_， c 

ノ
ぃ ノシ
ノ).... :.-:'C. *t ? C ;ﾄ5 (ずる休止ウス 1 アはす ほ lまとれ，-の組Iおそ示すぐ Fi必 2:'1奇\ 8 7 

じっ折、約スコアザjろ:'iF9' ，、-，、 1 ふノ h:h- '" 1γフザ，./，，'

)¥....1... .. )，千日)} ~rJ .l. P.:U 

し 1，、芸乃泊三 (c る r イ日2 とえ:'ð (h乳 211 たり数日号ì える iよ陪で p

ひね'校三、ある〉

。コ森林切とは X2

!ト

ミ -
[;1: (j, 13 マtア 5ちる。どのよ見合のおとの内招待系()， 53， X, 

ま i: X" ヘノ){-jぞかYえるまでは)'テ t l) --"'1 "話}..-.~(~) (38年と、 L.) ~区分する必製ばないが， X月

た以後 iZ分のの k正也が:r;，\われる(他のf託の浴す〉。

スヰ: f 百 6 _J 、- _--，いて， Fig , 24 ノ)二ず οのヌコア変化判長沼ヲブ Iコック，ノ:

ごーようなj寸泊三の i~~l)子治ふうじ;-Jfr 舎がj な告さとのようなとんどすべての滅状γ二

ごある k

'Y6 メ!と の 74h1!が己主治 13へ 17m)ゅの手わずかにカテゴワのはよ勺

iらした vうで ;;3Z 〈Jカ測さ弘、③ (24~~- 2brn 以!日(/)fVi¥ ( .)": 

'.-, 

て一句部中UM~1 係数より:ふ JJ� 仇さない、 i勺時!日 1 [:_¥ 0)内初芝;友であ'fable :iヲ;ま 9 ブロック?スドF

らか λ ぷめら才しない c

、
f

J
 

3

勾[X 上
ふ〆ノ ι- 'v'可 j

j"- .~ï:" ..-( :; 
_，仇，~} /-J F') ;:} : í'j 品、 j 作れてうオ:太政:ぷは?

、i ',; ごユ

ス v仁、ノドのがJ号 }"'ig ， 2:3 三397U

4: ぱ:ぷう，}OJwr] ミ{ρFi氏 26 ，~<:， ;j'~ 言。 ζ 才しにおいてばカテコリ ~C心(てVJ長) (;rit包のものとさく )j\jω 子子

〉ノ 1

、
)
/

〆2 J OOO ノドJ、 ドおし、てはカテゴリ モミ〉と($) (ha 

えよ

:コ I"!



第 251 号--110-

5 : Iti~r土ï (ま滋{îによってはカテプリー閣で援を生ずるととがある o Fig. 27 の例において，カテゴリー

③ (301~~450 m) にあってはス 3 アの変動が大きく， fl!~の項目。〕彩饗を受けやすい不安定な婆凶である

が， @) (4501刃]孔L:.)では安定した項目となる。

6: :Jj-[立姿 l)~ は Fig.28 で、は著しく不規則であるが， これを平高1凶とすれば Fig.29 のごとく材積投í.t

関与J: Ciコフ51勾 tlがm られふ〉

とれら若干が1]1とおしたどとし民間 idj の相互協渓，t，出土すべてのカテニJ" 1] .ーを遜じて影響をお

と，特定カテゴリ一部分(C影畿のdうらわれるものがある。

F費口

品そrglien ヰもと

申
と
コ
一
口
〉

ドig. 25 ha 当たり本数 X3

(務官ブロック，スエト."

Score of the 乱。‘ of tr記ぞ per ha圃

ill block 9, O'Ylうto押zeria japonica. 

材

6 [r� s) 

ゆ 加算スコア内容
Content of accumul乱ted score 

l ト X.

2十 Xõ

3十 Xs

4+X, 
5十 Xs

6+Xg 

ha 当たりヌド数
No. of tree per ha. 

傾斜 Tilt

標高 Altitude

土怯 SoiJ

地質 Rock

方位 Azimuth

秘主主政密度
Crown dens咜y 

V
A
V
A
X
X
X
 Xs 

;十 Xõ

加算スコア内容

Cont巴nt of accumulat巴d scor巴

2 ト X6

3.ト X7

Alt�ude 

So匀 

Rock 

方位 Azimuth

t対溜IW密度
Crown density 

作目

'[:'F. 

:�J: 

r 
f 白

ーム

え日

』ι
山、

)� 

X(j 

X1 

Xs 

Xg 

>
M 

,) 

4 

5 

6 

619] SD Fig. 26 傾斜 X長(第 9 ブロック p スギ，

Score of the tilt in block 9. 

Cγypto制官ia j，品全onic品.
(ﾐ 



円三官i 去l.\!Tl にふる

}J立ギスコアr'l:;子

Content of ac仁umulated sι01'8 

ヲ

〈ミ〉 Dち

おい -

手ス Jf 

Content d accumul況判邑cor己

111 ~~ 

ト、ig. 27 X" ::1プ1".J ック 9 ス守口 6 i馗l f]) 

Sc{)n~ ()f th仕立ltitvôe � block 9, 

Cry�torncr:Ztl' Ja/){JH�"f1. 

Fig. 28 ノら 1繒 Xs 

(j5f; 9 '~./' fJ ソクヲス九 l 回目 j

Score of the az�uth ﾍn block 9 

Cγヲþto時7.i?'rÙI ja�onica (1:ト
f 

ω名については内部関係紋を表燃して予;WJ しうさl が，ではそれで

1\と 111\:J1:.'1

予測 Lえ 7与し勺

主/こ ， jJ ラコリー l!'fi 変怒りがおしいとさな医分，政 f;Ú，!汚なぼうすともにじようテ;手L とそとの )íjjj iむの変妥Ií:'

スコブ'傾司の5Êìf';/ヒ'i; ;1 りうる乙がある c

4.) 検討に対する総合考悠

( i -'1 
\ム J

ちー，~ ，---~ '.' 一 一

三 λ\ザ ζdコし γ乙

先平における中字決自のカテ 3やり に iテえられd るスーリァ:ふ料として与えた;μ心」まゴJd、:対して， Z1 

も .;;-~t)~:が少なく 1rFjJ' しうるように:):之められたらのでち );j 〉その資料にj<) してはさわめて ;~r. j;:二である 2: し、え

〈二yι
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Fig、 29 方位

(Fig. 25 の平 filllヌl)

(i'f1; 9 ブロック，スギ， l lTIJ日)

Score of the a:dmuth in 

block 合5

Cry�tomeria japonica (2). 

したがって，との結果在、応用して1tJょの資料から，その森林て、の外的;ま準羽田を推定しようとするスコア

低与をうるためにはp 第 1 こ， !!if祈計算tcmいた資料の性質が適用しようとする森林集f引を，かたよりなく

している乙とが必裂である。

ける Ih 館本との関係と問機な立;お守あっ wじとのために，

和いては資料，すなわち桜木数は 般に多いととが期待される。

しかしながら，森林ね授においては7広場湖涜，あるいは2予言語踏査のごとき大悲ßi笑 fC:多く :(,; 

ととはp 会~ f:iヨ羽交のような滋合会主主いては泳i離といえよう。

限られた様本数をほ~~tillより締りなく !ilJ illする方法として，校卒L制査法において

される ζ とはがj述したが，多変:監jj2\' kJíにおいても夜中写主主による母祭閣の源化や，そのt[[1 出 11::の適用は，

IToj様 lと交料の:不備'/l~.を高めうる有効な手1えであろう。

しかしながら， しの解析には各項目，カテ:コリー刊の線]t;[!iJ備を基準とするものであるから号取 pi ，プJ

テゴリーが決fËされているのであれば?それぞれの Irll帰式を術忌させうるに足る資料数は最小限必裂であ

iJ ，ま 7己資料?誌に応じて項目，カテゴリーの区分は制約されねばだらない。

(2 ) J]Q fI ，カテゴリ内のit~泣:

解析結果が与えた資料;と忠実ぜあることは，一方において，その資料のみに役じたような偶然的な項目 9

あるいはカテゴ 1) ーの総架がそのなかにあったとしても，それに ら才L うることである。

したがっl:，適用 lc当たっては解析の内容が約五 H];l;p[JJ Iごと..")で， ["-rJ様であれば波長リの解析にまで

期待しう忍もの j が境問として選lまれねばならないっ

その検誌は I RXitよりの読み設ねられた林学的知織による判断とともに 9 解析結果;とあらわれた内保相

関係数ー また約杭;関係数などの{Ui:を相対的な参照としてH:lいる ζ とがでどきる。

必項目の編相関fi~ 外的基準そ変えた場合1とは5毛なるのは当然であるが， ~宅?もその際p 内部相関にも 35

少の変イ七は 11::. じるものである。その変化はそれほど大きくないはずである。

また， Itj…外出J蕊ヰEtと fおしてもよ長日会計算に加える 1服役，カデゴリ仰向の区分;;í?交えた場命 l土偏*81羽白体



ヅド qJ :lJ~J~{手u汎によ 隠する研究( q-"-l ω -113-

仁、二子~1:ィヒする t，のである c

この pIiJ者はj京溺!i'ちには引乙のだいもののはずでは rもるがきそーはァロ米> *，Yi，P1;t'{;{)]_兄皇~[訪のキ[[!L， まに立政

iなj必要lJυ戸 j不況との(t，多かれ少なかれ I\g波ゐ~: ,Yt. L ~ 3'é全な司1nL0芝数でない乙 cτ{とお院するとも

いえよう。

この解析の手法においては?ポ.J['lの独立川 lご不i括性が，計i:ι oコ結果に fiJ j らかに影機会およ lますほど仮

定に反した湯山、:こは F その現1=1 そ 11 う ζ とは不渡切で主J ろう C

したがって 3 内節税閥均三高い不公すもの相互については測定o_)Mt易，下芝lj~;':ti!， 0) jtJj PJi +，Ul絞等そ窓llN

していずれか 方を ;Í~ぶべきであろうし，立た外:1ぐ1)去準を呉;こしたとき，著しく他 (EO〉 55述ttiζ変化本き

たす項目は不法;;0':なものと 1J亡命その遜切さ!と;ぷiJが__， ~じるつ

また問 'タ志準 l<::~すしでも， む泌江3算手 iにこ松加1える心蕊心仏、小f

いても 7虫 fウf 似性A と q弘k芝で芯定界f判1 のj点)~::1 より J〈2lで， 羽目としてのむ:心j干名 Iごしえないものといえよう。

一一~jj~~たとえば 1ふ内、における ;1;jfÊt，成長:滋などの役定を目的とするらJrf?9 その解析のおもな自作 l:し

多くの 1夜間Jt! F1 の j}l .J: ¥) f どのよっなものそを3訪れ~J1 その;tidキごは訟もよい段を効率よくな 1./ -)るかJ

会見い H:\すにあふ n

したがって，たとえ森林の生成やjf{:移の忠告程、またそのJ完象の杓瓦\，/~~従ff首関係:がある ζ とが概念的にdl

めらi1 るとしても、そオしらの相~]:L関係がi日らか iこ数依 L認められなし、 J:WJ 合は，それらをIiÛli~fi之江iH として

J{llj 、ること l土日 ~ζ反"~r- るものではなし γであろう。

ヰl'JU 。従属WJ， あるいは相Jj'， GmjIf.CっちU止として考えられる と foi!J，'ii1立地の丸ti)}~!~ 安

の郊において，これらをJj'i巨止したJ.:0J{}に数イi白乙認められる fn15主:土語わめて少ないれとれば内部組問(1)

4古 iとよって知られうる n

写真{ゑを þ-f! :-Îj'とした場合!c. , どのよの t主 rti:討:椛JyztO.コ ËJj図 p たとえ

にifJi測しうる現象として検討しうるものである ο

目立総

乙れが明りように従関関係長J示すものと .9';1'[ ば，そればrl，'j 阿部波長1Juえるムさわiめど認めうるお:-illtt~ì:5:ド

ずであろう。

なお p 外出) )μ告におして潟 '~r'/tーのノjノ‘ない IJ(FI:ふ測定の首長不とそれぞ方11 ふるととによって!j:ずる ;<Ij~廷と

の検討トr J: 勺て，収拾 ì;iF，沢おれねばならない η

実際 i二の ~'f.!JYE の廷燃としては， Wci治関係数が 0 ， 2 以下におし、て:おむしろ ill.ljj[7諺lj千を〆ど除、 j べきであ

り》すご允それによ(でられる となりうる 3 なお ， ~J~ [)~ ~n~ {ぷHJ撚係数 (η〉は次式

でミめられる.-~

7. 立木材穣推定数償義

がJi'lfHこ}il~べた;ニ~悦によっ℃巡切なJ五 F)，カテゴリー，出l'i<:JJU)\の illflüどが決定 3 れたとき p それらによる

外約九五準[l'(自の j午~:llJ織は，各プJ 子ゴ 1) ~1C_!:子えられた ~J{:と計によ♂で f:~} られる。

したがってp 資料にかたよりがない限りそのス「ア表は， [ロ1 熔誌の森林を税制測定したとさ与のや祭似

合づる ω!こ川し、る ζ 士がぜ宍る οζ れほ'Ii]述したところで忘るつ

資料として試験をおとなったら、森林について， 'I'able 40 (と 7J~ ず♂1 肢と lijt({幻ごついてふたたびてitî詳し‘

作成した!ír定数.fítt授の持約受 Table どれの I から 9 (送方、) (ご一討す。
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1、abI記 40. j工木材稜推定

Itenて s of �:he score chart cons�ction 

χ 告

方位。) 0.231 
Azimuth 

傾斜 (ι) 0.242 
Tilt 

Xl 

X包

Xa 

X生

Xf; 

Xs 

Xr 
方位。) O.l� 
Az匇uth 

)(8 

カテゴ 1) . 
Categories 

係数

24 30 J6 

ヲ08 0.9.51 0.948 0.844 

coe:fficients 

( 7 Block Cηβtomen'o j，ゆ0押íCI! (artificial) , Niigata。

@ 9 Block C. ;'aponica (artificial) , Kanto. 
@ 10 B!ock C. jμβonica (託rtiîicia!) ， Shizuoka. 
( 7 Block Pinu3 densiflora (artìfidal)~ 1可íigata.

CKJ 8 Block La灯x leþt，ο le.砕か (arUficial) ， Nagan�. 

なお天然株安HOブロック， NLョゴt!~t;ß lt~r ユゾz トド天然林(北見)モ除き，林齢;反日そtf; 1 H演Nとした

ととは，日ijif したどとく林鈴は鋭校の記録に}、る f~'!t\!. 笠宮、上 ff森林取扱い上の後ßlL分の!'&I国とレ亡照

いられる使Jl'[!tのためである。

この表~;~号、r-J;'~1J呪おにより 1X分された林jnlZ: iHii ， またはつ，....ドラ p ト !x ドIÛPS のお観測項目予カテゴリーに

該;11ずるスコア;たあてはめ，それそずる C c: によっどその佼震での ha おたり村:fJ!推定布?を 3rひ〉うる

ものである。

この l潔JtJ 0) られた項お数;之多いほ 九なるととは確実でおるが，必要な精度とはj

泌しつ総本，担IJf0'~~安心見 J'11J よりどれだけの項日本用いるかを定めればよし項目数iと銭当ずるfj'のスコア

ιmし、るととカγく了古る。

~fjj，定の絞j奈はレ:ノジ，あるいは分散の値によ三て r測しうる。

項目室長rを増加 j ることによって得られ る変化4・第百ブロック， スギノ九三林，キf
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数倍 5長 J;n [j…潟表

for γolum.e e日l:imation

h札

方位 (5) 0 , 315 
A伹uth 

η 

コょ 26 29 2'} 20 

().901 o. 94~-5 (}‘ヲ <3 。、 。@ヲ27

( 8 B10ck Chamaecyþa門:S obt例。(呂rtificia l)， Nagano. 
c�) 8 Block C. obtusα(natural)， Nagallo. 
合D 10 l3l.ock mixe<l f()刊は Cnatural) ， Shlzuoka 
(5り Abies and Pi('ea in Hokka禔o at Kitami. 

よむ:第 8 ブロックヲ 7i ';'7 ツ人 1、林口.)f日Hζ よって Fig. :30 0) 1) から 4) ， F�. 31 の 1) からのにI!\すっ

8 立本当ド数捻予定数倍幾

It1JI1!tic , ha 当たり ..\Ì二十三本百億として? 江沢)j\:数役JfをkiW[t~;ヰイド rJミし

ノるの

若手半Ij読カザ ドによる数儀表のJ又f]とその備校11'立:j，袈民])'1'-録制:丸捻JìclítHJ関の冬係数一?以こ~';. Tab]日 42

F::~ まよ~次総友会 Tabl色<1:3の 1 から 7 (ど~*) ?と jj'，す ο

二 0)数俄表においても，林法誌をな~ 1 j知立涜[jとしているととは村 ftf捻定数'ÍIf_(渓の域会と ll~lj様であるが，

:??ぶりも:てらにjft;:在ぜ\の関与性の少ない場合が多いハ

J1l!L七玖 IJ (1 7川底 i~ll( tJTによる内部約潔係書:{z ;2::・ 4き lとしてヲメ土!1rjí?F:: íYY}告が lよ;いと予恕されるもの/子 4 ん

5 ミじ}にわたりえらんだものであ心。

ha アi 六り }'L1、水数段定iご写真観的の立木本数JYf[~ が関与総いのは当然で主うって，人 1弓ト~r. èちっ
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Fig. 30~1 :3長変雪量解主rr による材積徐;1'他と英側iむとの Wd係

9 ブロック，スギ(関東地方)，要問演[~ 1 

Difference of effect by increasing items for volume 

巴stimation in Cryptomer僘 japo臼 ica， Kanto district (1). 

実主iI

Fig. 30w 2 多変露骨干析による村訂fti目立と突がillitú との関係

9 ブ口 y ク，スピ(関東地7i)， 主主 izJ;京 D :0, 

Difference of dfect by ﾌncreasing items for volume 

estimat卲n in Cry少tomeria ja戸0削ca， Kanto distr兤t (2). 

ては， このJtiH と十社!話機項目はずべての場合lこ重姿むあり， 4'Y~と郊臼ブロック，スギ人 l 林， y¥ 8 ブロッ

ク， ヒノキ人 i 林は，それ以:Yl~(/)夜間の効果が;;f~引ご少ない。

それに次ぐものとしてはi凍結皮， ß\'''，コi，傾斜苓の階総長三分が林分によってそれぞれあらわれる。
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Fí只 30 ::; 多災怠平↑!?による糾干ご札とら去の関係

Q ブロックタスド (WB 京以~.'U)~ 夜凶ι[\ 7 

Differeu(、色口 f effect by Încreasil1 εitem s for volurn.e 

'黌timation 匤 Cry�tomer僘 faþouica , Kauto district (:-3). 

t自
ぬD
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F�. 30 4 予附Fによる材も二と;先制出この関係
9 ブロック，スド(潟東 JiliH入、ι9

Díffereuc台。 f effecτby increasing iteγns for volume 

estirnat綷n i.n CηP戸to押zeTia jaþonica, Kanto district (4). 

これらの νずわ{) 'iゴによる ha :"!こりヌぶ本を二

ペーの 'E 相関係ナ1などにより知られる υ なお:邸周!こ沿たってはれ干の?と応j. ~C--::) いて、 よる

，l~' ア
斗、〆i、

'"".' ( 
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関係
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Fig. 31白 2 多変最終析によ

る材積推定値と5Æl側依との

関係

8 ブロック，カラマツ(長

野地方)，要刻現tJ 2

Dìff己主，'ence of e:ffect bv 
increasing items for 
volum記 estimation in 
L. lqうta[eþís， Nagano 
distri己t (2). 

l' 二←

200 
t陸 Aι:L

Fig. 31-3 多52:盤解析によ

;[)*J滋推定fffiI ι実側{ü占との

関係

8 ブロッグ，カラマツ(長

野地方)，去五回以尽 3

DiJferenc記 of effect bv 
illcreaslng it日1118 for 
vo1u111εεstîmatìon 匤 
l吋 !eρtole戸iSJ N-agano 
di8tr兤t (3) , 
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Table 42. 立子十三本数 fflt 定要 kq 項目ヲ裕関瀧表

Items and their corrεlatîO!l coefficients for estim呂tîng of th邑 numb居r of trees per hεctare 

(6) 
0.273 
0.576 

命;?

現泣
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本択

廿
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山
総
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U問
時
館
一
認
持
議
終

(4) 

O. 

0.363 

(4 
0.849 
0.820 
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0亀 80 ノ

Age 

(カテコ丸、') -) 
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。‘ 556

(3) 

O. 
0.599 

(4) 
0.373 
0.36ヲ
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0.195 
0.077 

O. 
0.855 

(4) 
0.492 
O~404 

O. 
0.512 

O. 
0.860 
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0.365 
0.210 

0 
0.731 
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J-Z人

口f treε 

0.349 

(3) (3) 
0.201 
0.173 

O. 
0.364 
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。‘ 2ヲ7
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Tilt 
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T'able 44 詑径予測主~

Items and their correlation coefficients 

;l;t い 福寺
Age 

数
(〈カテゴザrieーs〉>
Catego of tree 

P。(5artia4Ul 
j司}~

T11長rLee 
C口rrelatIon
coefficients 

姿Pa図rt書ìa予 i備相段j Cr政OWl1鰐dβI1!支sity 
correlation 
cαeffidents of 
f乱c1:o1'日 i r~~ ー3止~__::t.:.ù_'!~ι::-.-j-，

{頃
Tilt 

主総I対 Multip1e correJ.atiol1 
coefficlents 

;ヌ EJ lt記m
カテゴリー

(6) 
0.343 

(3) 
0.424 
0.452 

0.711 
0.623 

(4) 
仏 127

0.093 

(3) 
。〈jf33

。 1 ~ì2 

。‘ 495
。‘

O. 
n 
V , 

J 

~^ ,j lJ 

0.642 

O. ~)2己

O.4?1 

0.3己ヲ
. )令 416

。

O.28駟 

(3) 
().2()() 

‘090 

。‘0.287 

(6) 
0.294 0.46ヲ

(3) 
iぺJ. どD .Jに匂d U 

0.498 O. 702 

。‘ 791 U. 

仏 726 C.486 

(2) 
ハ.~. O.O?6 
、o. 9 C.106 

0.222 o. 
。1. 98 O. 

(:1) 
υ ハ 056 
。 C()O λfノ、匂

ザJ 'tii立金くの涼F色村;であるのに対して，後者lま逝去において択伐の八13作染の/jll わっ穴荻村、でありョ H[ij 干す

の各寺iU の列がj謀総?と対す {;~J 引ぐ:.0)差が，その構成の約違;を〆長わしている ο

ナわち， r可決主主ともにヲ付務推定;c: 対しては大桜木本数 l~j!i -jß'J~ぷも大予言い寄与性を /J~'~r がヲ 2 ノト

:むにさく変化 L ， ;，ムラウシで;;r::; 2 イ立にあるものはR.ÇJß-rid::， J1J t?Z分ごおるのに立、JL，ノド~'J森本不では人 γ料の

場合!と Mまさj交のi主i し、 :g1ïwj階区分である cζの樹高浴はトムラウシ 1'--/むいては，はるかに川、if 〈第 7 位::に

おる c また，一方局所地R，C'))Ir民伎は本号I!において会 8 えとなるつ

とれらの森林のJぷ」工と宗主のキt~~!，とよって，守itt-:}iJ られる与H'lの外手!こ:討する;だ波紋の F会-

れぞれの森林で日的に応じて何を調べ才けまよいか会示すものでお o

;t~mj森林はトムラウシ森林にj之べて 2 より人 IJ~一心構成に iliついてし、るといえよう、J

とむたから j~て) nflJfp'におけるつに現に /t 天然科 L タ'，; 8 ブロッグ〉はほとバど人日本とfPJ殺の十完全、も

っこいえようの
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これは天然林において， Ij~Î!îJ員長の制後{IL;: そのものが年IlfJfl!:i ~jI1 :tRを決わすものではなく，資料ば退去の議

く言 (J された最が9 それぞれピ;存杓訟を 2;まゴるを i!i}ぬためヲ推定要民，すな

結 ~.t二枯損木の潟;交iß サンプリング法等においては不 1 分なことにもよると考えられる。

数íifi写3要閣によるZLY対オ積。結損去費 e 成長鍾の推定ワ

数{自写真 fXi 写 r，; :J ド号ート 1 の1'r:fJ% 
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り名写真の夜間i子J\擦のj準標値を測定し，ヰ爽なζれにより

らびに疑問は!の襟〉主主l討すュとすることができる。

トムラウ、ン計 627 イi高， /J�:jjlJ 1 ， 826 阪である。本;研3ïにおいてfniXしたコ， ドラート数は，

写真観測と推定2) 

問森林について， J.克随調査機三十三点をmいて作成した判読基準写真(ステレ庁グラム)を判定法機として，

写真像û)会)i限ごとの林況を，数値表頃闘について立体観初lÚ し，それぞれに民世るカテゴリー区分を制

定，数値図書事 /1\ による地況項目。コカテゴ 1) ーは分ととち!と判定表を作成した。

この強制作業は異なる 3 名の判定者にぶっておとない，平lJ:i主絞設の検討のために約 1/3 の部分は重複し

て会員が判定しだο

ヨ;~次観測終了後。 )1\:綾部分の判定結染を検討，全体調祭のうえ第 2 次協調聞による判定を行なった。
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この作業は笠子計算機iとより行ない，結果をタイプアウトした(例:す乱ble 49)0 

各コードラートごとに推定された材穣句本li{員登，成長:監の階!爵5JIJ 分布は Fig. 3:3, F刕. 34 (巻末)に

JFず。

現地問主E!とよる推定僚の検討

コードラートごとに滋定された伎の検討のために下記のJJ比[1，調資を実施し t. 。
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トムラウシゴーxti本( 1 ) 

1970勾:7 月 24八"29 r:i 期間

百混交 t~l4 i;) 紛助長19 :i包人民

18{!)ii :J!D.ñコ戸町ドテート数

本別天然休(2 ) 

J.970{j" 7 JJ30H'" 8 fJ <1 j~llWj 
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成長途 Growthc) b) 村1損設 Inferior

トムラウシ (Tomuraushi)

材 t[l{ V 01U111 e 

阿南

. 4・

1) 

‘:、

@重

成長滋 Growthc) 枯t員長Inferior

自 IJ (Hombetsu) 

b) 

/[三

材積 Volumea) 

2) 

Fig. 35 桜， t刺虫現地説査による 3芝山J1乱従定俄よじ絞凶(卜ムラウシ，不:}}リJ

Compar�on betw巳巴n the estìmat巴 and ground survey 

円、omu問\lshi & Homb抗告u)

7仏 264012ι: 31 抵

0.904896 f
 

3826936.802556 l.:X2 : 

711.080581 σ2 : 10658.526000 l.:X: 

4.789372 S�x: 369384.3. 04344:) �:Y2 : 

0.66194 S!i : 10534.7270α) む Y:

3745074.057942 L.;XY: 

13.93必決Æ等i0.757848 b: 

この糸lJ栄は従来の君主立に点の地 1 諮交11~ 自体が，材積if{Új五僚会11をも flf.J時gc しらべうることを目的としたも

との変動の多い不起jまたのであること，枯領:忌成長議等はそれに比べて lまるかに各体型，

見ilな現象である乙とを示すともいえよう。
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4) ぢ察

写真観測憶による森林())j次長iメrゴ取扱いにおいて，三ユ変主主解析を導入するととによる現況ならびに捻移の

:r"?1{lj ~ま，全体捻íE と l，jJ時 ~cH0針。-'観測怖による fhJlíT~i*;fう?のHtf立を I t} Ü旨と J る〉ま六自然，人為の(Ir，)FJ rζ

ト，

ィホ

ただし，そ

うヲユ支をそも iíJ秘とするら

(ステレオグラム}の母体となった森林全体の傾向をjよ準とするも

ついての保紙となるものである。したがって 3 ぬJ\t11ホ分の推定1主;とJ)であり 9 その推定伎の精度も

は変動会 '1%.~' ð:3'ものであることぞ;脅えねばならない '0

なお， i司王泌の変化 lζ対応Jする予測に勺いてLt，その森林がき'\áG1\-.j;pgにおげる推移を'ぞのまま継続する

と仮1じすることが条{やであるい

数値写真閣による ~~ll也森什、状況の後jÊ1午業は， 与 :r~t解析資料 L スアレ丸叩グラム) JJ(交わりプとめ Oj~ 疋〉るし、

:土政投資料の裕 íF" 務総のための現地白日夜;::r.:~主き，林1)~~空間の.~f子氏tiJ，1 担1];ユ外はすべて機械イ七され， また議

行片言 l:ì'jl:機 iとより Mn沼 Lノうる〉

その係費'.r.ト1Hまコ， ドラ…「妙、 lと、五 νつでのみ上)~;IJiJ ，~る r

今後さらに検討をjJ!lめるべ::;}r.もの clノては，写真像機以1] の機減化とこ時r!DiXì数を投与ちた綴総資料の彩縦で

あり，またJ誌をI:'ll't']tこ応じた&@::J …ドラ ト 0)火器さの選定鋭準で、ある υ

5) ttIl1 1;>三分(})隠別平均{践による J約ととのl!GW.土

松本lJ品交によコて求められた潟 5}!] 不均 íi敗三}はいて， ，l*t白区 iせIf どとの惟氾悩rを求め，それらの合引によあ

れト分憶のt'f~).T~ぜよと 1ií:) E:数日1表による古ip長総;日出との lt絞奇p トムラ内シ天然体について \'ul:付積多成長

ffH:，村;損誌について実施しf たり

トムラウシ大然林 V.設定した多，jj" 5)\;のril; 状泌 fu~ *~j~ ~こイ?まれる林分の推定数値ィミ l

Table 51 'みごと\である

ま t: l?íj地J~X;村、分の威主11 、ド j!;J{li1: 1 こぶるJ1hi包 Illiu ま Table .52, ιι〉泌ァ斤 0) 比 WH::' Table 53 ，士一 J~すの

?の結*はl山J誌の絞」しは~{! し〈 ぐT'able 54)，付{立におし r亡，林1訂正うトば十 8 ， 40c~ + 40 ， 00%，約議長

;; ~12. 60へ 51, :3090 芳 成長誌は 3. 40~~ 十.51. 60:与をとノJ士した ο

11弘、胤宏九j手とも全体rìt定をjえして~ ~~[ LU された{立をHlし、るを、のである ωで，ル:tilil水分で

きし 1 ことは 7がよされるところであるが亨 f設定数値表任問いた依が材 1JJu;ぷ民主f において災担iJhî'.と ìf~J:' 、相関

総会不したことは前)，1，こ示した(

とれはこのゴ] i;ムが 40X40τn ::1 ドラムヨトごと i乃協議1であり， また Illii!lJ~や てし、るため

Y三、~ヴ

ピ(/) /.;; 0 

こ干しと)'1!:仁ずる場合，林 II，'! [え分においても， ?ííf以ω.ll1 r守 ifü L'i c..〆1: Q) 'i'iJ泌を行はつことカ':ìï霊切である ζ と

が予測されるが，実務[ーは効率一i二不可能であるつ c
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Table 51. Í設定数鋭茨による推定イi旺

Estím旦tlon by score chart 

一一M一一一一=一一一

40 X 40m Mesh N o. 

Line A 2-9へ~14 一一 10 25 8886.9:16 

14-....-11~25-13 .23 6520. 101 

泌--.-12"J29-14 呂 2108.706 

30....-13~~~.30ト 2 出99.940

31ーω13へ/31~-'>I 2 :311. 627 12.4コ l 5.247 

3;!.-1;)~"32..-14 Al λ957 13.842 3.670 

33-13 ~)55. 6l� 6.:398 え 619

33.....-14~， 41--j5 半332. ヲ.4A 19.373 37.72当

42守--15へ.-4 :2-16 2 160ぜ 661 ]8.907 -0.895 

4.3--15へ♂ 43~16 2 lιo‘ 661 l8.907 0.8ヲ。

44一一 15 、 '.14.---1 己 ~ 1/'2.205 14.26:3 。‘ 408

46-1 .5 ."'./4b~16 J 487 ‘ 351 15.822 5.4バu ウ

4，6-15/~，--4 7-15 、向 772. ヲ31 12, 896 11.). 02J 

17-....16... ,54-17 i 与 2041. 957 1. 13, 55!' 4:3. 

55--17ハ .-55--... 1 出 フ .307.371 lO, 453 斗司 17J

56一品 17，，-56. --18 2 199.081 12 ,1.104 ヲ03

57ーパ 7'~.，-， .57一一 18 心) 41:3.013 8.055 1 む‘む，92

58-....-17.~58一-18 〆;; 35-1‘ 231 10.805 7.628 

己9-- 1:' ''.59-18 ム') 94.6丘ヲ ょ 4.209 ‘ヰヲ3

60-17' 、， 69- ，-1ヲ ム明!、〆、 3654.747 ‘ 70S 60. ()7;j 

己ヲ，ヲ20 17 , 839 16.817 

:1217:3.480 ヲ() 1, 00/, 10ヲ.3-33

ヲ20.366 己.17J 乙 803

コ 147.

Li怠e B 

7 ..2己へ 1 ヲー-28 つ旬 、 7873.971 39. どOフ 106.1/0 

20一一27，、 -28--.3C 18 5471. 1.68 80.691 54.802 

2ヲ-30.，，2ヲ -..-31 Z ?80, 842 8. ':11; 12.152 

30-JO---._.aO-31 2 づ 510.900 1 e. 473 405 

31-..30-~3\-~31 ?ß7.87:', ム 8.4.8 8. ?�5 

32---:3ひv34~30 、、 :509.9 吋三 15.076 l7.462 

34---31' 、 38---32 9 27ヲ7.9 lO 17.034 3 ム .843

39-<H ，."---'っす -._.32 472 ， 8白人 ワザ守28 8ill 

40~3 '], '--'--'40--32 つ 594. 29~:; ).206 ()，守

41 --31 _"--4 1-32 2 3ヲ9.103 9.358 6 己5

々 31 戸、-'44-~32 、J 5;~O. 004 ム 3.825 22. 

~j 4--...-33'"~，~ 53~35 19 ';}774~ 068 9l. 3:: 。 5.3. 725 

54ゃ-34" ，- .-.54".--..3~ ，畠/一d、 140ν354 L.455 3, 742 

55---.34.--.._/55----3) 344.2ヲ6 10.385 七 62\

~:;6~34'--，-...6l-.-35 12 2665.931 56. 寸4 ノ土 f、J 39. ヲ25

62--35~'-- フ2一一l"5? ~'2 4315.1'16 93.861 。ι6令8

/3.---3/'"'.-73-38 白一/ J.97.35S 18.688 12. 守29
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、'.]、otal

Tabl巴 52， j�k '~J[見分 H=if :T:工Lによるんのjî_]判fヲイIf(1';: !おいた tfULf!心

Volurn巴 estímation by the for日st: i:ype classi fic乳tion area 
1) Line (A) 
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Table 52. (つづき) (Con出lUed)

j蛍名
Strata 

N 盟

NW  

NL  1 I 

NLrr 

LNn I 

(L 1) 

2.4 

苦十 TotaI

3.4 

'"崎 J

3, 3 

ム

32.2 

3.2 

一〈、ζ キ

0.24 
(1. 50) 

0.24 , i 
(l. 50) 

ヲ4.771 22.74: [.331 0. 3ハ〈4I5 

2. 守O

(18‘ 10) 

1. 30 
(8.10) 

4.20 
367. (121 l~i14. 48 A.l0; 17.22 

(26.20) 

\品、 ι品、， J 

2.25 
5.65) 

0.82 
(5. ¥5) 

0.64 
(4.00) 

0.26 
(1. 60) 

(101..772 0〉 l279命 15: 480‘ 141 2.1 け 63' 

1. 25 
(7.80) 

1. 25 
(7.80) 

パつ A

O. [1 0.03 1.221 (1.29 

3.60 15.12 O. 50 2. 10 

O. 131 fゾ). aつvつ

1. LO 2.15 0.861 ー‘'， 8

-0ψ83 
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2) L絜e (B) 

0, 37 

1, 82 

LNl 
iH T、ot

2 

LNn 4ム・ 1 ー

計、 Tot品i

4.0 

L 
青t. Total 

3.2 

(L !:> : 、3‘と

i. ヲ令

0.42 



-1.42 -

3) Line (C) 

l、J ! 

A3.3 

N n i 32.4 

Nm: 

4.3 

N L l I 43.4 

N Lrr 

) , 
V. 't 

A つ, < ~. 

ノザ 1 

・

3. ハ

:n Total 

つ 4
ι，"一

Ei1 251 号

L 

1..43 

0.52 



4) Linそろ (D) 

NLli 

L 

(L J) 

ハハ

'.!. ,-"; 

ih Total 

三、

N"ャ Total

ヤ rtjTj.:'~(玉Ij;jj (がよるう友林f;liM 1'主犯;l と r#lす ~S ,iCp 14:3 

1.56 

O~6 ï' 

:20.8< 
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5) Line (E) 

3.4 

N 1 34.4 

Nrr 

Nl1l 

NL 1 Lj<i.4 

Tot且i

43.3 

42.J 

l可 L l!
3.3 

L 

(L 1) 

ha ，，'1 たり
Per ha. 

貫主 251 号

2.06 

1. 95 

O. 12 
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Table 5:3. 休日uz.分ìtおよび数俗表遊間によ

Compadson of the estimatio!l betw日en type d乱ssìficatioD

method and SCOl巴仁 h呂rt me.thod 

犯'1:1写山:ノ付un(とよる

65 祖 48

2.80 

80ゐ 66

3.45 

38.99 

'-) (:.1 
;;,. '-..hJ 

3,3.38 

2.20 

S7 ‘ 72 

3 , 54 

6. ふ 7

lOA ‘ 01 

4 , 45 

1 (正)，%

ふ 86

83 , 51 

5.49 

61. 5:'j 

3 ‘ 77 

3 ‘ 72 

98.35 

4.23 

44.77 

.'~ (¥:1. 
-'. v ~ 

50.62 

3 唱 33

55.70 

3. ，1 噌'-j: ~ 

107.76 

4.6.1 

(パ.....，

öi"ヲ時と

f 、

ο ， ij 

1') ‘ 0 2' 

3 目 33

49.30 

3.24 
4 ヲ，

00 町{'j:

3.29 

4012. J 

省 5己

4210倶己5

2?�.02 

4fγ2 ， 0'; 

295 , 47 

f キイ
A ~ Total volum記

¥ ha lli てり Per ha . 

. B í 材干 '1二 vülurne
, l h丘三~.~ jそり?巴r ha. 

C í 刺殺 T. volume 

1. haおり Per 11乱

r M ;If( '.L volurne 
Di 一

lh一a~当当犬たこり P匂巴r ha札島

E {材 J裕J主1T仁喝 V引刊仁o似}

lha 以り Per 11a恥州1a胤川註払引vイ| 
276.:23 

2.93 

~~48. 81 

3.66 

274?O‘ 05 

292.51 

工:

Table 54. 林ill区分持:;r"iiITと数値表j色7乞'iiûとの絞設

Dlfference betw記en typo classif祥ation estimatioll 

and SCOl'e charl 己stimation

成長
Growth 日13

坊主i
Inferior m3 

干;J'占
Volume 江戸

,34.90 

22."0 

14. SO 

。1. 60 

3.1;0 

25. 20 

~ 14. 40 

一日 30

-40.90 

--12 , 60 

38府 00

15 , 20 

8.40 

40.00 

22.20 

A

B

C

D

E
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写真濃度測定による森林の滋動的畿測

に関する繍究

空 I:IJ写予言 0)利用が;~~íÿfW慰安のみな あらゆる えの有効な手法を符良さ 4さで

きたととはF I の冒頭;こ百己したが， しく機純化しつつあるのに比べ，質的側

71:，すなわち手Itくそ ::tJfIとする分野iとあっては，なお縦割tU"iぎの主観的判断lζ依存すおととろが多い。

今(交における写翼手リ照 とって，写真説械の機械化3 自動的測定は最大の諒恕三ある c

L る基礎とじてー「白勤写真濃度以IJ定装iアt (ßmtomatíc “ micro-photo.densitrneter) J の

IJ再発を針そ" ま?とそれによるおjSt 1:: ;Hiめているものである。

本研究については， 1961 年にその政混とテWl実験の結果そ発表し62)1 1963 &F) n 
j゚ 1 号機の試作長完了した。

その後合引きつづき各磁の実験益6)ö.Uß2)'l1)および機械の改良品:おとないつつ" JJi!夜:liJi.!Jl.iJ将降、絡に 解析計算機

とのliiI九ih 自動観じ時系列化を計りつつある。

l叫 写真i譲渡澱定め原ま竪

写1~~!.{象はカラ F 写真そ除いてはヲ戸!からおiにいたる淡淡官~!KìÆのコン L ラストによって成立している手、の

である。

それは被写体が，それぞれ奥なる反射光自主と反射波長?を与をもらそ Z'l.がカィラの~Yé， ~~f:3f~ と jぷ光材料!とよ

って選択jlPJi されるが己主である ο

したがっ、てp 写真殺の絞去さと判定といし との筏コントラストの憐伐と還の解析によって紋設的lこ求め

られるものであ心。

とれそ光電子~\~~による機械的主J!法仇:~i:tf~の数:~11化，あるいは自動記録図形の解析結染!こ J、ってき;t き U:\ずの

を写;興;幾度泌定江、としづハ

z、
f 
ω 略 写真濃度観測の万法と言己競

点j:林はITII積 t!J tl.広がりを;さっていおのゼ 1 (~ä~lJt観測は写実 rln上与を三万 fiっ;ァ=31[:1;な子f誌のス 1) ッ k で之忍

ずる万?去でおとなわれる。

制まiHζ佼 nlする!勺ぷ{濃度測定機J こ!むお 3己記録81 ， ADz{投球~ S4tÞl討が付属しており，その機構

f洛凶令 Fig. 36 iζ;-j~す。

三話 '?i~J tj]足(スリット)， Ll i汚 lと応じて数段階iと芯わ石。

フ;二泡子 ;tff'ζ 主iTえられたtÎ7)f:.~の訟J炎;ふ 'rEÚT_去に交検される F

miP-ìr;t~t止とを l としを主Ei}tlj フィルムを J'ifij@ ， または SPI認日立で反対したう己最をんにすればE

l",f [= 11(.4 (l( iJ駁丸係数)

で表わされ，ミ!交 D は

log[!lx 

として測定される(]

1IJ,<.0, 1.，)!=1、



二'.\'1 、!弓主主E平!Jyn l'どよ 行叶 〆し ι" , 
じ\. !.j.l t 立 J

Fig. 36 J0:-}ﾄ�; i#~ )立解析系統 l'{!

Dia京ram of th巴 pho!;o dens咜 m日呂おurement systcm 

としてヲア ;31 汲j向史'， 0;'走、遮光疫の%で日夜わすと，

n二 loglo O ，~ ~logH) T 

その僚は記録され予 ;K t:測定されZ 。

1ff.Jiじわま/f-';感光部分の黙と，ハレ山ション等きわめて(; \，' ì濃淡 Q)jUJtc夜勤するかèCn号線となる。

147 ，~-

1 @1の溺泌安定資観測したとき， i封泣のr:1 Jf;Fごr\(士六、九三より]真点にかけてしだいに明るさをf脅し p ずうとだ:

にいたって波之さをf自して除5t~~こはいる ο

こ才しそ様式図 ~tX〆サ i士、多 Fíg. 37 のごとくとなり， ;:t:苦手nザrt jlli1~ 1，とよって.ll%なる濃度防線となる。

同一路Ifポが?と1ーに成立している本分を)lj1E したと'~~~ ~ 71二五線が ('r玄木の間一佼'ÎÍ~~tを巡るものであれば，

その IUl絞は :;:TI じ曲線形のくり)[_i， 1 ノ J反動となるが，そのような場合、はまれで) ?J包常は若手立本安と去な「だ悦

;況佼控誌で切る史i 線じりランダム総j訟となる。

このこI ントラスト i浮成な ， JJvS中有互の {!p業で判断l している卒、のである 61LJ

一般にお騒の色おJ:;ふその村、分 O_)7i' 、す {ii~ ì.支 iltl ，i;ikの !iiJ積約な、VJ与イu\で示しうる。

また感触と;士，その波形の IIJf長ýil と F:itltち gl~の談rtの変動であらわされるの

まずこ1M)訟の本立がに~:~+ゑ? すなわちノ f タ^'-ン lz ， このどけじのJ1û 主仕えh

弔問りそ必裂とする;~るものそれぞれのj出こ図利のと才L らのi\ûtが)11 られるならば，その僚をltJ1$ti幾 jþJ に JiYl1 t_( 

せればノt~1tN見;'llû (としたがし、 Ci 効的にそれぞれの分布と訟を判別してゆ〈ととができる n

この J[Ç~ド !'/J なノぢえと J5itはp 切らか{に肉 Hl:'t lÌ)総立さ 1u.\1;:紋憾で説lUjずるいまた ifkx汀の森林殺をYr主えする

ζ ，.l:である。

ぷ、戸 .r r 、.'、 c ，、 Vj d-、 y 泌総，河L 私;m:本以等で終的i した合，林分の，t;j';f:fZ:<i~lJtjl交tJ

2 よく段i述そもつj話合は， ül[ちに波形~I在よりそれらを知るととができる。との試みについての災犠

iま〉九州 J1J;_}jJ) ノ二T，(爪 さ rγている 26)27) 。
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しかし災際には，森林はきわめて複新な伐から成り立っており?写真伎の下にはや]l，iQ弘 :E f二

1口松環境，ブイノレム阪百1rJ'J (}) {;i. t'&~ 1;干のノYによって，たとえ同粘j様芳河内精J行のふ:林:象庁あ r、て i〉ヨ濃度

測史数伎には大きな椴があるものである。したが〉て，;j\:おjび〕森派!と

を究司型的なタイプ iこう子主声しようとすれば， さらに ~JVJilß' \.こ多くのJえ糸サj

そのものから決林

してゆか1~}~Jならない。

. jtàfrîtîITÎtllJ:同比oOJo.>t"，.t.J:叫脚細川、Jt..... :t!伽凶?問削減

iîJ色体
Hl1ly 1 

低地林
LO¥¥l lan<1 

J炎称
Fresh w旦t:eτ

swam� F. 

f~~ /!< lfi'� 'VJ..+た
Salt wat己r
swamp F 

~5~~I支観測記録による虫丸刀ン陀

Fig. 37 本分渓 lJk' よ足以式出

Di呂gram of the Iorest densitヲ W乳可(;，

j;f語 TIn

Sea 
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濃度波形解析のi!lH1l1ハ,), 

ユロ日イ口のた 1二ì!~íであり p ににで↑J; 阪の主;1:[_1 弘 ~，_d ， ~芝ご .-1:;: プ
J 叩 )，")j 口'j'， ノ小ノト;心、 ιり 日)

t、仁ヲょ;公ッ ~J~:~そ :'jj;t[Í" '::f をすも治心川1_ 丈
、引台 、ぺノ I\'j' d白

，子んゐ心 1_L."，森村、を判':とる子法がいJ"(式.:1 .~t( こうど';\~zJ! と

ゴゴ"#.t'n;'qlせとなどの付加l 皆ょう夕、 ~J

写又iま 1 'f:((r. !)j r交の )lU~もる ヲなわちが求ノ守、と， ω政生、(じ記 rし刊ぜしめる弘L~'~予Vl'からの

〉上ってい1& 
、

l少、特注ふこよふ之政分訂強;交の 2

、ヴ

J ノ\i)\!iJ約 lましスJ二、でコ;jL~ごJ 山本〆とぺ立 Fト唱と !Jï ぬ合

、
υ

5
f
J
4
 

f
、

e
Jぜv ‘ n 

1) エ?主役によ') てよjノ~:/)γ(x ， y) め忍 u、ぶ訟の小 /;λ らのア

らる"

f 

じく J 'ーリュ ;~Vlhi ンス,/ る派会ゼしめバ、殺伐 I之主被写むにの反対:ζ

" 、十}りの;立主じ まること ;6 込-cω()) と，ト ι
ι 、--0、す

ンス(に f) は，その非i.Jコそのうらでノスろいろな同校与デえ(f)災f7JJ J5/♂イニ

;ドからの主主jド成分、そ:どの様!突にら、えているかモノ;え寸手りである υペィ、
i君、勺

ぶってぜしめ戸山 s メu ス♂ j 
kふを νJノしぇドイnノ

1 
Cト、
、 i主主将良心総 におし、て以りふコ1

いわゆる後者ω強度分、ィ\工、お

TJ-_.p:[材料は保鋭校予ジ〕符i~lÿ~， 〆入、~えそかIj)TJ しご民主町、.:G-，ろいろな丈な fr: '~)ているも))-三

そ CD'竺イ訟凸 人、今
ブし 1 口比九， 氷点，トTものは，、わる Ef :-rff{む相 lヰ

f ト珂人~. ~， ι<:t九い、山〈 ω あり， そのた

芝左ぷと iバじであ心。いろいろの校合J去によ

るととが必立しで、あそしてい波紋広三トぎ:どの淡な平析する

Powcr しにものぞれj い，こ去に作訟法の Y&L弘、 CD 良Ji，l iJjgy，成分町任天わずには，

つ。日pectrum

(;:'ú1).必、;、内 (1') ノh 約五1fa〈ゐ y)} から"/んこぶって戊の反島

L 、入会、入 I?'-/ ふ
r少、 ノ I ふ Jり'J r 1 '!ーと小歩

"L~ ~.'、1 ~'，r;j，守7，~ i 、十イ{_ ). ー〆 h
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ハこの Sp日ctγunlぷ)j忠 J リ 3ニ九:ζ よ J て 、J ぷ宇治と o ‘ ';j ;j'" る SpectrUJll

その;べ[立、 C -i'{ 日:到しち~ (Jl ，~je 日pectrurι1， ω (y、 Jlj1j 、¥;¥/ ie_n ，el‘おp巴じνrurn

" \.~ a(主 ， y) o;a(J:.-j--SJ y"i ヶ )dλどiy
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:ty--~抽
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それにぶりが交の分 ;5 れろハヒエ似防法7;~ 三ため pすえあわら法!立記

それぞれのお、むし 3 て， その恨の戊が医のやiJYLをもっち ω であれば，心れがそ υ〉料、;山、「おり

よろ機械的、ト。ま 7二ドω あといはえに。二 <S 続的

ゴ工
fノノ

る占ーにむ克介~;Ç)不正ぅ令

五争心)ムへと予さずる
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4ぜ 設建j玄波形解析による森林観測の手111員

TC{':'J 1fft潔から森林の濃度観測による波形解tJï'を行ない，来単純の構造是判定するには通常下記の過程を経

る。

1) ノぞターン弁完1]

写真後を森林， Tp司街地，箆JJa，その他地主(1，土地利用的 tJ分総作業をおこないp ぷj査対象地i或像を分離

摘出する。

2) 

森林波形より給{ゑ系，地Jt~，地求権法光泌とカメラ位言霊，そのがけとより付加されている波裂への影響投T

糸，すなわち雑音そ分総し，林水構成のみのi出廷波安治 I:Uする。

3) *本分波形解析

{半分構成波より樹積， ;産品交lJC，線密度予筏級機成等の判定をÌJ与さ出すG

L パターン弁男IJ

1J主主上に判別[ノえられる各;jWの地}J~) その他の像;ふ様変記録lとおし と鋭動，特有

の波形のJii現頻度などの特徴与を捕えるととによヮて分治íØ鍵がえられる。

数1'ill:の )1悦目についての濃度分布と振動波数，またむ]調部(波高値)のみの測定によって，そのよf::1i-::7J"ミ L_，

たものを Fig. 38 の1)， 2) と Tablc 55 \乙示す58) 。

特\(~深ì"j;、 lま，51.木による繰返しよ及効践によって~:f誌に判別し， lìÌl 出しえられる。

儲々の3ヱオミによる波は写長主総jでが大となり，また観泌スリットがiJ、となるにしたがし、それぞれの括

形の特色，総m反対の詳約't'tを加える。

2. 雑音分離

クgrll~写真における森林{&の濃淡lむエ:C;f:による反対波の こと壌2 露宕，等多くのものが力1]わ

っている。

ζ のうち最も多く作HJを及ぼしているものはp 地形のあ:伏によって生じる陰影の濃淡である。

おいても内 i伐の経験的安告白:によってお1112砲を生ぜしめる場合が多い。

iill表起伏による反射光援の変化は， H J?d íIiî'c の )y~._t!tの;たさな部分 iとより荷主tUïíの少号Lの部う〉へと移り変

わるのそれによコて，写真像のよ!とは太陽光線の照射角と》

す回数となるつ

とする濃淡の変化そ之氏

均表iHiを完全放射{ふと仮だした場合，主ill Jl::留の {tijよ討を r， 太陽照射苅に対する傾射方角号。としたとき，

単位 IIíi務当 7こり (.dA 鞴 tこり〉の池亥街反応J光の賂[;'i[ (B) は，余弦j去具Ij CYtll\iifJli の法線方向の光皮を 10

としたとき 0 方向の光皮はIo~.locOSfi) Iとより‘

Bエニ Kcos8rAA

で表わされる c この:r:\:1ふ大溺高度を言1'~の簡易必のために 450 とおけば，

13 出す(tanr cos e+ 1) 

で;1~オ;(される n

4性的 iとは B~.. K(tan r cos e十りであらわされる ると J ができる。
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?なわら， J也'ldffi濃度は θ00 (太滋に jE対〉のとき{の没ノiぷM なり、 8= 180" (太陽 V.: 対)のとき

U)最大伎をもっ。

また表íW傾斜ァのJt1)J[.1勺七例する(ただし 0"くγく9cno

ゲ

} ;こ治したものは Fìg. 3ヲのどとくである。

との主色彩起伏によるもののほかに加わる

とカメラ位fij: lとよって生ずる Sun poìnt 現象である(絡み

I-n (刀工 のも j で Ji.E".-えたがp 太陽 i苛Bt

この~rlj~話による濃度への影響ば， '{[.木によるものこづ式全く周波数奇異lこした低阿波のものとして加わコ

ているのでp 宇奈叡，Ù記録のスムージンタ によって容易に乙の両者を分けることができる。

トムラウシ天然林における約ìWJ波形記銭安， 立ンふと地況14'J; の 2 者 iご分荷il したもの，ならび (.c) *M椋 !ζ よ

る 2ヲ 3 の 'W!Jを Fig. 40 [とノJ~ す。

どの;uJ，況濃度とお:11!l!zl (40 m2 メッシュ〉により求めた地祝祭凶との!同系は次のごとくであ

( 1 ) よ~;表面。コブ'f{立と濃度

地表出の燥大協会下方{1rJ当を 8 としたとき ， ii包!主 Z出 acos lJ十 b (.ごつし

わなかったとき Tニー 0.773，純度，緩l皇:による 20" の総 1[:を加えたときはド 0.845 の*f:I闘を y~るこ止が

却。 -1'→う'tØJJ(高皮jîj のとき max

事皮革の太さ Jら(C08 e) 

ﾎ'= 光地jt涼
angle 

θ 傾斜ノJ{\iJうのとき土max

Sun liﾇiht 

すig. ~-5 9 ι由形起伏lとどる湯浅分布模式刻こ川主主主誤戸

Diagram of the d日nsìly d﨎tributioJ)s 

by teτrai n re1�eﾍ. 
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(C. obtusa) ヒノペ二

wぞきたむ

とれをョグrable 56, Fig. 41 1，と示す。

地表傾斜と濃度(2 ) 

地izTIíïの最大傾斜j与を x としたとき，濃度は X が 32.5 ロ J!U のときのみ y=atanx+b におし、術開

(0， 977) を Jjミした (T乱ble 57, Fig. 42) 。
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Table 56. (つづき) (Continu阜の
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Table 58. 
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と議!it~ (襟お働濃度:Wli号式栴関係数計算表J

D己主lsity variations with the terrain altitude effects 
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~'V， !ワ7(持p , ,. ~:~ 27(njう L
): (泊、os ^'"':'..~.'-::.~!.~~.， +-b}j siu .;，~tv~'V_-':.:'" ) 
~.1\IhP 1..-'..10 il\rート 1 ' <<P ..,.. 2N十 1/

(持部 0， 1, 2, <<. 日N) ミ【iüJi2三j司るように

した J}~皮とえの自 L河i関による問主主体~i笠じ波形構成0) Pmver spectrul11 1:': Fig 

;JP' 町 N) がp

求める。))

各林裂につし
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Fig. 44 トムラワ

ヘ ');:-::1 .!ごす
;:jj ~0よ七y

(トカチガワジョウリ 'j IJI4日11凶4必ω8邸5
C2-19, C2-20 J 

1、he scann�g line for th巴 d日nsit measurcment of Tomuraushi :f()re~)t 叫

44 , Fig, 45 (!コl)， 2) , 3) , Fig‘ 46 の 1) ， 2) , 3) , Fig , 47 ()') 1) 令 2) ， 3\ 心 lとがずっ

どれらの結果lふ各林恐が明らカと袋はる nm 茂成分 lごよ勺て合成されているととそ示すものである。

波形解析は複雑な [tt~$r.過料を援司、るものであるのvG!?字文濃度測定機 J 官 On line S:;'7St:e:m 

がす[HI J::. f;l;不可欠である。

との波形解析(pytrl決後処}If!!宍 û)吟尽により， Iﾇ!� i'i~ lu í三位へのとをめつつお

主において l;:t l!Ml支mÙÆ{:t~('と関して?その阪訟のみごつし~-C :.(:j)べたが含刀ラー写真純たへの1it，:Jjj64 ，，粒

1色分ィtfj-i'判定への足、川等 LtfL <伐の筒子閣微鏡などの写真手Uffj分野において役， fl されてし h る ο

また現〆問先のifIめられている国的手門去止は? とのうrt ~~r: ~機械約IJ~M:âô.û機構をエレクトロニグス!とよ

るテしじだ笠続出むに総合さセ，プログラムノミj械の/主解析機構じ判別結果の1~:~5;i_!渓示の平エ夕刊 U ナ v
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1) l'A'..1A. (10 m) 濃淡制定結果1'he del1sity records of すりITIUr己ushi foresL 

一本山 一一一 戸ー 均一一…一 一一一*

2) l'/Ì'~.]A. (20 rn) i立 iJ工紘3R 1'he dem;�¥i r臼con1s of Tornuraush� for巴s t.

ドiR< 46 久林1j'J;ι ついての主11受測定結è1~Wì!

E瓦amples for the dcnsity records oﾎ the various 

[()日 st typcs ill TOTHuransh� 
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一一一一一一一目白 一一→い一一一 一品一卦十一 一一一一一一

3) l'A~>lA (30m) 濃度測定結采 The densi ty records of Tomuraushi foreもt.

ヒ"， [認イヒ，日Jë:(などの機構そ直結せしめた----J患の!玖像判定システムである。この系列模式与を Fig_ 48 iと

ノT;-す。

との濃度測定法は写真記録に之らえられた被写体の反射)Y;議採による波放を測定するものであって，被

り t及うととはできない。したがて、て， とする今後の逮

隔探資分野にあっては波よ;if;;:jぎ別記録を訂後とするムルチ・スペグトルーカメラ:写真》およびムルヂ@スペ

クト jレ@センター記絞の観測を可能とする機構に滋むととが必然である。

30 
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1) コp ゾ・トド天然材、 Picea and Abiω(Natural forest in Hokka冝o) 

Fig. 46 *本分iJt )[;自己紹 i潟l'X1

Diagram of the auto > correlation curves of the for巴st
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担

,!)i 1!1:写真ij'1]fj]による森林制交i}:;(，こ r認すみ附究 C:--]J ，~;~b) ~- 165-

2) スオ、、人し林 Cη，þto附eria ja戸onica (Art.iEc�l forest) ‘ 

九〉 ヒノギ人コ林 C. obtusa (Art凬ic�J forest). 

語 事 定 1(，

F刕. 47 村L分{)3.)iラノ \")17- 向。スペクトル問

ひ“am of the power sp日ctrロm ()f the forcsL 

1) ューゾ・トド/八:然休

Picea ancl ANes 

(Natural foresl in 

Hokka禔o). 
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3) スギ人I.i;s本

Cry�tomeria jUjうonica

(Artificial f{丸町est) 唱

窃

窃

語

第 251 号

告l<Uf'Hす

語

事 ~ ，品;' l-

2) カラマツ

ム leptolepis

(Art�ic�l forest). 

書 !( !rj 1 t 

4) ヒノキ人 L体

C, obtU.5司

(Art凬icial fむrest) 。
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2. 5E中淳書草{象の条件

空左中空手棄は設影器材p 感光材料の発達によって，気球，ヘリコプタ~-衛星，宇宙船子去による狭像記録

法によって，地上近距離操影から主主総本支 (Space photograph) Iと玉三る視野の選択が可能と I~S りきまた

紫外線よりレーダー波iむとさ在るまでの光波誠を映像として捕えるに~り， その交像p 解説の;方法も，従来

のを宇r.t1写真利用を地!ュ現象の遼隠採交法 (Remote s巴nsing method) の一部分lζ 含めるに至っている。

従来の写真像利用上において難点といわれていたもの?たとえば:村田部の判定凶~~L あるいは測定締皮

の限界等についての大半は， ちはほとんど解決されているものとはいえ，その投手t;iを J白いう

るか苔かは調査に対すゐ経済的な穀j泉， J:'f去によってそれが検討される ο

しかしながら長空中写真和mの調iまは明らかに地上調査とは呉なるコ写真羽資はその結果が地上関主主に

1[':;べ，いかに詳細， 1正確であろうとも，それば写:þ~像を民主体とする fHJJ去訟D定であり，いわば:ñi:JItlの結果で

あ o ととである c

ζ こに結果を現実と結び合わせる数多くの検討手段が必要となる。

とするものである限り，すべての不IJ Jlj効果は精度においても，自~率においても，写

真の条件と観測への使用器材，また適用技術によって基本的にlí::.1:î される。

したがって，翻誌にあたっ lあまずこ どのようなものであるかを明らかK し，効果の範11t]

告知ることが必廷である。

それはカメラ，プィルムとフィ Jレター，撮影3季節，時間，新i尺，鮮明さ等によって異なる υ

Flオえにおいては森林調査の孫， 1l& ~t;条件よりの設計から計i必がSL.てられ2 実行される ζ とは試験研究や

特殊な調査以外ほとんどなく，通~i_t! ~立既存の撮影写真を附いておこなわれる。

とれらの写真ば多目的用の r*l~J小松]J\~'IJ.~;'J;であり，また綴凶器材も反射す休;続安主とする簡易m具に浪

られるものである。

との条件を前提として，森林の巡f言案言語査を主体としたEf-叉!とよる林盟判別 Icj(j-する効果を，判定i;区分

の精i交と効殺の比較，また濃度総定による写真観測僚の数蚤判定より求めた o ﾉJ ìザj;1有林における試験結

果から見れば，カラー写真を除くモノクローム等亥では，次のようなJlW{{\'r.で良好さが毛91，:1)れている。

1) 初冬撮影 赤外線写真 1/10, 000 

〆ノ パンクロ写真 ノ/

/1 赤外線 /1 /1 

4) 秋季 M ノf ンクロ H 1/25, 000 

5) 王子L;t千か 11 1/10, 000 

6) 春季 υ Fノ /1 

7) 思春グ /1 1/22 ,000 

8) 各乎撮影 赤外線写真 1/10, 000 

9) 夏季 μ ノf ンクロ U 1/22， 0仰

この調査における林ヰ北区分11，主として針葉樹村、分の判定を対設としたものであるので，完全に成長を

休止した冬季と似!務rlïJのやjmff}巻の少ない友季写真が，最も不適切と?結果を:示したのば当然ぜあるが，おj冬

11(交が効果的であったのは， rt葉樹判定を取り扱わなかった点もあるつ

写真判読む効;*;ζ最も関係ずるものは撚影季節であり宇部がrí'íl…であればパンクロよりも赤外線:Tf.~



夜中写真利用による森林)jJ0J張?ょに閣する紙記 (r-t--r g])) lG9 -

江)効二誌がI仏、 r、

また小， rþl桁 F~aつ効采の)2~主総本 liéJ fとはないが， t:) C)1 織jミが効添がよいのは当然といえよう。

広葉樹の+UJ立与をもっ考殺したときょ火~J乙 または手、季;設影の勾:~;):がi&ó護でおろうと〕下fii;される υ

撮影カメラ多ブィ jレムの分解能， '1 た鮮明度については~ Jill.';!おの森林判誌をド!的とし， ;ä:EisiiYrÏUのド

;ζ扱i怒されたものであるほえり，その収f'能は十分!と潟y~"ずべきものといえようの

t:，~ ::jヨ，写了ジヂi)'Z iま，泊五t 目的，すなわちどの程j交の7H[ほとをfJ ;1もを i&泊とするかで選ばれるべきであ

lf) ，それば浮('?Jf区l.-f t ~1[H)~~ t:.: 刻する原写民縮尺の1Jl!定と同じであろ。

t~~出会の蕊準は

ノト尺l写 rr (1/20 ， 000 以下): 1/5， 000;\\*釘↑1 成，保オム孔;1.まのためのいJ川 lぇ分間 3

cl:約尺写真 (1/10， 000 以下) ; 112 , (jOO'~1!2 ， OOO 凶作成，材、小J;JUjlj，持説 Ixr@)jlj絡程調~rt 。

大縮尺写真 Cl/fi ， OOOハ 1/2 ， 0(0): 1íl， OOOc~l!ら00 凶作成) W!J ;~JU祢分，し主木JtlJ， ITI腕;~f. o

手五となるの

i;;J;本泌をI においては2 認に世t~J!を紹介するにとどめたブ r ールス カラ (J1~タiカラー〉ち主主U ， -",,-
の ii~絞殺:されている試験研究，業務応用試;設において明らかに [:'HEのブィルムより者しく縦約のHJ'ìL 分

ィ'ti，バジ引に1~，あるい と詐取11ヤ!二を/よし， 今後?資源調'ill'ーのみならず/トメì~~ 土地五u

JTj '~Tf 0);(5-分野における応ilJ効泉を認めるであろうことがよt8;Nl されるの

3, 獄中写真による森林綾測の聖書閣と習を糸

として設計し， ;):{施される森林ぷû:ili:，とおいて;土 p も;以心地 L治j況で森林の絞の望号阪と

なっていたもの，た正えば体分訟I!況であれば{時々のiDたの術総，向日1存I{ふ樹首Íí;!しあるい;土料:平、数，足立

j主総}シ資料等ば?写災後 fこ記録された林分機!Jj(~すなわら湖南構成f iÎjj泡震構成，樹高階，あるいは

者:~Hl 守♂〉衿{}2， -~j夜間とそれを; J火 i') 玄くほ然と人2誌によるす:l1l!滋の~ßl~ζ1認さかえちオL，たとえば対税，的

tDl，成長!ふあるいは成立本数等の総合ニ å 灼項目もヲこねらにより 1浮かれるものである。

写真1設の綴~~r士，数多くの利点はあるにしても， fYFの Jょより 勺際問 lととらえた fz:身わいj.f によるお記号

で.1)る〉事実，内政視野よりも沼間会縮小した!淳子〈からは， rlÎl述の é' とき尚々のたモ対象とする治

と[石H手(OJ~r，\;]そする乙とは?に得策なもの勺ある。写真 f二より硲災(C):Kめ 7，~、れるものは 9 マグロ '!'J 慢

野の 1ごでの々のメにの関係やF 杯分の相対的な階震分、，あるいは州政j:[1~:B-t，そ

イふまたは木村山〉機設ノ1}}: の関係などである。

すべてのよ司令:::1.とおいて，誌の3安 ft1 (土にあたって写.J~!~.r. ~t:土色Ifl 主ろ:と令

るものp まだ制活t [tj I~! 休止 lô:X'!i lノうるものがえら!まれるべきであるつ

との1明

ゴ 1 ，"人t:. tj ，レ/

その Nl 々について見れば， W!， iJGfr士森ぺ、の生成と捻移の過怠lと Wfttl~こ関連ずるとともに〉その訂滋手'Inj (j)

能力や機能，、j 主!作業 iitDl'j ふそれぞ背ZE 止して求められる

地円!? Jこ jぶいてゆくととによって，常わめて i ペ仰に求められ 9 また数Hiγ ヮ;こも友

わしうるうは'fで;ちる ο

そして主iおおも‘ 11 本;とあってはたとえ!fJ{:!iそれが{支}!こ 1交われ、ている例ば少ないとして宅。 そ

でもかくしてはいない J ぞれミ告訴 れはそれよぞれの彩

i湾の刊においても探究められているととろであり， 今後の殺t:f溺?を~ )と Bいてもさユくのft~， W.fが itn (ナら

れねば匂，?; Îなし、の
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その媛{~.心情j丘、である。これらは1.~~;{!Rj ，外分誇jiiiを観測する:到]J は，結r9訟f訟に Yil，られる fLl 々の iT木と=

J滋 1~1~1 ，{護手ミサあるいは ]r;; 決やyにささ，影s 人1霞， í~[~タU^.(jご 7 いわゆる刊誌の:tt1fl.El と'呼ばれるものを子がか

\'--, 渓/こ;ミ翠:fJヲ誌 多〈の林業一!の知識などに訟づいて下さ才L る c

その ~~f:純度;.j:~~:~l:立訟では使用写交の条件や，判定者の終民主と熟練/，(t2~;(=i されることが長いにしても p そ

0:窓続性への保泣の努え}，あるいは科学的制たf法の[jf日正;まおJぷ:と[とみつつある。

とれらを総合、してp ー史的な森林itiGJ訴に対する森林観測のまと:悶そ .tfJi-約すれ;ふ F記のごときものこなろ

つ。

ゅ]1笠， ;fMl以、
}
ノ

1
L
 

混交割合ノ1
“ J守

〔均等 (U)， 塊状 (G入 i~Il状(H) J混交Jf手3) 

グ Jι円八、"

Y'Clソ卜;主-t::~..J 〔ノ j\桜木 (Y) ， r!C1桜木 (B入大i三木(0)!詑九湾総成4) 

( 3 .~..' 5 段階〉i-j認木、Vt，な樹:吉七、
、 l

ιノノ

( 3 ,-.__.. 4 段階〉オ;本数6) 

( 3 ，，~ 5 段階)7) 

(Js/JJ; (U)咽ザW， (C;), [')1状 (H)J:殴 B'iL宣形8) 

主;:潟C)") 

(8"' 9 )T{{L) ゴfj' {j):、
ノ1

p
u
 

--A
 

( ,1 fr;t階)移i0千

出言i:tiÝl~, 1
 

I
 

(ILiI質~ {-s長1 ， :,,!,'(r, J\fií i:'li主主75

りさ絞， ;:[唱[(L) ， い Itえ (ril )ー ヰ鴨 c二)， 沢]{セ r-~x13) 

(サて}~，守主総予 !itO 2

非川
リμ

1
γ

ト
ト
よ

わ
←J十J〆14) 

との表における区分は1/20 ， 000 交のさ(! :1 1写--いうを々、j 袋二し主主訪台である。

/一、、
F 

、ー 'd人このような区分はg 写t:~i時測によって江んら lねえな機t:&-\:.)技術を要せず，内な知識によって

したもωである。うるも ωであふ。また判定の誤りがもっとも少なくて'tむようなあ さ

じ特;と天然体においと複雑;こμ叫するもの(二おり，思d泌4 のJ位目:緩構成立九H の核;設らp

地域;こよぺて対象とす~るま小林、木ば異なや。

その各おのトにごと l__.，てき窓辺されメ:1 ，長観測の結果i土空 三宅7;: よりJ.tt， Jt; !i~l ，料、jず'm 分凶ョ

~r' ì 、
可

日') fL!J主 λ目立総合Uかしバ ;j<J(、れし、1 オ l,_ ., v , 

之>1てし fゴtI!住総!ヌl も守 t:災i祭の j からは s さわめてのづむなもので J) る。

可tJ~iÎ!U (ζ おいて3 ヲ:ì~r口[総点~:1 はほとんど機械主にぶつで Jlti虫古川践に作成される。:.: r~~j !l!j に写真波長

ノにさな手Ij点は，誌との日訟の点の X ， y , Z Ff':i~l!l位が :'1とめうるここでぬろ。

、地メぷf おけι: r れはJt!JJlラを完全に紋長自そこ茨 L.~ 立た析しうる途を苅 1，、 iこっ丸必込i ，

法滞夕 方{山傾斜， {守 lr:iぞを主\ìåで表わした数{住民を!日発点とし 9 人不をすん礼子二、主主 7ユヲよほ免許子

:こ ~t深測流;}(-tf&凶等{;t了日在;も作成さ才1ノ，然灸íf!ーの解析，子主芸等:とあ _Lげてきていゐが，今後さ

'--グ 7，♂一 、， くふ〉Jィこあて

トい}r::門においでも jぷ官、uな分野を波存在三るであろう c

い芳 森林じまう?とと O)'ltJ.. -fù民]1去の矧克にくこも
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単位乙 ユードラのふトなど，数イJtl~λ内ζ よる[玄関のなsrfHが加えられるに:Ë守ったのふれは今後における(よ況

HI!，iSG との投与j:(;"J}戊}長いのみ，f:I らず，依写真泌をrn し\ I..~・写真{設と 1ノと L吋よイミ， 》 γ

/,-

つE~ど若ししづ~h!f): ~t- //:lJ'めるであろうハ

4 判読資料写真のき霊織と機本;調遊への応Jfî

と主&ñラ符:lt;， またそのJ'tlVμ〉池上裕之引を添えたわj 沢氏料:LL 伐(ステレ :1~ 夕、ヲム)

J:の Jj)校、おむ蕊Hit，判定技術主主成料で品うる。それ lよか、)'C く，ぞれが}{~~J1~(ド人づし

守< ;l~c た止さー寸分立が設えられ才んド;;:';:\fイミ(認.1/とよ 1てと践す J，いむ:資料でお(.

Pl 

11 と :)る君主析にだず f ステレ〆t グアム j の子!ニ)設は相 1 :30 ノ'1 ころからi会討がnl~ h{J されたら 1():[O 

以後間 fI+幻.~おいては， J';j製慾三づく r念仏，.1 ~かけの γii'5:: HI \)，迂 iま?勺と?に裂完了レ:二、

める rι

こ土今、後i 二お;ア 京体の写三どによる急行1'1泌jユノムじて、 1こ引『γ ラ:J ~:;:凶作延 l.i1の守子長いよ

ふ J 手:íJ ，HT立花づ主への手rJ!TJ のみな'らず，ぷ~ :な;'，'fiJI日むなされるもω ぜあ り にしとj 判Iれυ 門下にi't手出u;t
ν町一 J 叫'/"， ---;1 ノ 、 ...". 

て泌お交への;FlJíB会 ~t;.u{ したものであるがp 問 i 保全そはじ占うとするイli! のヂくの分J!j;に必いても，

-{レ伐され心ここが-.~~tl. ましI し、ちのであるり

;1: lニトと L'5f it'B'i料に乏しく，河川:rtをの休1 銭な長!)fj発熱p:;1J んヤl{i:!.ぇ が川、 rl土，ぞjミ~V 裂渋谷才L ,..--:) 

<<) 

シ子とよ 約{~日 i試合〉阪の行 YJY;:ii'，潟ミ打、分のえと市"ぉ切ら 1 

ヨ〆、J> J も:と，本総点び)すこ.5十円

/と悲しく効!f-J~1:(1 ~(.-: :~::ôJたせしめょっと は ë)Jらかである J k fょっ~;Jt1 ~':::. ，J ろドドくう1子 l立予]ら 乙才lメ:: [1 i-YJ 

て検討し， J;GJ討を計ゥ七会十分野がyいに

出ィ'E，森X;本で、木~!lß\f. IC空白写真i立、 1，司イ乙区分{郊の作成、 2. 二次歩三次1i甘 iJ'. 綜パJ の決 ι

j， 411 地「品交の設百ら 4，じ点への己~~V1f，と.(1'(11認など多〈の守:を込õL た L し\ ()、

々決におし「ぐ;ま♂ら!C'!i.l?訂正 *~i.ヰ\;!;，政ヲ立た事よびι下分の写克イノ の手 i_rn (::)才 L ぶべ

である

し‘

十。
.. 
〆、コ

ヨゴ点 ;.:1: アレ
'+川小 j'，\丈円

.' (j、三氏「九令 1"1 ザー!、ソ、
、 VJ λ -::_ )位 、ムザ -".' わ

れし'J 。Fミ人品主民 ζ

ごじよ験 l土、 求心おし rとはニドとしてやJ正主民1のやHj汁f!氾お化 1096 、:、

/:..- l-二、
r [...'-、ー'_'" らどを?りるとム 1 ノ 、 ，〆))-;とめ

ζ 九: j じたりこ :. ìては ~~}6: ;Fi:許可二、1 の f日ノトシ :l n勺 lノ

i 、，F_ :."寸 ι バ♂γ 、Jλ ， ，台、 ソド吋 γ ， 、 1 、ノノノィ九:bAλ日 1!1/Z 干主ノメ'-..v.) λ 号;'';1' ザ 町 、 ノザノノ ...j 、 rノ"

の滋;おそ討し、おっにお fh JどLぬ林 J々 、芝日、のぷ仁会し士

;11 ~)三し γと， 内 ;~t:i:)Jはその弓 J乙イをまれる林立はがり!ず!とぺれ

3 'jρ\:_ う}tJ;，トフミそ'g)y\;~Yごり 般的な:よ十_'、し、てら(). -50泌℃

:U 50-.200ごじを，れすも川、である

1 .;ト.. 
_/' /'r V > -ノ村五%ぺ立与ドと

のれ主へ止党隠しつつお にヲろによ少トカア作 J写了て，

人 i、、ァ
叫 .v 雲、 F

ク 7 // 

1 
に

j ソ

J下、亡、!ノ] ，一♂づ，.
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5e ZE中写真による森林の数量量化と多変重量解析による森林構造の解析t推定

主主夕、観測の給泉を用いで，森林を林分構造と立地l環境の関連のうちに捕えるため，より2/くの主要郊を解

析し，現象を判断するうえに，いわゆる多変登解析の手法そよ字入するととはきわめて効来的である。

すなわち 9 郊査対象こする森林のそれぞれの本431!について，空中写;呪による在日;司.IJの婆悶が求められ解析

された t~私

であるの

もったもので主うれば，それはそ しうるもの

またその場合，各要因項目の区分:じfiFJIiJ斤 r.l十算によって iチえられる数i設は， Iロ1様な性J髭をもった森林の

観測結果lと適用したときに9 外的主主準とした事象の適切な ffj;定Ii斉を与えうるはずである。

乙の研究は~ !~íJ記{笥有+;}?とおいて f'f成した全鴎*ÚK~lé資料等認のうちから 4 桜!穏， 10J出tj，~の資料をえら

び，立木材F告を外的fl\;t釈として検討 Z午、逃め，村1毅，立:ヰ:木数，平均 l直後の然史lど対するそれぞれの数'il古表

与を作!ふさらに北海道帯広営林間管内p トムラウシ9 氷別の 2 天然林について iがあ粘損，成長王立の推定

ら f推i品t:1..定巨結J泉1来1の現池J検倹言汗討、;jハi亡卒烹もる

夕外iト、此約I忍準:にこ対してそれぞれのE婆芸E罰g ， 灰白がどのようは主主主ささで関速している

か，またそれら布Jlï の聞にどのような関係があるかが羽らかに:，y; される

すべての森林;ごついて著ししl 、特色があるととがすj らかとな「た。その完全は冬森林の樹被

的特性，環境支配等による成立Jiiu程が表わす構造iとより特長づけられるものであり，たこえば調査に \13fニ

って，その森林では利J>iヘ調べるととが最も効果的であるかを切らかに?るものである。

総活的 lとJZオL{:J:'， ;Þiz齢が材穣iご関与するヰ'\lj:予:忍外に低い。こんに天然林においては，との境問を材T1tl

推定lζ関与せしめることはむしろ誤差原因となるであろう。

しかしながら，折、鮪カ'1M高とりj ら 関与注のFE くなるとと;立当然であり，

すなわち *1、紛の関与悦はその林地のJtllÚ:r. (; \かんによるものである c

樹;おはすべての森林において，材結推定上j手袋な項目であるつ 7[，米s とれら;f-;1:fi!{を算(1'， Lノた}J;r終そのも

のかむ様IK;を変数とする材TÎi:'1，てによったのも当然であろう。

とユ工大分、:数ま主た lば土そのいすずεオれ1かが材穣j招f在:

の 1相自立の f澗!5苅;司liげrと令:羽り沢1 らかな閲ぽ係ミをJ見f主L る乙とができなしい、。

ζ れは人 Liyれとおいても，会{求として森林繁[引を見fごとき，忽をの，YÆ分についての土佐育む主í:~あるいは

li\Jtたその ít!zの変化が大きいととによるものであろう c

主íl況で\ fliま，一般に~*況演はとの関連を示すIJt{i:立少ないが， J汗3斉惟J;;への渋 lj 位、は少なし、と 1立しりしな

い。ごれは存在する森林;1乙地況との分:ffi傾向があるからであろう。

すなわち自然潔境裂回の関与するや:ははるかに大きく， ま f二大後一子、本

数含 fMfufl瞬、'&i皮，樹高~ii C~)相互{簡に当然ながら関係があると見られるほかは， 1ti:の裂悶はほこんど数値的

に JjD~にである。

湾与サ四る lヰミ(;;，大きいのはj~ 許認行、全i* の長引11 である。

天然林(:，t択伐，その他人為作業が加わるにつれて2 人工林の構.iifJJC jtÎづえことは解析数{涯の l' 泊五らもりな

らかであり，特lこ太閤地方， ヒノキ天於休ば形態的にもきわめて人.]， 1本 lこ刻似したものである。



にl:る主主不利主主に i主i ずる iiJf 'Aじ(CfJ /~~~ ) 17:3 … 

G. 推定数憾表作成のための検討

え保体総括江UJおとよ Jて求められる各則被iおのタ婦によナグる限jÞH't 2::，キH 互のf均三日けは，れわ、乙 [1

[りとして与えられた外的1，f浮ぞt:設も効ネ ci く含1l_\ft i!J.~. ;;:;: LL>ず工く予測でおるように名カチゴリ… ~C :'b::~z忌を与え

たおs:1lである。

したがって?この伎役jむいて， {liIの矧 i以続料;lと ìl8 HI しつる予銭信1そうるためには， "1"氾の検討をおと lX

う必!fJiがある。

す

11.婆 IEIJ;攻防(1)議~，(t 1;'(.:>りする検討

iii. カすご1" 1) ~ !x/ケの検討

iv 数倍茨 144成のための加入Ji"i [1 Jill�¥'I: 0) 'rJ;ni;! 

1) 不性三:主吃

解析討すr， }'1(:一定数 1iil:淡の作成のためには} .rif料は対象とする板門をÍfmりなく表わすものでな

け tLばならなし、、

ザれは干;い~Fji~jをにおける口上終日!とÎit 桜木の r*j{~ と !QJ t誌であって，多変色~}Wi:rr'l'ごおいては資料ええは多い

Y とが怒まれる。しかし突のノ射しいMJ:~(とおいては， IIT怠jiゐJえやiJt J~(í ;.fM1交のにとく 主"

ことはf必雑である。これ会補う手段としては，主l~*!J&J主主 Jこ全くIiíJ く中市写よJ~による潟イじゃ， htlUJy去のj治

汗j が有効に用いられる。

それらの資料(j各民自，カデエ{ ~I 'ーの総 ?:g~~_l:8j R15' そ満足さザるにJふるととを句史件として，資料数止 {:O)配

分在、iじめる ι とができょっ。

2) 社 L カテ γf ワーのたb言、f

自 );5活:;こ;ふふ品川:にたける丸僚とともに解析結見、現われるドヨ防相関，錦繍

r!Æl な ，!.."CD係イl立を J三日t!とレてmいることができる。すはわら ;'1'1] ザト(:1')泣涼 lこ対してお算 iWH立，カテゴリ

- [>(5十T~会設廷した絞;1&し言 !.~(þ ま fこ外的活íiÞ.を変えた i計算ーヘ引こよって項目制況の j':lu川tと外的法こ

ま íY る関与ーの3抗J!tlé が;)(めりれる。

I¥¥J '外的蕊と対してと安だした偏tll関JL Jふすものは iJ'!JI!j f:[がめられるとし， また j、目立 IfJo)制限j

1'Í.~tß8-j鈴U::_，独立としてあっかう仮定に反するほど大きな1i自主 ;j~'J もの[1.，その iî-rÜぎを向日'IJ'; ， と m し、ること

i土 )'@:γごなし九、

また!詰}レQ，カテこf リ…!ベ分 lふ多いほど校区お5えのよいと、L;土 I'!jらかであるが〉

21;，また作業U1~不のJ!iからJ:f.めら才しるべきごある υ とのよ\よりはなしろ]夜 [::1 ~ 刀テこイリーがい !p!こすれノば

fム小となるかが干訟である。

3) ;:)!{f草加!入 11[[{)[ 

;ftj~jこ目的;ご対して?予n' ~と I~Æ4j'い似品依そ10'つものはTIi~要授が;fiíいハ数1Ul~{の送U1J ;ζ ナニ -:j て，所要精度

lご j，~; t !~Jlえ数はなるべく少ないとムカ~f:g ましい o Jj!lI] 1奴と務ELとの lJtJ 係はイi怒皮 :ζ丸、じた主主~i 加入 11引を

?子;えるアとによ勺て，づ~U目的なi応用 :~!t 1I rJ)数そ表示まる ι とができる υ

決!鋭利より見れ;ふり!核i1i，ノ['0) 場合 (j i11HI関係数 0.9 J$:， 似たごはp 多くの泌台において滋切にえら

ぱ才Lt: 4 境問で訟である。

とれらのが:日~V 七とづき， l1il Tì 林%誌資料ffj
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り立;仁木数， それぞれの1é1JU主主了目的とする数値表を，また北海遂の 2 ;誌に林について i土，

ha 当たりユ1:木村 ft~1 ífril損i五[， n~首長選;の)'[t定数値'1えを作成した。その結果は枯損議採:iとを i%Î~き，しサ"tl も

沼稲関係委立 Oe9 を越え うるととができた。

このようね:数値茨は，写真観測のみから，そ才しぞれノの森林の依王子，側々のt*分ごとにね内定 L..... ~ また森林

状態の変化 lこ声j' -J る予望書の基準与をJ与えることを可能とずる。

今後の問題とレては， さらに待問的要素を含めた級担Ilfí査を蕊!''ßとーすることである。

jL~'[}J: j遣の 2 天然林について，調合!地主主しそ 40X40 m 方tl民~(約分しe，それぞれの夜間，塁線表による材

後，本iliÌf!，成長の捻;どをおとない含どれや現地調;mf.をおこな勺た結果と比較した。

その給条， *;1毛てにおいては紛II (j) 日1 :ζ きわめてF11い相撲iを得た。とれば従来の地上刻笈法が対穏におい

て彼3ミ伐のある E立がえられるととを示し， IIXJミ EZ\ 枯議長主で Lti也J\J! ((Jに限定される地 Ltj品j交 "lß，> 総任、的な

{正:をうるととがきわめて関銃であることを示すともいえよう。

なお誠宏、地域安区分し3 また現地と写真との照合会確実にするおdÜl写廷zlの適用:ふ今後の森;1'ら

後主主のう x でき ものといえよう。

7e さを中写真利F誌による森林調査体系

森林の ['}l'j j{j(;]:第一、に主主 ?]j~~J{&や立地条件会匁l り， らず将来にわたる しうるよう，

土地の手ij]é詩区分や木材生産の方法を判断するととから始まり s っし、でその災;干のための民 [1認を決定し六

り，投資を寸分玄したりするH闘を縫て災行;こうつされる。

しかし，森林調T誌には， とのような総括的な計開立案を自治とする りでなく 7 個々のj州市

での施業;ご情?買収録の目的も満たさねばならぬものも多い。

森林の;玖bえいは lEjí 々の林分がTfl1交とえt るのであって，森林調査にとってはおと:指的な言!'iUTI立案の資料収集

.-':2::'自 !J守とする場合(約者〉と，後者の即端的なIÆE業の判定資料をえようとする場合では， も， ~t: 

望号求される 大きく lf11なるのが:ìifl常である。

たとえi司ーの対象地域について詔ぺるものであるとしても，災なる践的への言語3やそ問rf)j(C，また間寄与を

平等に潟fこしうる方法;ふてれぞれの効率から見て，また実際必作業トからもさわめて凶殺なことといえ

d~ つの

そオlAま， との両者一が対象ζ ずる盗[習をJt iとする jムがりにあるからである。

だとえば，従来の総括的見交のためには，主として桜木純資法が災施されているが〉この調査結染症'

時!と， fi[j地 (1f:Jff.:f! ~こ ti:'î mできるまでにしようとする時には，多くの不合王監が生じてくる。

それは様氷点nまFたそのものがIlj~ られた労)}~ する母築関について効率よく初を調

ベ3 その1+えの信絞できる稜度会[切らかにしておく諮策法であるからで，母JJti1fit すなわち調査対象の広

がりの大IJ\にかかわらず，精度i心主〉伝的 lとは熊本};~:i、の数，すなわら総資$労力 lζ起因するものであり，ヱJ

京;とよる!衿(1;や二f!，;}fll!t\あるいは， ブロックおl 111 {'よノさのいろいろの;島照手段があるとしても，それはその

むかで5iZ織とのfjE~卒Zイ七ぞ言{っているにすぎない c

妥結果の上; との司-~.Â'

法滋汗jの原則伝I絞るとととなることがさ予し \0 したがって p 母:集[叫すなわち安部を異にする刊をにはp それ

ぞれω設計が必まさとなるものである。 たずむこ ζ で気付かねばならぬことは， ζ の結論号をもたらした îfÍ':t:

の;問主EÌ:t が内IlJ5. V よって森林を観察し，測定す 2322開校野を基準として~-~g.l され，検討された
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CーとじじてJ 台。

:う怒くて j でいる志川イムi1ftへの弐写実のTliHl!立) 'J ':0~~j γ 況の j:j<) !~I わ紡ノJ'，説、大，モ

{);うと J~ ぃ〉て被写{たの客観灼幻けとめられるとこのなどの符目安， -1 グゐ

げる総認をのぞくと、正金子l 的、l し允体系日、結， 7る九才"るととが必!忍あ

よさ i主計，写!えがか十?羽寄託)J:

Ji す二 地江コ I'j

モ(!)区分ジYi!i を切F:，かにするう九で子 f'{{、てよ、る汰ノ小乍ふ:〆子ヴ
九一
M 

ように表わすことは?V 1 iし行なうべきJrlメゾドであろう〉

/',":' ，~、~ ",} 
.'f) 二\，，~ ~d，ラ

しうる効!W~/r:. ~) ~ ;(ふ L;.~t. ~lf.;，ハて見 J、う。

、 AγJ トイ川、\'( t:: 
乙"川 ;'ï 日 .j.. て」以 "_J _j τ〉令 可オコ:て) -(.'同現象で

1 汀引交し!主的行、平瓜

るが)村会もっと9 また;存主浴室文滋判定の夜付 "J;がよえられるならば， HJ1 ';' 
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8, 写真;幾i変測定と空中写真利用の今後め謀議

写真像を機淡コントラストの梼j弐として，機械的に告強制する2弘主主謎皮測定法は，従来の肉波観察の結果

を数畿で表現することを可能とし，またその判定を{むの科学分野lζおけるものと共通な情報解析理論の内

に導くことを可能とした。これは現在および今後における挟像の自動判定への基礎的研究の重姿な~-f市門

である。

そこに残された問題はいまだに大きいが，議実;乙また急速に解決:の計られるものであろう。

現在;冨しく予違反をとげつつある。そして，現時点iとおし、て 3 あるい

は超大沼予算の中においてのみ行なわれている遠隔採慌の尖端的技術も〉やがては筑紫の社会産業綴衡の

なかで，身近rc舟いられるに玄るととが予泌されるつ写真利用技術を映像作成と判定没、の 2 者lと大別すれ

ば，前者はすでに大きく発援した微少な!立界での拡大撮彩や時隠延長の歩みに比べて，より日夜的な附間]

とさ足踏を縮小する分野での発践がさらに期待される課題である c

今日においても衛怠M~影による勾禁像，または電滋校記録の像が気象，

Lげているがp 森林にあっても生態的，あるいはこ1，地1、リ#1，関土保全，

くの手!Jf誌が苦iやられるであろう。

さらに多

映像記幻、の光波域選民に!対しでは，いまようやく B視光線内のみの主義Hè，f，しつつあるが，さらにムル

チ・スペクト Jレ写真の活用，テレピスキャンニン夕、、映像，アォノグラブ技術の発授は検出能， また$f:の記

録と解析のjif;j分野 l乙新局面を見い出すととが予概される。

映像あるいは電磁波記録の判定については，完全な自動観測と数量化，また泌総像会成の逃が浅からず

可銭になるであろう ο

とれらの時点、において，森林はけっしてそれ独自の総捌や手法にとどまるのセはなく‘広く

象と全く岡戸イよ主義盤 fC .lLって考察され，追求されなf)'ればならない。

そのときょうやく森林はより科学的におと怖され，判定される慈準を持ちうるに五るものである。

9，むすび

オ;;:論文は筆者が 20"十余iと蕊り解明 lζ努めてきた森林羽交に対するだ r.fl写真利用に関する研究モ lJ\店主l.~

とりま，~めたものである。織さ存するに当たり常lζ多くのど指導と有感な示唆J会与え

られた林業試滋場大友会と松経営郊Jk， f五\沢 îF，久世 \'2 料上えはじめ続初，測定前研究室の各位，林業絞言|研究

会の誠氏ならびに林野庁計@JÎ誤~~研究普及探， また各営林局~Wl'，あるいはヨ本林業技術協会，六年部省統計

数J~塁研究所の;方々など，常におしまぬど援助/をいただいた各校 lζ対し，表心より感謝の23tをき反するもので

あるむ (1971 年 2m
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n州eareh on ihe AppHcat卲n of ihe AedaI 1'1wto\\，1'a酔hs

for l<'orest 8n:rv母y

f ¥vao r..LU-ﾇ__I¥JlMA (1) 

Sl;.rn.rna:rv 
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事vith tれそう rapld dcvelopγ汀cnt of society i1 包 recent y円\rS.屯 the :for('.st �t.self h心 con.l己工(i、7

re立ard忠(l 乱s t1訴訟 nlost hnportant reち仁川 rce 1:0 prC'.~:"ìerve the adequ{d:e enVlrOfHll日口 t of living 日u_t ザ

rou_nd .iIi Qふ besi.d正 s be.in.g; the souyce i):f thnl_)2T supply �.n �.ts :f<:.culhes 

1n these .r ar~'_ ，kxes of >7ie¥"./ ~ \V巴 IIIはst cont.xol and rn.a:nage 1.b日 forとともt lHO日三 in te.n. t 1.on丘lly 2nd 

乳ぉ a vita1 object varying vv咜h the passage of tiτnと under th(-~ .1 r.Lflu.enc己口 f natu.ra 1 and 品rtiüd日 l

cor:tditiuHS 01' exploit品tíon utilizinv bas)c'1ll y thくうどlccurate infor .rna 仁ion of the繒 trar 目、ition cours日日

札口d proじとdu_re tog;eζher wlth '111 perﾌo�c proó1よ仁 tivLì己3。

'I、be fore~) t. h乱3 bee行 obs{うrvεd by 1.11e nahぅd eye ;:rnd judg~ぅd b¥r hUI日呂 n brain ffOll1 oldc工

tim色s. l'he scop己 of Ul<U1'S ()._bility to obs日rv記乱rtd judge l11.USt [)(ぅ lar g:ely exp.nded by scvcτal 

t匇cs if we are to obtajn more detail inforτιatio設 011 e託ch trec1 and a.1sG f_:>1} thc rel止し.1GDships

b号れveen ind.i v�(L:al trees "匇 u(ti).neously w ith Lhe.i r stιnd ciγCnlUS 1.: ances. 

T'(} meet fオ fidellt1y tb忠 abOVl>mentioned d日竹山下C] Si th.己 pos1tive ~'lppllωL1jOD ()f i!.e:r j コ 1 日hot~)い

g:raphs and nuγ日以勾ic日、1 ìロ fりr口.E1Ü0 !1 anal:~l 7.in.g t}ほories 立s are マぞ.H1 2t主 kablv deすと1op1ng in rec汚nt

thnes 予.rill be sOLlght mむ re 札口d more as tirrte goωG口 e

Th日夜mIn requ己sts O!: rc呂志arch f()r utH.izat!ﾜll or aíx 口hot() :l.pp11仁ation are as follO\vs 屯

:‘ "fhe 1¥103t ß.dequ<1 tな m"、 lhods ()f photography for for号st SU-rVf:')" pnrpJSCS 

2. ~J守j ト ~:;elecli()n � phoh> obsむ r"'y'ιti.oむ F乱C1:0rs on t]Jぞ xo:r行 031 呂nd the scient:i:fic intc.rrrreta t1.("I1] 

り f su仁h work 

3‘ 'fh己記文ploitation 01: thι~. effectiv七 ap口lication fQr pra仁 ic:d use , 

4, 'fhe dev己lopme!lt d a Ú'ぷy au_tornatﾍc obsexvalゴoü and ;analyzi口 t; s:'lsteru. 01 phoj っ lnldg;es ，

']、he applic正ltion o{ aerial photographs 111 foycstry has be.en de¥reluped :rapklly Sl.llCe th_記

-3('うは〉引d wor1d w呂r in Japan. Tγ l. this r日pürt th己 author dCf，crjb記s th~ pl"oce~:;s 品:nd reGU lts of air 

photo re日むa:rches of vih兤h h巴 h�self has 口以~n in chaτge frorn 1.948 till tod臼 y~ ιnd C0i11nlじτtts

Ol1 several p.toblems in futuヂe aü"\löncern日nt ()f wídεr r記J.lJ.ot日従兄lE; .tng apジ11cfぇ t.i.on 名

:? OutEn悲(Jf thc re制品tch~

守、he photogT8pbs fo工日urvcy puτ口口8es lJ.rust hav己 th日日harpness that d巴picts a cJe正rr dis tî.ncヒ

contrast o_f thεQ'ojec d.-.;.;'C irn.2~g(:S fron1 the oth日rs ~31J.r round i.ng the伃) a .l s~.) t.he. det2γ1 e~.ιpn~~::'Slon Cﾍ" 

e::-tch _n:'COIγ]ι 

l'hose effccts vλlrí乳te hy the cond:itiolls of ph.oton:raphy snch ;:_-lS scaS<J!lS$ SC乱1e. fiLn.-.ts and 

SO on (1とじ[ " ~rab1ε 6, 7) , 

The 明。抗 hηportant con.sidera.t i口ns 0口tJ.日日nonoch:rOfne 乱nd :naittraJ. colcr phGtつg_raphs 丘Ye

t.h.e sd吃ctiü.n of thncs 口c1以コH~ons Gf photograph 主 w

Tlui,t Vlas >，，re:r iflピと1 by the r己sults of sysLernιtk tesls t，>ア th.E' eyと ¥v'or).(::) ~.}，:n d 乱130

l<.ece�-v-ed A.ngust 6, l�7.1 
FOJ. 出t lvranagell1cn.t TJl'visioD 
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by the mechani.cal judgerr淀川~S of photo.densit叩measuremεnt m巴thods (Table 8，~14， Fig. 9-~10). 

The photog悶p118 for surv巴y purposes hav己 less necessity of faithfu 1γ間ppearanc臼 ()f the 

naked ey日 sensitivities偽 Th記n tho p1'乱ctk呂 1 use of tho L 波 color 01' multi-spectrum. photoｭ

g1'aphs must have abundant òεtail to fadlitate 絜te1'protation of tho tree sped邑s or distr1brト

tions of vegetat綷ns and others, degree of the plants' vit乱lities or thεsoi1 moisture cond羡ions etc 

B0sides t11e aboγ民 utilizing 1. R. co]or it is possible to obtaﾎn very sharp �ages 記ve泣 from

high巴altitude photography by cutting off th0 blue .light ranges with the f1lt尽r combín乱tíons

1t makes possible 世間t1se of even 8mall-scale air photos .for the individual t:rees measu1'eｭ

ment materials just "'8 ill field survey works by enlargement procedur忠明日L 2, 6, Tabl巴 3).

'1、he survey techniques by photo observations have quite diff巴rent feature8 f1'o111 grO\1ロd

surv巴ys 1n fi記1d vi君、v wid.el1ess of scope，日130 in τれ巴asurem色n1: f乱ctors of th記 forεst.

The p1'esent 乱nd future conditions of the for巴st ロlUst b巴日stlm呂t巴d fr� the for色8 1: compo “ 

sitions and 咜s drcurl:lstanc在s whic11 a:re recordεd 口n photographic images and 高r巴 measur思d

hy aiγphoto 8u:rvey methods. 

ln this 1'epor1:, tho stan�rd of the selection o.f th巴 forest obse1'vation f旦ctors， the l'記latiol1"

ships betw色白n th� inform以ion with t11εfieJd measur邑ment :rosu1t8 or the adequate typ倍 clas町

siflcatlons and ar:rangement w旦ys of t11巴 forest area ar日 shown唱

30m記 of thes記 results in part hav日 already b苦心n adoptεd as the basic methods in the 

for・忠告 L sa註lP1ing surv日y works in J旦pan.

The constructioll of stereogramr口在日 th:roughout Japan as th巴 typ兤al standard 乱ir photo 

images of forest typ巴 classifícations have nea:r]y been completed .now (F刕. 20, 21 , Table 26, 27) 伺

From th色 mor巴 detai!巴d t ype c1assWc担βon8 of th記 forest compos��ns and circurn告tances

using the digitaI expressioτ18 of forest stand and t自主 rain featur巴S. or th忠 locations by “ the 

f北igital p11oto-mappingぺ a possible method to det色rmîne the var�us kinds of fore計四timations

らy the sco:r芭 chart adaptati.on have been resea:rched 

1'he forest characters 旦re read or deduced fτom th色 relati01J君hìps ち巴tween individual forest 

factors and theh: lmpo1'tance for εach est匇ation it邑m in llllmerical an乱lysls data. They are 

丘vailable f-com th岳民民t1ts of th己保lculati.ons by com加ters~

'1'11邑 p1'actical op記ratiol1 systems and 巴Kanml邑8 of the score chart con日tructions which 

1'ea1íz母 the present and futur巴 í()r巴st estim託tion are shown (Ta訪日 30.~.51 ， Fig. 21~36). 

1'his method has introduced scientific w乱ys of image utilization in forest surveys, also the 

basis of t11記 multi吃quatio託~ev，証luatiou method appHcaHon for th巴 fo:rest informat綷n analysis 

This is done by and checkin釘 the univeτsaIi1:y of the sampl巴 data for 1.l1e objectiγc 

forest area，旦180 the 乱ssumptions of indispensabi1ity of ev担ry 咜em by thεresults of sover呂i

times 1 記p巴atcd caJculat卲nso 

Th日 research has been c乱rried O¥1t 0立 varlous kinds of 誌が汀idal and natural foresl告 jn

Jap乱11 ， and shmved 邑rnple esthnated resuJts on the pr辻仁tical survey v，rorks首

From the results ()f 1:h巴 above 1:he de雪 îr2.ble survey syst巴rn of '}:.rresent stages 18 desjgn芭d

(Fig. 4ヲエ

B1日t to supplement this, the automatic measnrement met.hod of photo image shoulcl b日

8 しudied wi1:11 a v�w to furth巴r pho1.o appl祥at�n work. 

In these r色searches the pnoto-densit 四meast1rement method has h己en carried out using 

mOY1ocb.ro11le 乱nd color pho1.ogmphs. 

The autom呂 tic identification of f�est types on photographs �8 øxpεcted ior pγ託ctícal use 
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llOW (F刕. 32, 38 ,,48, 'I'ablo 40 ,,49), 

The applications of these research resultωha_\TC conf叝rned 1:he 'Dossihi1itics u_f (-:ffic.�nt 

n1託Jll心1五r of th記 detail fc)re�l char託ctCTIS 仁.1 C Lypes fOT Li]:.tiJicial B_nd .natural forest 日lu:nagernent 

plann匤g. 

New lnctbコd or judgεment for th巴 tjmber g.ro'-;vth and land usε condit�rJs of the f()r忠弘

主吋J乱 or tho !.1.ccurate estimat.l.ons :;:uch as .s1瓦nd vo、 tlll1C ， i:n:ferior, iお CT在日;1 ent， num.ber of tret沿?

。τ average D. B. F! 乱nd so onを have b仏うn furnished ~，()lely fro111 the observaUo!ls and 1η払.tsure.

ment on pﾍlotogra.phic records. 

1'11is 冷 QTle ()f the efÎ以:tJ.ve [0工 èst S'u.:rvと)" r:n日thocL.; ror u.se 1.:0 futuれL

止 す'he effetts of the 智正柑archφ

y゚ p�til1g to m, c air photo 乱pp!.íca tiOl�. i:ech niques. 司、台帳，;:"'1'(' a ble t 0 c.hose fγeely theωc;:-，ue 

of thc ohscrvat.1oD an_d 1.he 1'n守山市:rernen1: t 作 品九s\vcr tVl¥l)r d.if_fercnt survey purp08e toτecord 

the 心bíeじts no1: o:o.ly r)y t.he ¥risible light ¥'i/a¥/c r泣 n1;rC reflccliり11 of t!w ob j (ê(二I:s ， but <J 80 bル
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D. B. H. Est匇ation U~I 淫推定数値表Tablε459 
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a) トムラウ九天然林，材積推定スコア表
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b) トムラウシ，天然林，粘強震推定スコア表

Table 48-2“ トムラウシ

Score charts of the Tomuraushi 
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c) トムラウシ天然林，成長推定スコア表
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ず品blε48-4‘ トムラウシ3

Score charts of the Torrmraushi 
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Table 48.5. トムラウシ，オぇ完IJ

Scor巴 charts of the Tomuraushi 
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f)本男IJ天然林，成長室量推定スコア表

重喜 [SJ Jl'� 呂
カテゴ 1) ,_ 

Category ()f 
factors Item of f乱ctors

fN ょL
N iNェト

を!-rl: lh\合割合 (Xt) {到ト
NL  
NL  
LN  

Mixture 

E東 密

Crown d日nsîty

1討 高 (Xs)

Tree height 

L 

1. 2(2.1)(1. 3) 
4ハ乙

2 担 3

2.4(ι2) 
ノ3 匂

3 
J. i,('l.3) (4) 

官時
N 
NE 

Jj 位 (Xõ) E 

手戸j
~ -':.1 、

SE 
Azimuth S 

高; (X?) 

Altitude 

S、潟

、手I

N号V

。c~599

600~69ヲ
700~.799 

800~89ヲ

900-J999 
1000.-"''''' 

設相関係数
Multipl巴 correlation coeff�ient 

Table 48-6. トムラウシ，

Score charts of the Tomuraushi 

Score of factors 1'or dam己併記stimation 匤 

0.307 
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A~別líf・定数fl白表

ancl Hombetsu natural forest 

Homb巴tsu.

a
q
 

q
G
 

Y-'J fl''( 
Average 

?: :;;「

X6 I 

2.693 I 

1.732 I 
0.505 
1.378 

-1. 289 
-3.334 

X7 
ン

Range 
ジ l dLt国 jtr5at怒n I '1' 

I coefficient 

2.289 
1. 108 
1.329 
0.167 

ー 1. 731 
1.672 

-3.507 

5.796 O. 704 

0.000 
1. 915 
2.640 
4.323 

0.000 
1. 721 
2.408 
4.070 

0.000 
1.566 
2.314 
3.913 

0.000 
0.027 
1.575 
0.884 
3.914 
0.221 

-0.756 
0..460 

0.000 
0.126 
1.635 
0.982 
4.093 
0.333 

-0.678 
0.712 

0.000 
0.434 
2.093 
1. 375 
4.483 
0.821 

-0.226 
1. 016 

0.000 
0.270 

-0.632 
-0.108 
0.919 

-0.002 
-1. 224 
0.158 

-0.472 

0.000 
0.089 
1.440 
2.187 

0.846 

0.310 

0.000 
0.068 
1. 462 
2.276 

0.000 
ー0. 701

-1. 532 
ー し 090

-0.033 
-0.918 
-2.124 
-0.763 
-1. 373 

0.000 I 0.000 
0.558 I 0.625 
1.115 1.133 
0.971 1.015 

0.000 
0.033 

-0.243 
0.032 
0.430 

ー 1 . 287

0.848 0.854 

3.913 0.545 

4.709 0.497 

0"109 0.191 

2.204 0.414 

1. 812 0.329 

1. 133 0.202 

1. 717 0.213 

-0.288 

1.948 

1.250 

0.963 

-0.910 

0.693 

-0.173 



トO

E、コ

学
〕
府
民
怒g
g
u日
慈
除
・
円
台M
m
H叩

4 月 2 日銀影(Apl. 2) 

f = 210mm 

1/ 22 , 000 

4 月 28日抗i影(Apl. 28) 

f = 152mm 

1/ 10, 000 

9 月 21 口被影(S巴pt. 21) 

f = 210mm 

1/ 22 , 000 

12月 8 円彼彩(Dec. 8) 

f = 152 111m 

1/ 10, 000 

4 凡 2 日撮影(Apl. 2) 

f = 210mm 

1 / 10，∞o 

パンクロ(1) 

Panchro. 

ノマンクロ (2)

Panchro. 

パンクロ (3)

Panchro. 

パンクロ ( 4 ) 

Panchro. 

ノぞンタ ロ (5)

Panchro. 

綴影季節 ， カメラ ， 縮尺を異!とする空 rlJ写d.l例 ( 1) (福島県西白河郡)

The examples of the aerial photographs with th巴 differences by 

recorded season, camera and scale (1). 

写只 1- 1)

Ref. 1-1) 



は陀
門
官
同
判H一
例
制
-
-
沼

R
i円
以
誠
実
四混
同
熊
沢
率
叫
が
g
u何
(門す
h
u〉

4 月 28日撮影 (ApI. 28) 

f = 152mm 

1 / 10 ， αm 

12月 28日撮影 (Dec. 28) 

f = 152mm 

1/ 10， αm 

天然色( 1 ) 8 月 6 日撮影 (Aug. 6) 

Natural color f = 210 mm  

1 / 10， α)Q 

天然色( 2 ) 10月 28.日撮影 (Oct. 28) 

Natural color f = 152 mm  

1 / 10， ∞o 

10月 6 日撮影 (Oct. 6) 

f = 152mm 

1 /25. αm 

12月 8 日撮影 (Dec. 8) 

f = 152mm  

1 / 10. 飢旧日

赤外( 1 ). 

Infrared 

赤 外( 2 )

Infrared 

赤外(3)

Infrared 

赤 外( 4 )

Infrared 

r、3
..... 
w 

撮影季節， カメラ ， 縮尺を異にする空中写真伊IJ (2) (福島県西白河郡)

The examples of the aerial photographs with the differences by recorded 

season, camera and scale (2). 

写真 1-2)

Ref. 1-2) 
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写真 2

赤外カラー写真例

Ref. 2 Example of the 

infrared color 

photographs. 

北海道定山渓笠沼試験地
( トドマツ，エソeマ ツ ，

広葉樹)

高度 3， 2∞m 
f = 302mm 

1969年 7 月撮影，

4 倍{申し。
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低地林

Salt swamp 
forest and 
low land 
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1) 大縮尺写
真例

Example of 
large scale 
photograph. 
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3) 低木林 ・
丘陵林

Dwarf forest 
and hilly 
forest. 

写真 4 熱帯林写 n 例

Ref. 4 Example of the tropical forest. 
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and Seconｭ
dary forest. 
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!日河道と自
然堤防

Old river 
bed. 
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写真 5 数値写買図似J (本日IJ : l~S分)

Ref. 5 Example of Digital photograph. 
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Fig.33 材lJ'( ， t，liJ:a，成長畳分布図(トム ラウシ森林)

Distributions of the volume, inferior, growth 

in Tomuraushi. 
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Distributions of the volume, inferior and growth in Hombetsu. 
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